
【
論
文
】

高
島
流
砲
術
の
形
成
過
程
に
お
け
る
長
崎
オ
ラ
ン
ダ
商
館
の

役
割
と
貢
献

　
　

―
砲
術
関
係
品
の
輸
入
と
蘭
書
の
翻
訳
・
活
用
を
中
心
に
―

梶

輝
行

は
じ
め
に

高
島
流
砲
術
は
、
江
戸
時
代
後
期
の
長
崎
に
お
い
て
、
代
々
町
年
寄
を
世
襲

す
る
高
島
四
郎
兵
衛
家
に
よ
っ
て
荻
野
流
増
補
新
術
の
知
識
・
技
術
を
基
礎
に
、

近
代
的
な
西
洋
軍
事
技
術
を
導
入
・
摂
取
し
、
特
に
オ
ラ
ン
ダ
式
の
砲
術
と
そ

れ
に
加
え
て
歩
兵
・
騎
兵
に
よ
る
銃
隊
運
用
を
得
意
と
す
る
一
流
派
と
し
て
創

設
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
一
八
世
紀
後
半
以
降
の
欧
米
諸
国
で
の
革
命
戦
争
か

ら
ナ
ポ
レ
オ
ン
戦
争
を
背
景
に
軍
事
技
術
が
急
速
に
進
展
す
る
中
で
、
徳
川
幕

藩
制
国
家
は
同
時
代
に
ロ
シ
ア
の
南
下
政
策
を
契
機
に
、
北
辺
か
ら
の
対
外
的

な
脅
威
に
苛
ま
れ
、
異
国
船
へ
の
対
応
を
め
ぐ
っ
て
海
防
論
や
沿
岸
防
備
の
警

衛
体
制
の
必
要
性
が
高
ま
り
、
要
衝
へ
の
人
的
配
置
と
火
器
を
使
用
し
た
砲
術

及
び
備
え
場
の
整
備
な
ど
、
政
治
的
・
財
政
的
・
軍
事
技
術
的
な
問
題
を
も
内

包
し
て
重
要
な
対
外
的
問
題
に
直
面
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ま
さ
に
そ
う
し
た

時
代
の
要
請
に
応
え
る
か
の
よ
う
に
、
一
九
世
紀
に
入
り
長
崎
港
を
め
ぐ
る
ロ

シ
ア
船
と
イ
ギ
リ
ス
船
の
来
航
事
件
を
背
景
に
、高
島
流
砲
術
が
い
わ
ゆ
る「
鎖

国
」
制
下
で
唯
一
国
際
的
な
港
湾
都
市
と
し
て
発
展
を
遂
げ
た
長
崎
の
地
で
創

設
さ
れ
、
こ
こ
を
拠
点
に
幕
末
・
維
新
期
ま
で
全
国
へ
と
伝
播
す
る
砲
術
流
派

に
な
っ
た
こ
と
は
言
及
す
る
ま
で
も
な
い
歴
史
的
事
実
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
高
島
流
砲
術
に
関
す
る
研
究
は
、
こ
れ
ま
で
有
馬
成
甫
『
高
島

秋
帆
』
を
基
礎
に
、
先
学
に
よ
る
研
究
成
果�

が
公
表
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
軍

事
技
術
面
を
は
じ
め
と
し
て
砲
術
流
派
と
し
て
の
形
成
過
程
や
創
設
者
自
身
の

履
歴
や
業
績
な
ど
不
明
な
点
が
多
く
、
高
島
秋
帆
処
罰
事
件
や
高
島
釈
放
後
の

晩
年
の
事
蹟
な
ど
に
至
っ
て
も
根
本
的
な
課
題
の
解
決
が
進
ん
で
い
な
い
状
況

に
あ
り
、
全
容
の
解
明
が
筆
者
の
課
題
で
も
あ
る
。
か
つ
て
有
馬
は
高
島
家
が

西
洋
砲
術
を
研
究
す
る
発
端
が
高
島
四
郎
太
夫
茂
敦
こ
と
秋
帆
の
父
四
郎
兵
衛

茂
紀
の
時
で
あ
る
と
強
調
し
た
上
で
、
陸
軍
砲
兵
大
佐
の
軍
歴
を
有
す
る
オ
ラ

ン
ダ
商
館
長
ヨ
ハ
ン
・
ウ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
ド
ゥ
・
ス
テ
ュ
ル
レ
ル
（+PIBO�
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）
を
砲
術
の
師
と
し
て
特
定
し
た�

。
そ
の

後
の
研
究
で
は
、
四
郎
兵
衛
の
西
洋
砲
術
研
究
は
注
目
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
ド

ゥ
・
ス
テ
ュ
ル
レ
ル
こ
そ
秋
帆
が
西
洋
砲
術
の
指
導
を
受
け
た
人
物
と
し
て
多

く
の
論
著
に
引
き
継
が
れ
た
。
筆
者
も
長
年
、
こ
の
課
題
と
向
き
合
い
、
両
者

の
関
係
を
窺
い
知
れ
る
史
料
調
査
を
重
ね
て
い
る
。
論
拠
に
乏
し
い
推
論
が
定

説
化
し
つ
つ
あ
る
現
状
に
あ
っ
て
、
筆
者
も
他
の
研
究
者
と
同
様
に
、
改
め
て

こ
の
課
題
に
つ
い
て
向
き
合
う
必
要
を
痛
感
し
て
い
る
。

そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
高
島
秋
帆
が
自
ら
述
べ
て
い
る
洋
式
砲
類
の
入
手
と

使
用
の
方
法
、
並
び
に
門
人
の
取
り
立
て
と
教
授
方
法
に
注
目
し
、
特
に
出
島

の
オ
ラ
ン
ダ
商
館
を
介
し
て
の
高
島
流
砲
術
の
形
成
過
程
に
つ
い
て
、
ド
ゥ
・

ス
テ
ュ
ル
レ
ル
と
の
関
係
を
も
踏
ま
え
て
オ
ラ
ン
ダ
商
館
文
書
か
ら
検
証
す
る

と
と
も
に
、
砲
術
流
派
創
設
の
起
点
と
考
え
る
一
八
三
二
（
天
保
三
）
年
の
オ

ラ
ン
ダ
船
舶
載
モ
ル
テ
ィ
ー
ル
砲
と
そ
の
運
用
に
関
す
る
附
属
砲
具
注
文
に
か

か
る
質
疑
応
答
書
類
、
さ
ら
に
は
秋
帆
旧
蔵
蘭
書
の
ミ
ュ
エ
レ
ン
『
砲
術
便
覧
』

の
翻
訳
・
活
用
に
関
す
る
諸
考
察
の
成
果
を
ま
と
め
て
み
た
い
。

一

オ
ラ
ン
ダ
商
館
を
介
し
た
高
島
秋
帆
の
西
洋
軍
事
技
術
へ
の
傾
倒

高
島
流
砲
術
の
形
成
過
程
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
拙
稿
「
高
島
流
砲
術
の
形
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成
過
程
と
そ
の
展
開
」
な
ど�

に
よ
り
、
広
く
理
解
さ
れ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
、
オ
ラ
ン
ダ
商
館
文
書
に
基
づ
い
て
、
文
政
年
間
の
高
島
秋
帆
の
交

流
と
西
洋
軍
事
技
術
の
導
入
の
実
態
に
関
し
て
論
述
し
て
い
き
た
い
。

秋
帆
に
よ
る
西
洋
砲
術
及
び
洋
式
銃
隊
調
練
に
関
す
る
知
識
・
技
術
の
導
入
・

摂
取
の
方
法
に
つ
い
て
は
、
一
八
四
一
（
天
保
一
二
）
年
五
月
の
徳
丸
原
で
の

上
覧
に
際
し
て
、
こ
の
時
に
目
付
を
務
め
た
水
野
舎
人
か
ら
の
次
の
審
問
（
幕

府
鉄
砲
方
の
協
力
を
得
て
作
成
）
が
、
高
島
流
砲
術
の
形
成
過
程
を
解
明
す
る

上
で
重
要
と
考
え
る
。
な
お
、
こ
こ
で
は
国
立
国
会
図
書
館
憲
政
資
料
室
所
蔵

の
勝
海
舟
関
係
文
書
中
の
「
陸
軍
歴
史
」
一
収
載
の
「
高
島
四
郎
太
夫
、
武
器

購
入
の
審
問
」
を
読
み
下
し
、
筆
者
に
よ
り
考
察
上
Ⅰ
か
ら
Ⅲ
の
質
問
項
目
に

整
理
を
試
み
た
（
写
真
参
照
）。

（
質
問
Ⅰ
）

　
　

一

異
国
大
筒　
　
　
　

四
挺

　
　
　
　
　
　

内

　
　
　
　
　

一

ボ
ン
ベ
ン
モ
ル
テ
ィ
ー
ル
筒

一
挺

　
　
　
　
　

一

ホ
ー
ウ
ィ
ッ
ス
ル
筒　
　
　
　

一
挺

　
　
　
　
　

一

車
附
き
野
戦
筒　
　
　
　
　
　

二
挺

　
　

一

同
小
筒

　
　
　
　

右
筒
類
所
持
の
義
、
先
祖
よ
り
持
ち
伝
え
候
や
、
ま
た
は
何
頃
よ
り

所
持
に
て
、
そ
の
頃
在
勤
の
奉
行
へ
相
伺
ひ
、
手
限
り
に
て
差
図
に
及

び
、
蘭
人
よ
り
求
め
候
や
、
ま
た
は
奉
行
所
よ
り
江
府
へ
伺
ひ
の
上
、

差
図
こ
れ
あ
り
候
や
。
右
筒
代
り
物
に
て
求
め
候
や
、
ま
た
は
貰
ひ
請

け
候
や
。
こ
の
わ
け
、
こ
と
ご
と
く
、
年
月
、
そ
の
頃
の
奉
行
名
前
等
、

巨
細
承
り
た
き
こ
と
。

（
質
問
Ⅱ
）

　
　

一

右
筒
打
方
、
合
薬
、
玉
拵
へ
、
仕
掛
、
そ
の
ほ
か
も
伝
授
請
け
候
の
義
、

こ
れ
ま
た
奉
行
所
へ
伺
ひ
、
奉
行
手
限
り
に
て
差
図
こ
れ
あ
り
、
何
方

よ
り
伝
授
請
け
候
や
。
年
月
、奉
行
名
前
等
、巨
細
に
承
り
た
く
候
こ
と
。

（
質
問
Ⅲ
）

　
　

一

右
打
方
稽
古
、
門
人
取
り
の
義
は
、
奉
行
所
へ
伺
ひ
の
上
、
差
図
を

受
け
、
教
授
方
い
た
し
候
や
、
ま
た
は
奉
行
所
よ
り
江
府
へ
伺
ひ
の
上
、

差
図
こ
れ
あ
り
、
教
へ
方
差
免
し
候
や
。
こ
れ
ま
た
巨
細
に
承
り
た
く

候
こ
と
。

筆
者
は
こ
の
審
問
に
対
す
る
秋
帆
の
回
答
内
容
を
「
陸
軍
歴
史
」
か
ら
要
点

を
読
み
取
り
、
次
の
よ
う
に
整
理
し
た
。

（
Ⅰ
の
回
答
）

　
　

・
モ
ル
テ
ィ
ー
ル
筒
、
天
保
三
年
大
草
能
登
守
在
勤
中
に
伺
い
済
み
の
上
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で
入
手
。

　
　

・
ホ
ー
ウ
ィ
ッ
ス
ル
筒
、
天
保
六
年
牧
野
長
門
守
在
勤
中
に
伺
い
済
み
の

上
で
入
手
。

　
　

・
車
台
附
き
野
戦
筒
、
兄
の
久
松
碩
次
郎
注
文
誂
で
、
町
年
寄
久
松
新
兵

衛
が
天
保
六
年
牧
野
長
門
守
在
勤
中
に
伺
い
済
み
の
上
で
入
手
。
そ
の

後
新
兵
衛
不
用
と
な
り
、
譲
り
受
け
た
こ
と
。

　
　

・
入
手
武
器
類
の
代
り
物
に
つ
い
て
は
オ
ラ
ン
ダ
人
好
み
の
酒
、
醤
油
、

塗
物
、
蒔
絵
道
具
、
屏
風
、
竹
細
工
、
反
物
、
木
綿
類
等
を
渡
し
、
出

島
売
込
商
人
を
介
し
て
オ
ラ
ン
ダ
人
が
買
入
れ
を
直
接
せ
ず
に
私
の
方

で
支
払
い
対
応
を
行
い
、
場
合
に
よ
っ
て
は
「
代
り
物
」
を
オ
ラ
ン
ダ

人
に
渡
す
前
に
長
崎
奉
行
所
に
伺
い
、確
認
後
に
出
島
に
持
込
む
こ
と
。

　
　

・
小
筒
に
関
し
て
は
、
天
保
三
年
以
来
、
大
草
能
登
守
、
牧
野
長
門
守
、

久
世
伊
勢
守
、
戸
川
播
磨
守
、
田
口
加
賀
守
の
各
在
勤
中
に
伺
い
済
み

の
上
で
、
毎
年
一
〇
挺
か
ら
四
二
挺
入
手
し
、
そ
の
際
長
崎
奉
行
所
に

聞
き
済
み
の
上
で
受
領
。

　
　

・
こ
れ
ら
武
器
類
の
入
手
は
、
オ
ラ
ン
ダ
商
館
に
誂
方
の
品
物
を
品
立
書

帳
面
に
書
き
出
し
、
そ
れ
を
長
崎
奉
行
所
の
取
調
べ
を
経
て
帳
面
を
作

成
。
そ
れ
を
阿
蘭
陀
通
詞
を
経
て
オ
ラ
ン
ダ
商
館
長
に
手
交
し
、
帰
帆

オ
ラ
ン
ダ
船
が
持
ち
帰
っ
た
こ
と
。

　
　

・
翌
年
オ
ラ
ン
ダ
船
が
注
文
品
を
持
ち
渡
れ
ば
諸
手
続
き
を
経
て
長
崎
会

所
で
帳
面
を
作
成
し
、
荷
揚
げ
後
一
旦
出
島
の
倉
庫
に
保
管
し
、
荷
物

調
べ
後
に
商
館
長
が
荷
物
帳
面
に
添
え
て
書
類
を
奉
行
所
に
提
出
し
、

そ
の
後
奉
行
所
で
の
取
調
べ
と
確
認
の
手
続
き
を
経
て
、
出
島
か
ら
各

注
文
者
あ
る
い
は
長
崎
会
所
に
荷
物
が
引
き
渡
さ
れ
る
こ
と
。

　
　

・
オ
ラ
ン
ダ
商
館
を
通
じ
て
武
器
類
の
入
手
に
関
し
て
は
、
法
令
も
な
い

の
で
、
伺
の
上
で
誂
物
注
文
し
、
あ
る
い
は
所
望
し
て
実
施
。
近
例
と

し
て
、
文
政
度
に
長
崎
鉄
砲
方
の
高
木
道
之
助
が
石
火
矢
二
挺
を
誂
物

注
文
し
た
と
こ
ろ
、
オ
ラ
ン
ダ
商
館
が
御
用
御
誂
と
勘
違
い
し
、
長
崎

会
所
で
買
い
上
げ
た
後
、
そ
れ
ら
は
高
木
道
之
助
に
預
け
ら
れ
た
一
件

が
あ
り
、
同
様
の
手
続
き
で
対
応
し
た
こ
と
。

（
Ⅱ
の
回
答
）

　
　

・
高
島
家
は
父
四
郎
兵
衛
の
代
よ
り
荻
野
流
砲
術
師
範
で
あ
り
、
他
の
流

派
の
理
解
・
研
究
も
行
い
た
く
、
外
国
の
砲
術
や
防
御
に
関
し
て
理
解

を
深
め
よ
う
と
し
た
が
、
翻
訳
書
等
で
は
理
解
し
が
た
く
、
丁
度
私
が

出
島
出
役
を
命
じ
ら
れ
て
い
た
関
係
で
オ
ラ
ン
ダ
人
の
都
合
の
良
い
時

に
呼
び
出
し
、阿
蘭
陀
通
詞
を
介
し
て
西
洋
向
き
砲
術
の
知
識
理
解（
訳

合
）
と
技
術
習
得
（
業
合
）
に
取
り
組
み
、
そ
の
際
、
商
館
長
部
屋
に

砲
術
心
得
の
オ
ラ
ン
ダ
人
を
呼
び
出
し
て
、
出
島
乙
名
、
組
頭
、
通
詞
、

目
付
等
が
立
会
っ
て
実
施
。
出
島
出
役
の
際
は
特
に
長
崎
奉
行
所
に
届

け
出
る
こ
と
は
な
く
、
業
務
の
傍
ら
昼
休
み
を
活
用
し
て
対
応
。

　
　

・
長
崎
鉄
砲
方
の
高
木
道
之
助
の
場
合
は
、
砲
術
問
合
せ
の
た
め
に
出
島

に
出
向
く
際
に
は
奉
行
所
に
願
い
出
て
、
許
可
を
得
て
行
っ
た
こ
と
。

　
　

・
小
筒
に
つ
い
て
は
オ
ラ
ン
ダ
船
が
舶
載
し
て
出
島
で
検
査
が
行
わ
れ
て

い
る
う
ち
に
操
作
や
備
組
等
の
調
練
を
演
じ
て
も
ら
い
見
学
し
た
こ
と
。

　
　

・
右
の
よ
う
な
手
続
き
で
砲
術
問
合
せ
を
行
っ
て
き
た
が
、
オ
ラ
ン
ダ
人

一
人
に
問
い
合
わ
せ
る
の
で
は
な
く
、
オ
ラ
ン
ダ
船
が
入
港
し
た
時
に

砲
術
に
詳
し
い
者
が
い
れ
ば
そ
の
都
度
問
合
せ
て
伝
授
を
受
け
、
ま
た

私
の
考
え
も
加
え
て
門
人
等
へ
の
伝
達
も
行
っ
て
き
た
の
で
、
そ
の
都

度
対
応
し
た
た
め
、
在
勤
の
長
崎
奉
行
が
ど
な
た
の
時
か
な
ど
は
覚
え

て
い
な
い
こ
と
。

　
　

・
オ
ラ
ン
ダ
馬
具
に
つ
い
て
は
オ
ラ
ン
ダ
人
所
持
の
も
の
を
所
望
し
、
あ

る
い
は
誂
物
注
文
と
し
て
長
崎
奉
行
所
に
伺
い
済
み
の
上
で
入
手
の
事

― ―�



務
手
続
き
を
行
っ
た
こ
と
。

　
　

・
現
在
所
持
し
て
い
る
馬
具
は
天
保
八
年
戸
川
播
磨
守
在
勤
中
に
オ
ラ
ン

ダ
人
所
持
の
も
の
を
所
望
し
て
入
手
し
た
こ
と

（
Ⅲ
の
回
答
）

　
　

・
打
方
稽
古
や
門
人
取
り
立
て
に
つ
い
て
は
、
文
化
五
年
の
異
国
船
渡
来

（
フ
ェ
ー
ト
ン
号
事
件
―
筆
者
注
）
の
翌
年
に
石
河
若
狭
守
組
与
力
の

坂
本
孫
之
進
が
砲
術
御
用
と
し
て
長
崎
に
着
任
し
た
際
、
父
四
郎
兵
衛

が
荻
野
流
増
補
新
術
の
皆
伝
を
受
け
て
以
来
、
門
人
を
取
り
立
て
て
き

た
こ
と
。

　
　

・
文
化
八
年
に
長
崎
奉
行
曲
淵
甲
斐
守
が
江
戸
に
帰
る
際
に
坂
本
も
同
道

し
た
後
、
四
郎
兵
衛
が
大
小
石
火
矢
の
鋳
造
を
行
い
、
長
崎
の
諸
場
所

に
配
備
し
た
こ
と
。

　
　

・
文
化
五
年
の
異
国
船
渡
来
（
フ
ェ
ー
ト
ン
号
事
件
―
筆
者
注
）
の
時
、

長
崎
奉
行
の
松
平
図
書
頭
は
四
郎
兵
衛
に
出
島
警
固
の
強
化
を
命
じ
、

そ
れ
以
来
出
島
を
担
当
す
る
こ
と
に
な
り
、
三
百
目
と
百
目
の
大
砲
を

配
備
し
、
文
化
八
年
に
は
五
百
目
玉
の
唐
金
筒
台
を
預
け
ら
れ
設
置
。

　
　

・
文
政
六
年
高
橋
越
前
守
在
勤
の
時
、
唐
人
屋
敷
前
台
場
も
四
郎
兵
衛
が

管
轄
。

　
　

・
近
隣
諸
藩
か
ら
の
入
門
は
許
可
し
、
執
心
の
者
に
は
奥
義
を
伝
授
し
て

き
た
こ
と
。

　
　

・
今
回
の
出
府
に
あ
た
り
入
門
志
願
の
者
も
あ
り
、
田
口
加
賀
守
在
勤
中

に
伺
っ
た
と
こ
ろ
、
志
願
者
の
名
前
書
を
作
成
し
て
届
け
出
を
行
う
よ

う
命
じ
ら
れ
た
こ
と

本
稿
で
は
、
右
の
「
幕
府
質
問
回
答
」
に
基
づ
き
、
特
に
Ⅰ
と
Ⅱ
に
関
し
て

文
政
年
間
か
ら
天
保
前
半
ま
で
の
期
間
に
注
目
し
、
秋
帆
の
動
向
に
つ
い
て
時

系
列
に
論
及
し
て
い
き
た
い
。

（
一
）
オ
ラ
ン
ダ
商
館
文
書
で
の
「
高
島
四
郎
太
夫
」
の
記
載
初
見

オ
ラ
ン
ダ
・
ハ
ー
グ
国
立
中
央
文
書
館
の
所
蔵
に
か
か
る
日
本
関
係
文
書
の

中
で
、
長
崎
出
島
の
オ
ラ
ン
ダ
商
館
の
記
録
に
高
島
秋
帆
の
名
前
が
登
場
す
る

の
は
、
商
館
長
ヤ
ン
・
コ
ッ
ク
・
ブ
ロ
ム
ホ
フ
（+BO�$PDL�#MPN

IP⒎�����ô
����

）
の
『
公
務
日
記
』
で
あ
る
。
こ
の
日
記
の
一
八
一
八
年
一
二
月
二
九
日

（
文
政
元
年
一
二
月
三
日
）
に
、「
糾
之
丞
と
名
乗
る
外
国
人
世
話
掛
の
高
島
四

郎
兵
衛
様
の
息
子
が
町
年
寄
に
任
命
さ
れ
、
そ
の
名
を
四
郎
太
夫
に
改
名
し

た�

」
と
あ
る
。
高
島
家
の
「
由
緒
書
」
に
は
、「
文
政
元
寅
年
九
月
朔
日

町

年
寄
見
習
被
仰
付

同
年
十
一
月
出
精
相
勤
候
ニ
付

諸
加
役
諸
出
役
共
本
役

同
様
相
勤
可
申
旨

御
手
当
銀
三
貫
目
宛
被
下
置
候
旨

長
崎
奉
行
筒
井
加
賀

守
申
渡�

」
と
あ
り
、
一
八
一
八
年
九
月
三
〇
日
に
町
年
寄
見
習
と
な
り
、
同
年

一
一
月
に
は
町
年
寄
と
同
等
の
本
役
勤
務
を
命
ぜ
ら
れ
、
役
料
三
貫
目
が
支
給

さ
れ
た
と
あ
り
、
オ
ラ
ン
ダ
商
館
長
へ
は
そ
の
こ
と
が
同
年
一
二
月
二
九
日
に

伝
え
ら
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ブ
ロ
ム
ホ
フ
の
日
記
に
は
、
日
本
側
の
記
録
に

は
残
さ
れ
て
い
な
い
内
容
が
見
ら
れ
、
町
年
寄
見
習
に
就
任
し
た
際
に
「
四
郎

太
夫
」
と
改
名
し
た
こ
と
、
そ
し
て
幼
名
の
「
糾
之
丞
」
は
「,

VJOBTJP

き

ゅ
う
の
じ
ょ
う
」
の
呼
称
で
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

ま
た
秋
帆
は
同
年
一
一
月
に
町
年
寄
と
同
等
の
本
役
出
仕
扱
い
と
な
り
、

一
八
一
九
年
作
成
の
「
一
八
二
〇
年
に
向
け
て
の
注
文
書
」
の
最
後
に
名
前
を

連
ね
て
い
る
。
こ
の
年
秋
帆
は
サ
フ
ラ
ン
や
袂
時
計
な
ど
六
品
目
を
注
文
し
て

お
り
、
こ
れ
が
前
掲
の
「
幕
府
質
問
回
答
」
に
あ
っ
た
オ
ラ
ン
ダ
商
館
へ
の
誂

物
注
文
の
最
初
と
い
え
る
（
次
頁
写
真
参
照
）。

次
に
、
ブ
ロ
ム
ホ
フ
は
、
一
八
二
〇
年
一
一
月
二
日
（
文
政
三
年
九
月
二
七

日
）
に
、
長
崎
地
役
人
に
よ
る
砲
術
演
練
が
田
上
合
戦
場
で
初
め
て
行
わ
れ
た

こ
と
を
日
記
に
書
き
留
め
て
い
る
。
こ
れ
は
、
文
化
年
間
の
長
崎
港
を
め
ぐ
る

ロ
シ
ア
使
節
レ
ザ
ノ
フ
の
来
航
や
イ
ギ
リ
ス
軍
艦
フ
ェ
ー
ト
ン
号
の
侵
入
に
よ
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る
対
外
的
事
件
を

契
機
に
、
長
崎
地

役
人
が
港
内
警
備

を
担
当
す
る
こ
と

に
な
り
、
警
備
の

必
要
性
か
ら
地
役

人
の
間
で
砲
術
の

修
業
・
研
究
が
盛

ん
と
な
り
、
毎
年

春
と
秋
に
長
崎
郊

外
の
田
上
合
戦
場
（
現
在
の
祝
捷
山
公
園
付
近
）
に
お
い
て
砲
術
演
練
が
幕
末

に
至
る
ま
で
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た�

。
ブ
ロ
ム
ホ
フ
は
こ
の
日
、「
両
奉
行

が
公
式
の
狩
猟
の
会
と
銘
打
っ
て
馬
に
乗
り
狩
り
装
束
で
、
前
と
後
に
か
な
り

大
人
数
の
銃
と
槍
や
多
く
の
小
型
手
動
カ
ノ
ン
砲
を
携
え
た
射
撃
手
た
ち
を
従

え
て
、
今
朝
一
一
時
頃
出
島
の
近
く
を
通
過
し
た
。（
中
略
）
そ
の
先
頭
に
は

彼
ら
の
指
揮
官
た
ち
や
、
さ
ら
に
自
分
の
腹
心
の
部
下
と
楯
持
ち
を
従
え
た
砲

術
長
や
、
町
年
寄
や
代
官
が
進
ん
だ
。（
中
略
）こ
の
整
然
た
る
特
別
行
事
と
堂
々

た
る
行
列
が
通
過
す
る
の
を
、
職
員
や
乗
組
員
た
ち
と
と
も
に
、
諸
色
売
込
人

（
コ
ン
プ
ラ
仲
間
の
家
）
た
ち
の
宿
舎
で
見
物
す
る
こ
と
が
私
に
許
さ
れ
た
。

こ
の
出
来
事
は
、
長
崎
で
は
こ
れ
ま
で
行
わ
れ
た
こ
と
の
な
い
も
の
で
あ
っ

た
。」
と
述
べ
て
い
る�

。
こ
の
時
の
地
役
人
の
行
列
は
、「
田
上
於
合
戦
場
被
為

試
兎
狩
候
御
行
列
」
と
題
さ
れ
た
史
料
が
現
存
し
て
い
る
こ
と
（
写
真
参
照�

）

か
ら
理
解
で
き
、
そ
れ
に
よ
る
と
「
高
嶋
四
郎
兵
衛
」
の
後
に
「
高
嶋
四
郎
太

夫
」
が
続
い
て
行
列
に
参
加
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
記

載
は
、
秋
帆
が
田
上
合
戦
場
で
の
第
一
回
の
長
崎
地
役
人
に
よ
る
砲
術
演
練
に

参
加
し
て
い
た
こ
と
を
伝
え
て
お
り
、
前
掲
の
「
幕
府
質
問
回
答
」
で
述
べ
て

い
る
よ
う
に
、
父
四
郎
兵

衛
の
代
に
荻
野
流
増
補
新

術
の
砲
術
師
範
と
な
っ
た

高
島
家
に
あ
っ
て
、
こ
の

時
点
で
す
で
に
秋
帆
が
砲

術
修
業
を
行
っ
て
い
た
こ

と
を
物
語
る
初
見
史
料
と

い
え
る
。
長
崎
地
役
人
に

よ
る
砲
術
演
練
は
、
ブ
ロ

ム
ホ
フ
が
一
八
二
三
年
四

月
二
九
日
（
文
政
六
年
三

月
一
九
日
）
の
『
公
務
日

記
』
に
、
出
島
の
前
で
、

長
崎
奉
行
を
先
頭
と
す
る

地
役
人
の
行
列
を
目
撃

し
、
そ
の
順
番
を
詳
細
に

記
録
し
て
い
る�

。
同
日
の

行
列
は
、
出
島
在
留
の
ヨ

ハ
ン
・
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
・

フ
ァ
ン
・
オ
ー
フ
ル
メ
ー

ル
・
フ
ィ
ッ
セ
ル
（+PIBO�'SFEFSJL�WBO�0

WFSN
FFS�'JTTDIFS�����ô

����

）
も
自
著
の
中
で
紹
介
し
て
お
り
、
勇
壮
な
行
列
を
「
軍
事
的
な
査
閲
」

と
評
価
し
て
お
り
、
興
味
深
い
記
録
を
残
し
て
い
るø÷

。
こ
の
こ
と
は
長
崎
地
役

人
の
間
で
の
港
湾
警
備
に
か
か
る
砲
術
演
練
が
長
崎
奉
行
陪
観
に
よ
る
大
規
模

な
軍
事
演
習
と
し
て
、
当
時
の
オ
ラ
ン
ダ
商
館
員
を
も
驚
か
せ
る
も
の
と
な
っ

て
い
る
。
当
時
の
長
崎
の
記
録
に
よ
れ
ば
、「
長
崎
志
續
編
」
巻
一
二
の
文
政
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三
年
九
月
「
廿
七
日

田
上
於
テ
兎
狩

両
御
奉
行
出
馬
ア
リ
テ
炮
術
備
打
等

有
之
」
と
あ
り
、
ま
た
長
崎
聖
堂
の
「
向
井
閑
斎
日
乗
」
の
文
政
六
年
三
月

一
九
日
の
条
に
も
「
奉
行
氏
是
日
講
武
于
田
上
合
戦
場

朝
至
冢
田
多
十
郎
観

其
行
陣
」
と
記
載
が
見
え
、
注
目
さ
れ
て
い
た
様
子
が
窺
え
る
。
秋
帆
を
め
ぐ

る
砲
術
に
関
す
る
長
崎
の
軍
事
的
背
景
を
理
解
す
る
上
で
、
毎
年
春
と
秋
の
田

上
合
戦
場
の
砲
術
演
練
は
看
過
で
き
な
い
出
来
事
で
あ
り
、
こ
の
定
期
的
演
練

の
機
会
を
利
用
し
て
、
秋
帆
は
高
島
流
砲
術
の
創
設
に
向
け
て
天
保
年
間
に
試

射
や
銃
隊
調
練
な
ど
の
場
と
し
て
お
り
、
そ
の
こ
と
は
田
原
藩
士
の
村
上
定
平

（
長
崎
で
秋
帆
直
伝
）
に
よ
る
『
西
洋
流
奥
儀
大
鑑
』
の
記
録
等
か
ら
も
明
ら

か
で
あ
るøø

。

（
二
）
高
島
秋
帆
の
花
火
の
打
ち
揚
げ
と
商
館
長
ド
ゥ
・
ス
テ
ュ
ル
レ
ル
と
の

懇
談

ブ
ロ
ム
ホ
フ
の
日
記
に
は
、
こ
の
後
、
一
八
二
三
年
八
月
三
日
（
文
政
六
年

六
月
二
七
日
）
に
、「
夕
刻
、
会
所
調
役
四
郎
兵
衛
の
息
子
に
よ
っ
て
、
対
岸

す
な
わ
ち
湾
の
西
側
に
あ
る
稲
佐
で
花
火
が
打
ち
揚
げ
ら
れ
た
。
遠
く
離
れ
て

い
る
た
め
そ
れ
に
つ
い
て
判
断
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
様
々
な
種
類
の
花

火
が
次
第
に
上
手
く
火
の
箭
を
吹
き
出
し
、
そ
の
箭
は
か
な
り
高
く
上
昇
し
て
、

一
つ
、
二
つ
か
ら
九
つ
ま
で
の
、
次
第
に
輝
き
を
増
す
火
の
玉
を
放
出
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
湾
内
は
多
く
の
小
舟
で
賑
わ
い
、
小
舟
の
群
れ
が
夜
遅
く
ま
で

そ
の
楽
し
み
を
続
け
て
い
た
。」
と
あ
り
、
ブ
ロ
ム
ホ
フ
の
表
記
す
る
「
四
郎
兵

衛
の
息
子
」
は
四
郎
太
夫
こ
と
秋
帆
を
意
味
し
て
い
る
の
で
、
秋
帆
に
よ
る
花

火
の
打
ち
揚
げ
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
るøù

。
砲
術
家
に
と
っ
て
花
火
は
狼
煙
か
ら

発
展
し
、
軍
事
的
に
は
通
信
用
や
照
明
用
と
し
て
工
夫
が
な
さ
れ
た
。
ま
た
一

方
で
、
邪
気
を
祓
い
、
疫
病
退
散
・
無
病
息
災
を
祈
願
し
て
花
火
を
揚
げ
る
花

火
師
と
い
っ
た
職
人
（
玉
屋
や
鍵
屋
な
ど
）
が
現
れ
、江
戸
時
代
中
期
以
降
人
々

の
夏
の
風
物
詩
な
ど
と
し
て
年
中
行
事
化
し
て
い
っ
た
が
、
一
八
世
紀
後
半
の

ロ
シ
ア
船
へ
の
警
戒
以
降
砲
術
へ
の
関
心
が
高
ま
る
中
で
、
砲
術
家
も
安
永
年

間
の
狼
煙
稽
古
に
始
ま
り
寛
政
年
間
以
降
松
平
定
信
の
武
術
稽
古
奨
励
の
一
環

と
し
て
昼
夜
火
術
合
（
相
）

図
等
と
称
す
る
狼
煙
稽
古
が

行
わ
れ
、特
に
一
七
九
一（
寛

政
三
）
年
八
月
の
荻
野
六
兵

衛
に
よ
る
浜
御
殿
で
の
火
術

稽
古
上
覧
を
機
に
盛
ん
と
な

り
、
享
和
元
年
以
降
は
江
戸

佃
島
沖
で
の
火
術
稽
古
と
し

て
幕
臣
の
間
で
幕
府
届
け
出

に
よ
り
実
施
さ
れ
たøú

。
初
代

長
崎
鉄
砲
方
に
就
任
し
、
長

崎
で
の
荻
野
流
増
補
新
術
の

砲
術
師
範
（
坂
本
孫
之
進
俊

現
よ
り
皆
伝
）
で
あ
っ
た
高

木
道
之
助
は
、一
八
二
一（
文

政
四
）
年
八
月
に
参
府
拝
謁

の
際
に
佃
島
沖
で
火
術
を
上

覧
し
て
昼
二
七
発
・
夜
一
七

発
の
合
図
打
ち
を
行
い
、
ま

た
二
代
目
内
蔵
丞
忠
升
も

一
八
三
〇
（
文
政
一
三
）
年

八
月
に
佃
島
沖
で
昼
二
七

発
・
夜
一
八
発
の
合
図
打
ち

― ―�



を
行
っ
て
い
るøû

。
秋
帆

に
よ
る
花
火
も
、
狼
煙

稽
古
と
し
て
火
術
訓
練

の
一
環
で
あ
っ
た
と
考

え
ら
れ
、
高
島
家
も
四

郎
兵
衛
茂
紀
の
代
に
高

木
道
之
助
と
同
様
に
坂

本
よ
り
皆
伝
を
受
け
て

荻
野
流
増
補
新
術
の
砲

術
師
範
と
な
っ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
荻
野
流
の

得
意
と
し
た
狼
煙
の
火

術
伝
授
に
基
づ
く
も
の

で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

実
際
、
高
島
家
の
花
火

（
火
術
）
に
関
す
る
史

料
は
現
存
し
て
お
り
、

三
四
～
五
二
種
類
（
前

頁
の
写
真
に
あ
る
『
西

洋
流
奥
儀
大
鑑
』
収
載

の
「
諸
火
薬
法
」
及
び

昼
相
図
「
火
雷
鳴
」、
夜

相
図
「
黄
烟
柳
」「
三

光
星
」
を
参
照
）
の
合

図
狼
煙
を
揚
げ
て
い
た

こ
と
が
わ
か
るøü

（
本
頁

の
写
真
）。
ブ
ロ
ム
ホ
フ
の
記
録
は
そ
の
実
演
を
知
ら
せ
る
も
の
で
あ
る
が
、

秋
帆
が
同
年
夏
に
稲
佐
に
お
い
て
花
火
を
揚
げ
た
の
は
単
な
る
狼
煙
稽
古
だ
け

で
は
な
い
。
そ
れ
は
、
一
八
二
二
（
文
政
五
）
年
の
オ
ラ
ン
ダ
船
入
港
以
来
長

崎
市
中
か
ら
ほ
ぼ
全
国
に
蔓
延
し
た
と
さ
れ
る
感
染
症
の
コ
レ
ラ
が
背
景
に
あ

りøý

、
ま
さ
に
疫
病
退
散
を
祈
願
し
た
花
火
の
打
ち
揚
げ
で
も
あ
っ
た
。

火
薬
類
を
使
用
し
た
「
爆
薬
」
と
「
花
火
」
は
、
砲
術
家
と
花
火
師
に
と
っ

て
は
「
軍
需
」
と
「
民
需
」
の
違
い
が
あ
る
も
の
の
、
人
類
に
と
っ
て
は
使
用

方
法
に
よ
っ
て
「
諸
刃
の
剣
」
で
あ
り
、
秋
帆
の
「
花
火
」
の
打
ち
揚
げ
は
そ

う
し
た
火
薬
の
用
い
方
を
考
え
さ
せ
る
取
組
で
も
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

一
八
二
三
（
文
政
六
）
年
長
崎
出
島
の
商
館
長
は
、
ブ
ロ
ム
ホ
フ
に
代
わ
っ

て
ド
ゥ
・
ス
テ
ュ
ル
レ
ル
が
、「
日
本
に
お
け
る
博
物
学
調
査
を
任
務
と
す
る

外
科
医
少
佐
」
の
シ
ー
ボ
ル
ト
（1IJMJQQ�'SBO[�WPO�4JFCPME�����ô����

）

と
と
も
に
来
日
し
て
着
任
し
た
。
こ
こ
か
ら
は
ド
ゥ
・
ス
テ
ュ
ル
レ
ル
の
『
公

務
日
記
』
等
を
中
心
に
、
秋
帆
の
動
き
を
追
っ
て
み
た
い
。

ド
ゥ
・
ス
テ
ュ
ル
レ
ル
が
記
録
を
残
す
秋
帆
と
の
出
会
い
は
、
一
八
二
四
年

五
月
一
八
日
（
文
政
七
年
四
月
二
〇
日
）
の
『
公
務
日
記
』
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。

　
　

町
年
寄
見
習
の
高
島
四
郎
太
夫
の
訪
問

　
　
　

今
日
は
町
年
寄
の
高
島
四
郎
兵
衛
の
息
子
で
あ
る
町
年
寄
見
習
の
高
島

四
郎
太
夫
の
訪
問
を
受
け
、（
出
島
の
）
庭
園
を
観
覧
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
彼
は
出
島
付
き
の
医
師
に
相
談
す
る
た
め
に
来
訪
し
た
が
、
医
師

が
病
気
で
あ
る
た
め
に
診
察
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
状
況
と
な
り
ま

し
た
。

　
　
　

そ
こ
で
、
町
年
寄
見
習
は
私
の
と
こ
ろ
に
訪
ね
て
来
た
の
で
、
私
た
ち

は
一
緒
に
庭
園
を
散
策
し
ま
し
た
。
そ
の
あ
と
、
私
の
申
し
出
に
従
い
、

私
の
部
屋
に
彼
を
非
公
式
に
連
れ
て
行
き
ま
し
た
。
彼
は
私
の
部
屋
に
二

時
間
以
上
滞
在
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
彼
は
、
い
く
つ
か
の
素
晴
ら
し
い
ヨ

― ―�



ー
ロ
ッ
パ
製
の
調
度
品
の
中
に
ひ
た
っ
て
過
ご
し
ま
し
た
。
彼
は
丁
寧
な

応
接
に
対
し
て
何
度
も
感
謝
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。
ま
た
彼
は
今
後
訪

問
を
繰
り
返
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
私
に
依
頼
し
た
後
に
よ
う
や
く
退

席
さ
れ
ま
し
た
。
私
は
彼
の
申
し
出
を
受
け
と
め
て
か
ら
、
我
々
は
お
互

い
に
別
れ
を
告
げ
ま
し
たøþ

。

こ
の
日
秋
帆
は
、
シ
ー
ボ
ル
ト
に
会
う
た
め
に
出
島
を
訪
れ
た
も
の
の
病
気

で
会
え
な
か
っ
た
た
め
、
商
館
長
の
ド
ゥ
・
ス
テ
ュ
ル
レ
ル
が
応
接
し
て
商
館

長
部
屋
に
招
待
し
二
時
間
以
上
に
わ
た
っ
て
滞
在
し
た
と
あ
り
、
ま
た
帰
り
際

に
は
今
後
訪
問
を
繰
り
返
す
こ
と
を
商
館
長
に
依
頼
し
て
い
る
。
こ
の
時
、
秋

帆
が
ド
ゥ
・
ス
テ
ュ
ル
レ
ル
と
ど
の
よ
う
な
話
題
で
歓
談
し
た
の
か
は
残
念
な

が
ら
不
明
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
日
以
降
秋
帆
の
再
訪
が
あ
っ
た
の
か
ど
う
か

調
べ
た
と
こ
ろ
、『
公
務
日
記
』
に
は
こ
の
日
以
外
に
秋
帆
と
の
関
係
を
記
す

内
容
は
散
見
さ
れ
な
い
の
で
あ
る
。

（
三
）
オ
ラ
ン
ダ
商
館
へ
の
大
型
武
器
類
の
注
文
の
動
き
と
そ
の
背
景

こ
こ
で
は
、
長
崎
地
役
人
に
よ
る
大
型
武
器
類
の
オ
ラ
ン
ダ
商
館
へ
の
注
文

と
入
手
に
つ
い
て
注
目
し
て
い
き
た
い
。

秋
帆
が
前
掲
の
「
幕
府
質
問
回
答
」
で
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
オ
ラ
ン
ダ

商
館
に
対
し
て
大
型
武
器
類
の
注
文
・
輸
入
に
関
し
て
先
例
と
な
っ
た
の
は
長

崎
鉄
砲
方
の
高
木
道
之
助
に
よ
る
誂
物
注
文
に
よ
っ
て
二
門
の
大
砲
を
入
手
し

た
こ
と
で
あ
る
。
ド
ゥ
・
ス
テ
ュ
ル
レ
ル
の
『
公
務
日
記
』
の
一
八
二
四
年
八

月
三
日
（
文
政
七
年
七
月
九
日
）
に
は
次
の
よ
う
に
見
え
る
。

　
　
　

大
通
詞
の
馬
場
為
八
郎
が
私
の
と
こ
ろ
に
来
て
、
次
の
よ
う
に
語
っ
た
。

長
崎
奉
行
に
二
門
の
大
砲
が
将
軍
用
の
御
用
御
誂
と
勘
違
い
し
て
荷
下
ろ

し
が
な
さ
れ
た
こ
と
を
報
告
し
た
。
実
際
、
こ
れ
は
一
八
二
二
年
に
長
崎

鉄
砲
方
（
高
木
道
之
助
―
筆
者
注
）
に
よ
っ
て
注
文
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ

た
と
知
ら
せ
た
、
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
奉
行
は
そ
れ
に
つ
い
て
将
軍
の

命
令
が
自
分
の
と
こ
ろ
に
来
る
ま
で
、
そ
れ
ら
大
砲
を
献
上
品
の
送
り
状

の
報
告
と
し
て
掲
載
せ
ず
、
取
り
分
け
て
残
す
よ
う
に
託
さ
れ
、
私
に
指

示
さ
せ
た
（
後
略øÿ

）。

実
際
に
は
、高
木
道
之
助
は
、一
八
一
八
（
文
政
元
）
年
か
ら
一
八
二
一
（
文

政
四
）
年
ま
で
実
兄
で
長
崎
代
官
を
務
め
る
高
木
作
右
衛
門
忠
任
に
次
の
大
砲

の
注
文
協
力
を
得
て
、
毎
年
繰
り
返
し
誂
物
注
文
を
行
い
、
ま
た
一
八
二
二
（
文

政
五
）
年
か
ら
は
長
崎
鉄
砲
方
に
就
任
し
た
こ
と
で
、
自
ら
の
名
義
で
オ
ラ
ン

ダ
商
館
へ
の
誂
物
注
文
を
許
さ
れ
、継
続
的
な
注
文
を
維
持
し
た
（
写
真
参
照øĀ

）。
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（
二
門
：
約
二
ポ
ン
ド
ま
た
は
三
ポ
ン
ド
の
金
属
製
カ
ノ
ン
砲
。
三
〇
ド

イ
ム
か
ら
五
〇
な
い
し
六
〇
ド
イ
ム
の
口
径
で
、
陸
用
砲
車
に
備
え
ら
れ

て
い
る
も
のù÷

。）

オ
ラ
ン
ダ
船
が

舶
載
し
た
当
初
、

商
館
側
は
「
御
用

御
誂
」
と
誤
っ
た

認
識
で
貿
易
事
務

を
進
め
た
こ
と

で
、
長
崎
奉
行
所

と
オ
ラ
ン
ダ
商
館

と
の
間
で
の
折
衝

が
翌
年
ま
で
続
い

た
こ
と
が
理
解
で

― ―��



き
た
。
二
門
の
大
砲
は
、
荷
下
ろ
し
と
受
取
事
務
の
手
続
き
に
時
間
を
要
し
、

同
年
八
月
七
日
（
七
月
一
三
日
）
に
出
島
に
荷
下
ろ
し
さ
れ
、
事
務
処
理
は
未

決
の
状
態
の
ま
ま
年
を
越
し
、
翌
一
八
二
五
年
五
月
二
三
日
（
文
政
八
年
四
月

六
日
）
に
は
「
大
砲
を
点
検
し
た
と
こ
ろ
い
く
ら
か
錆
が
付
着
し
て
い
た
」
た

め
商
館
長
は
そ
の
清
掃
を
命
じ
て
い
るùø

。
大
砲
は
、
同
年
六
月
二
六
日
（
五
月

一
一
日
）
に
「
将
軍
の
た
め
に
予
定
さ
れ
て
い
た
二
門
の
大
砲
を
、
長
崎
で
役

立
て
使
用
す
る
目
的
で
、
同
地
の
長
崎
会
所
に
引
き
渡
す
翻
訳
命
令
」
を
商
館

長
が
受
け
取
り
、
こ
れ
に
よ
り
漸
く
約
一
年
を
経
過
し
て
六
月
三
〇
日
（
五
月

一
五
日
）
に
「
大
砲
が
付
属
品
と
と
も
に
引
き
渡
さ
れ
」、
そ
し
て
一
二
月
五

日
（
一
〇
月
二
六
日
）
に
は
商
館
長
に
対
し
て
「
二
門
の
金
属
製
の
三
ポ
ン
ド
・

カ
ノ
ン
砲
に
対
す
る
将
軍
か
ら
の
返
礼
と
し
て
、
様
々
な
色
彩
の
細
い
絹
織
物

五
〇
反
を
受
け
取
っ
た
」
と
、
ド
ゥ
・
ス
テ
ュ
ル
レ
ル
は
『
公
務
日
記
』
に
綴

っ
て
い
るùù

。
こ
れ
が
先
例
と
な
り
、
秋
帆
は
一
八
二
五
（
文
政
八
）
年
に
「
来

る
一
八
二
六
年
に
向
け
た
将
軍
の
た
め
の
注
文
書
」
に
、
次
の
大
型
武
器
類
を

初
め
て
注
文
し
た
（
写
真
参
照
）。
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（
最
新
照
準
器
を
備
え
た
、
一
六
ポ
ン
ド
破
裂
弾
を
発
射
で
き
る
モ
ル
テ

ィ
ー
ル
砲
一
門

中
空
の
ボ
ン
ベ
ン
（
破
裂
弾
）
一
〇
個ùú

）

秋
帆
は
、
高
島
流
の
主
砲
の
一
つ
と
な
る
モ
ル
テ
ィ
ー
ル
砲
を
、
高
木
道
之

助
が
大
砲
入
手
し
た
同
年
に
発
注
し
た
こ
と
に
な
る
。
こ
の
注
文
は
そ
の
後
毎

年
継
続
し
て
行
な
わ
れ
、
日
本
に
舶
載
さ
れ
た
の
は
七
年
後
の
一
八
三
二
（
天

保
三
）
年
入
港
オ
ラ
ン
ダ
商
船
ヤ
パ
ン
号
（
船
長
ロ
ス1��$��EF�3PUI

）
に
よ

っ
て
齎
さ
れ
た
。
こ
の
時
舶
載
さ
れ
た
誂
物
一
六
ポ
ン
ド
・
モ
ル
テ
ィ
ー
ル
砲

一
門
（
付
属
品
と
し
て
破
裂
弾
一
〇
発
、
車
台
一
、
銅
製
四
分
儀
一
）
は
、
合

計
六
五
五
・
八

八
七
五
カ
ン
バ

ン
テ
ー
ル
（
代

六
貫
五
百
五
拾

八
匁
八
分
七
厘

五
毛
）
の
バ
タ

フ
ィ
ア
仕
入
値

で
販
売
さ
れ

たùû

。
こ
の
こ
と

は
す
で
に
石
田

千
尋
の
研
究
に
詳
し
い
の
で
そ
ち
ら
を
参
照
さ
れ
た
いùü

。

こ
の
秋
帆
に
よ
る
モ
ル
テ
ィ
ー
ル
砲
の
注
文
と
入
手
の
実
態
か
ら
考
え
る
と
、

一
八
二
五
（
文
政
八
）
年
ま
で
に
西
洋
軍
事
技
術
に
関
し
て
ど
れ
く
ら
い
の
レ

ベ
ル
の
知
識
と
技
術
を
マ
ス
タ
ー
し
て
い
た
の
か
が
問
わ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

ま
た
時
期
的
な
面
か
ら
、
何
故
こ
の
年
に
秋
帆
は
モ
ル
テ
ィ
ー
ル
砲
を
オ
ラ
ン

ダ
に
注
文
し
た
の
か
考
察
を
要
す
る
。
前
者
に
つ
い
て
は
、
こ
の
時
期
、
冒
頭

で
も
指
摘
し
た
と
お
り
、
商
館
長
は
陸
軍
砲
兵
大
佐
の
軍
歴
を
有
す
る
ド
ゥ
・

ス
テ
ュ
ル
レ
ル
で
あ
り
、
有
馬
成
甫
が
注
目
し
て
以
来
、
秋
帆
が
修
業
を
受
け

た
人
物
と
し
て
注
目
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ま
で
紹
介
し
て
き

た
ド
ゥ
・
ス
テ
ュ
ル
レ
ル
の
『
公
務
日
記
』
を
は
じ
め
、
翌
一
八
二
六
（
文
政
九
）

年
に
新
任
の
商
館
長
ヘ
ル
マ
イ
ン
・
フ
ェ
リ
ッ
ク
ス
・
メ
イ
ラ
ン
（(FSN

BJO�
'FMJY�.

FJKMBO�����ô����

）
に
交
代
す
る
ま
で
の
『
公
務
日
記
』
を
含
む
他

の
オ
ラ
ン
ダ
商
館
の
文
書
群
を
調
査
し
て
も
、
秋
帆
と
の
軍
事
的
交
流
や
応
接

に
関
す
る
記
録
は
確
認
で
き
な
い
。
そ
う
な
る
と
、
同
時
期
に
オ
ラ
ン
ダ
商
館

に
駐
在
し
て
い
た
他
の
商
館
員
の
可
能
性
を
探
索
す
る
必
要
が
あ
る
。
か
つ
て

銃
砲
史
研
究
家
の
所
荘
吉
は
、
所
蔵
す
る
高
島
流
の
三
巻
三
冊
本
の
伝
書
に
つ

― ―��



い
て
筆
者
に
調
査
を
依
頼
し
た
。
筆
者
は
一
巻
目
の
一
丁
袋
綴
じ
部
分
に
「
西

洋
シ
イ
ホ
ル
よ
り
高
嶋
先
生
江
相
傳
・
・
・
」（
写
真
参
照
）
と
あ
る
高
島
流
砲

術
の
起
請
文
下
書
き
を
発
見
し
た
。
こ
の
伝
書
は
豊
後
の
佐
伯
藩
砲
術
家
の
野

村
家
旧
蔵
の
も
の
で
あ
り
、残
念
な
が
ら
現
在
こ
の
伝
書
は
不
明
で
は
あ
る
が
、

起
請
文
下
書
き
は
、
所
荘
吉
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
所
蔵
す
る
板
橋
区
立
郷
土
資
料

館
に
あ
る
庄
司
郡
平
『
火
薬
秘
書
』
に
挿
入
さ
れ
て
現
存
し
て
い
る
。
こ
れ
は

高
島
流
砲
術
の
形
成
過
程
に
シ
ー
ボ
ル
ト
が
か
か
わ
っ
て
い
た
こ
と
を
示
す
史

料
で
あ
り
、
こ
れ
以
外
に
も
シ
ー
ボ
ル
ト
と
の
関
係
を
示
す
史
料
と
し
て
、
前

述
の
田
原
藩
士
村
上
定

平
の
も
と
で
学
ん
だ
上

田
藩
士
八
木
剛
助
の
備

忘
録
「
田
原
記
聞
」（
上

田
市
立
博
物
館
所
蔵
）

の
中
で
、
村
上
が
秋
帆

の
談
と
し
て
シ
ー
ボ
ル

ト
の
事
蹟
を
紹
介
し
て

い
る
こ
と
、
ま
た
土
佐

藩
の
西
洋
砲
術
家
で
あ

る
田
所
左
右
次
が
秋
帆

よ
り
シ
ー
ボ
ル
ト
か
ら

直
接
聞
い
た
砲
術
の
話

（
寺
石
正
路
『
南
国
遺

事
』（
聚
景
園
武
内
書

店
、
一
九
一
六
年
）

三
三
〇
頁
）
が
あ
る
。

秋
帆
が
田
所
に
話
し
た

こ
と
は
、
石
垣
城
壁
が
如
何
に
堅
牢
で
あ
ろ
う
と
も
西
洋
で
用
い
る
破
裂
弾

（
ボ
ム
弾
）
や
拓
榴
弾
を
使
用
す
れ
ば
容
易
に
攻
撃
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
あ

り
、
こ
の
こ
と
は
一
八
二
六
（
文
政
九
）
年
頃
の
出
来
事
と
推
察
さ
れ
る
。
シ

ー
ボ
ル
ト
は
自
著
『
日
本
』（〝/

*110
/

〟）
の
中
で
も
日
本
の
兵
学
・
武
器

等
に
関
し
て
詳
し
い
考
察
を
残
し
て
お
り
、
来
日
前
の
バ
タ
フ
ィ
ア
で
は
ウ
ェ

ル
テ
フ
レ
ー
デ
ン
（8

FMUFWSFEFO

）
の
第
五
砲
兵
連
隊
所
属
の
外
科
医
少
佐

で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
砲
術
の
基
礎
的
知
識
は
習
得
し
て
い
た
も
の
と
考
え
ら

れ
る
。
こ
の
起
請
文
下
書
き
の
存
在
に
よ
っ
て
、
八
木
や
田
所
の
記
録
が
一
層

重
視
さ
れ
る
と
こ
ろ
と
な
り
、
砲
術
教
授
を
め
ぐ
る
シ
ー
ボ
ル
ト
と
秋
帆
と
の

関
係
の
深
さ
が
明
ら
か
に
な
っ
た
と
い
え
る
。

次
に
、
時
期
的
な
面
か
ら
、
何
故
こ
の
年
に
秋
帆
は
モ
ル
テ
ィ
ー
ル
砲
を
オ

ラ
ン
ダ
に
注
文
し
た
の
か
を
考
え
て
み
た
い
。
秋
帆
に
と
っ
て
高
木
道
之
助
が

二
門
の
大
砲
を
入
手
し
た
こ
と
が
大
き
く
影
響
し
て
い
る
も
の
と
推
察
で
き
る

が
、
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
と
筆
者
は
考
え
る
。
ド
ゥ
・
ス
テ
ュ
ル
レ
ル
の
『
公

務
日
記
』
を
見
る
と
、
一
八
二
五
年
つ
ま
り
文
政
八
年
二
月
に
幕
府
が
異
国
船

打
払
令
を
発
令
し
て
い
る
こ
と
は
考
察
上
重
要
で
あ
り
、
同
年
八
月
四
日
（
六

月
二
〇
日
）
に
「
江
戸
の
幕
府
か
ら
長
崎
奉
行
の
高
橋
越
前
守
重
賢
を
通
じ
て
、

商
館
長
へ
与
え
ら
れ
た
翻
訳
命
令
書
を
受
け
取
っ
たùý

」
と
オ
ラ
ン
ダ
商
館
長
は

記
録
し
て
い
る
。
こ
の
命
令
で
は
「
オ
ラ
ン
ダ
船
は
当
地
以
外
の
日
本
の
沿
岸

に
漂
着
す
る
か
も
し
れ
な
い
の
で
、
他
の
国
々
の
船
と
見
な
さ
れ
な
い
よ
う
注

意
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
そ
の
よ
う
な
外
国
船
は
、
将
来
再
び
日
本

の
沿
岸
周
辺
に
現
れ
る
か
も
し
れ
な
い
の
で
、
厳
し
く
取
り
扱
わ
れ
る
命
令
が
、

全
沿
岸
に
発
せ
ら
れ
た
か
ら
で
あ
る
」
と
あ
っ
たùþ

。
こ
の
時
幕
府
か
ら
は
「
な

ぜ
イ
ギ
リ
ス
船
が
数
年
来
し
ば
し
ば
日
本
の
海
岸
で
乱
暴
を
は
た
ら
く
の
か
」

に
関
し
て
、
商
館
長
に
意
見
を
求
め
て
お
り
、
ド
ゥ
・
ス
テ
ュ
ル
レ
ル
は
八
月

一
二
日
に
は
異
国
船
の
来
航
し
た
船
の
こ
と
を
調
査
し
て
報
告
す
る
と
対
応
し

― ―��



て
い
るùÿ

。
長
崎
奉
行
は
九
月
六
日
に
も
「
イ
ギ
リ
ス
人
や
他
の
外
国
船
が
日
本

の
沿
岸
を
侵
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
理
由
」
に
対
す
る
意
見
を
商
館
長
に
催
促

し
て
い
るùĀ

。
異
国
船
打
払
令
に
関
す
る
幕
府
と
オ
ラ
ン
ダ
商
館
長
と
の
質
疑
応

答
に
関
し
て
は
そ
の
後
意
見
を
交
わ
し
て
お
り
、
一
〇
月
二
九
日
に
は
商
館
長

側
か
ら
日
本
に
来
航
す
る
オ
ラ
ン
ダ
船
が
他
の
外
国
船
と
間
違
え
ら
れ
な
い
よ

う
、
秘
密
信
号
旗
の
活
用
を
幕
府
か
ら
長
崎
奉
行
を
介
し
て
書
面
伝
達
さ
れ
、

バ
タ
フ
ィ
ア
の
東
イ
ン
ド
政
庁
に
信
号
旗
に
つ
い
て
連
絡
す
る
よ
う
命
令
を
受

け
て
い
る
（
フ
ェ
ー
ト
ン
号
事
件
後
に
日
蘭
間
で
採
択
さ
れ
た
秘
密
信
号
旗
活

用
の
復
活
で
あ
るú÷

）。
ド
ゥ
・
ス
テ
ュ
ル
レ
ル
は
こ
の
幕
府
の
対
応
を
真
摯
に

受
け
と
め
る
と
と
も
に
、「
日
本
の
全
海
岸
で
、
オ
ラ
ン
ダ
船
が
信
号
旗
を
備

え
て
い
な
い
と
、
外
国
船
と
し
て
扱
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
場
合
打
払
う

よ
う
将
軍
の
命
令
が
発
令
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
理
由
で
あ
る
」
と
明
確
に
異
国

船
打
払
令
に
対
し
て
認
識
を
し
て
い
たúø

。
因
み
に
、
ド
ゥ
・
ス
テ
ュ
ル
レ
ル
は

翌
年
の
オ
ラ
ン
ダ
商
館
長
江
戸
参
府
に
赴
き
、
江
戸
滞
在
中
に
幕
府
天
文
方
兼

書
物
奉
行
の
高
橋
作
左
衛
門
景
保
と
の
長
崎
屋
で
の
対
談
に
よ
り
、
高
橋
が
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
情
勢
や
ナ
ポ
レ
オ
ン
戦
争
等
に
つ
い
て
質
問
し
た
の
に
対
し
て
詳
し

く
回
答
し
て
い
る
。
高
橋
は
そ
の
回
答
を
も
と
に
「
丙
戌
異
聞
」
等
を
ま
と
め

て
お
り
、
前
年
の
異
国
船
打
払
令
の
発
出
に
連
動
し
た
捉
え
を
ド
ゥ
・
ス
テ
ュ

ル
レ
ル
が
こ
の
時
理
解
し
た
も
の
と
思
わ
れ
るúù

。
異
国
船
打
払
令
を
め
ぐ
る
幕

府
と
オ
ラ
ン
ダ
商
館
長
と
の
間
の
対
応
に
つ
い
て
は
改
め
て
別
稿
で
論
じ
る
予

定
で
あ
る
。
こ
こ
で
重
要
な
の
は
異
国
船
の
対
策
法
令
を
背
景
に
、
秋
帆
が
モ

ル
テ
ィ
ー
ル
砲
等
の
洋
式
の
大
型
武
器
類
を
、
長
崎
警
備
の
軍
事
力
強
化
と
と

も
に
、
全
国
的
に
展
開
す
る
海
防
政
策
を
も
意
識
し
て
発
注
し
た
の
で
は
な
い

か
と
考
え
る
も
の
で
あ
る
。
後
年
、
秋
帆
は
唐
船
や
オ
ラ
ン
ダ
船
に
よ
る
風
説

書
等
を
通
じ
て
ア
ヘ
ン
戦
争
情
報
に
接
し
、
一
八
四
〇
（
天
保
一
一
）
年
九
月

に
「
天
保
上
書
」
を
認
め
て
西
洋
砲
術
の
採
用
を
建
白
し
て
徳
丸
原
で
の
上
覧

に
つ
な
が
っ
た
こ
と
を
考
え
合
わ
せ
て
も
、
時
勢
を
捉
え
た
実
践
力
強
化
に
向

け
た
意
識
の
み
な
ら
ず
秋
帆
の
先
見
性
の
気
質
や
行
動
力
を
見
と
る
こ
と
が
で

き
る
。
こ
れ
は
長
崎
在
住
者
と
し
て
の
エ
キ
ゾ
チ
ッ
ク
な
感
性
と
進
取
性
の
表

れ
で
あ
り
、
近
世
を
通
じ
て
の
長
崎
の
特
質
の
一
つ
と
い
え
る
。

さ
て
、
こ
の
時
期
の
秋
帆
の
動
向
を
理
解
で
き
る
傍
証
史
料
と
し
て
、
熊
本

藩
士
の
池
部
啓
太
の
記
録
が
あ
り
、
一
八
二
八
（
文
政
一
一
）
年
二
月
に
池
部

が
長
崎
へ
「
暦
法
并
炮
術
稽
古
」
の
た
め
遊
学
し
た
際
、
師
の
末
次
忠
助
か
ら

高
島
四
郎
兵
衛
へ
の
入
門
を
勧
め
ら
れ
、「
二
月
之
末
歟
三
月
之
始
歟

高
嶋

江
入
門
仕
」
と
あ
り
、
高
島
家
に
砲
術
入
門
し
た
と
あ
るúú

。
こ
の
時
、
末
次
が

池
部
に
高
島
家
を
推
薦
し
た
理
由
に
つ
い
て
は
、
こ
の
史
料
に
詳
し
く
書
か
れ

て
お
り
、
そ
の
部
分
を
引
用
す
る
と
、「
同
人
（
四
郎
兵
衛
―
筆
者
注
）
相
続

之
三
男
高
島
四
郎
太
夫
且
四
郎
兵
衛
二
男
久
松
碩
次
郎
兄
弟

蘭
法
炮
術
殊
之

外
執
心
ニ
而

吟
味
仕
居
候
間
申
談
候
ハ
ゝ
為
合
ニ
も
相
成

可
申
其
上
現
物

ニ
打
方
も
出
来
仕
候
事
ニ
付

旁
弁
利
ニ
相
成

尤
四
郎
太
夫
兄
弟
蘭
書
者
読

不
申
候
間

通
詞
共
ニ
吟
味
相
頼

又
ハ
自
身
ニ
読
方
相
談
仕
候
間

蘭
書
よ

り
吟
味
出
来
仕
候
分
ハ
不
相
替
咄
可
仕
と
申
候
而
相
進
候
間

右
忠
助
引
合
ニ

而

同
年
二
月
之
末
歟
三
月
之
始
歟

高
嶋
江
入
門
仕

四
郎
太
夫
江
咄
合
候

趣

誠
ニ
蘭
炮
術
執
心
ニ
而
心
魂
を
砕
探
索
仕
候
」
と
あ
るúû

。
異
国
船
打
払
令

の
発
出
を
契
機
に
、
モ
ル
テ
ィ
ー
ル
砲
の
発
注
や
シ
ー
ボ
ル
ト
か
ら
破
裂
弾
等

の
西
洋
軍
事
技
術
の
受
容
と
い
っ
た
具
体
的
な
動
き
か
ら
考
え
て
も
、
秋
帆
は

一
八
二
五
（
文
政
八
）
年
以
降
オ
ラ
ン
ダ
商
館
を
介
し
て
積
極
的
に
西
洋
軍
事

技
術
の
導
入
に
努
め
、
西
洋
式
に
傾
倒
し
て
い
っ
た
も
の
と
考
え
て
間
違
い
あ

る
ま
い
。
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二

一
八
三
二
年
の
高
島
秋
帆
誂
物
発
注
に
伴
う
質
疑
応
答
書
類
と
関
係
蘭
書

の
翻
訳

（
一
）
オ
ラ
ン
ダ
商
館
へ
の
大
型
武
器
類
の
注
文
・
入
手
と
西
洋
軍
事
技
術
の

研
究

一
八
二
五
（
文
政
八
）
年
に
高
島
秋
帆
が
オ
ラ
ン
ダ
商
館
に
誂
物
注
文
し
た

モ
ル
テ
ィ
ー
ル
砲
は
、
前
述
の
と
お
り
一
八
三
二
（
天
保
三
）
年
七
月
に
長
崎

に
入
港
し
た
オ
ラ
ン
ダ
商
船
ヤ
パ
ン
（+BQBO

）
号
（
船
長
ロ
ス
）
が
舶
載
し
、

八
月
二
五
日
か
ら
一
一
月
一
二
日
ま
で
の
同
船
の
荷
下
ろ
し
作
業
や
事
務
手
続

き
を
経
て
、
そ
の
後
秋
帆
の
も
と
に
遅
く
と
も
一
一
月
末
ま
で
に
届
け
ら
れ
た

も
の
と
考
え
ら
れ
るúü

。

こ
の
年
の
長
崎
地
役
人
に
よ
る
田
上
合
戦
場
で
の
砲
術
演
練
は
、
一
八
三
三

年
一
月
〇
日
（
天
保
三
年
閏
一
一
月
二
四
日
）
に
行
わ
れ
た
。
そ
の
こ
と
は
藩

命
に
よ
り
長
崎
で
蘭
学
修
業
中
の
水
戸
藩
士
の
柴
田
方
庵
が
「
西
征
日
記
」
の

同
日
の
条
に
次
の
よ
う
に
記
載
し
て
い
る
。

　
　

二
十
四
日

三
十
二
度

初
テ
霜
降
ル

年
寄
高
島
四
郎
兵
衛
門
人

大

筒
合
戦
場
ト
云
原
ニ
ヲ
ヰ
テ
試
ム

見
物
ニ
行
（
中
略
）
八

貫
目
玉
筒
ニ
テ
仕
掛
玉

炮
碌
丁
二
目
印
立

二
度
「
蘭

名
ボ
ン
ベ
ン

鉄
玉
ニ
テ
中
空

火
薬
ヲ
充
填
ス

右
同
筒

ニ
テ
昼
ノ
合
図

蝶
彩
玉　
　

以
上úý

こ
の
記
述
は
、
秋
帆
が
入
手
し
た
モ
ル
テ
ィ
ー
ル
砲
で
ボ
ン
ベ
ン
弾
で
あ
る

破
裂
弾
を
二
度
に
わ
た
り
初
の
試
射
を
行
っ
た
こ
と
を
物
語
る
も
の
で
あ
る
。

例
年
田
上
合
戦
場
で
の
秋
の
演
練
は
九
月
に
実
施
さ
れ
て
い
る
が
、
同
年
は

「
初
テ
霜
降
ル
」
寒
い
冬
季
に
行
わ
れ
た
こ
と
に
な
る
が
、
こ
の
時
は
町
年
寄

の
高
島
四
郎
兵
衛
の
門
人
の
み
が
行
っ
た
演
練
と
読
み
取
れ
る
。
高
島
四
郎
兵

衛
が
通
年
よ
り
遅
れ
て
演
練
を
実
施
し
た
理
由
と
し
て
は
、
同
年
の
オ
ラ
ン
ダ

商
館
の
貿
易
業
務
が
一
二
月
過
ぎ
ま
で
延
び
て
お
り
、
同
月
一
九
日
に
漸
く
二

隻
の
オ
ラ
ン
ダ
船
が
バ
タ
フ
ィ
ア
に
向
け
て
出
帆
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
高
島

家
は
秋
帆
が
今
回
入
手
し
た
モ
ル
テ
ィ
ー
ル
砲
の
試
射
を
必
ず
行
う
予
定
で
、

入
港
後
出
島
に
陸
揚
げ
さ
れ
て
か
ら
恐
ら
く
そ
こ
で
操
砲
に
か
か
る
理
解
と
運

用
ス
キ
ル
の
習
得
を
行
い
な
が
ら
、
入
手
し
た
モ
ル
テ
ィ
ー
ル
砲
に
関
し
て
必

要
と
な
る
付
属
品
や
消
耗
品
を
来
年
以
降
入
手
す
る
た
め
の
注
文
に
向
け
て
オ

ラ
ン
ダ
商
館
と
調
整
し
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、
す
べ
て
の
貿
易
業
務
を
終

え
た
と
こ
ろ
で
の
演
練
に
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
と
考
え
る
。
そ
の
根
拠
が
、
本

稿
で
紹
介
す
る
次
の
史
料
で
あ
る
。

オ
ラ
ン
ダ
・
ハ
ー
グ
国
立
中
央
文
書
館
に
は
、
一
八
三
二
年
の
日
本
関
係
文

書
中
に
阿
蘭
陀
通
詞
作
成
の
「
来
る
一
八
三
三
年
の
将
軍
の
た
め
の
注
文
書
」

（%
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BKFTUFJUEFO�,
FJ[FSFOT�WPPS�IFU�BBOTUBBOEF�
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）
と
記
載
さ
れ
た
仮
綴
じ
の
貿
易
書
類
が
所
蔵
さ
れ
て

い
るúþ

。
阿
蘭
陀
通
詞
作
成
の
「
来
る
一
八
三
三
年
の
貿
易
取
引
に
関
す
る
詳
細

な
注
文
書
」
に
は
「
町
年
寄
高
島
四
郎
太
夫
様
の
た
め
の
誂
」（
写
真
参
照
）

と
し
て
誂
品
目
が
列
記
さ
れ
て
い
る
三
枚
に
わ
た
る
書
面
の
ほ
か
、
誂
品
に
関

す
る
二
枚
の
絵
図
面
を
添
付
し
て
い
る
（
写
真
参
照
）。
ま
た
そ
れ
と
は
別
に

本
注
文
書
の
別
添
と
し
て「
町
年
寄
の
高
島
四
郎
太
夫
様
の
た
め
に
破
裂
弾《
ボ

ン
ベ
ン
》
と
焼
夷
弾
《
ブ
ラ
ン
ド
コ
ー
ゲ
ル
》
に
関
す
る
一
番
か
ら
四
一
番
ま

で
」（7

BO�/
P��UPU�����PWFS�%

F�CPN
CFO�FO�CSBOELPHFMT�WPPS�EF�

8
FM&EFMFO�)

FFS�5
BLBTJN

B�4JSPUBKV�4BN
B�PQQFSCVSHFS�N

FFTUFS�

）

と
い
う
書
類
が
添
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
史
料
は
か
つ
て
板
沢
武
雄
が
ハ
ー
グ

国
立
中
央
文
書
館
に
お
い
て
史
料
採
訪
し
た
際
、
自
ら
の
「
兵
学
ニ
関
ス
ル
書

籍
及
器
具
」
と
題
す
る
研
究
ノ
ー
ト
の
巻
末
に
、
書
類
タ
イ
ト
ル
と
一
枚
目
の

書
き
出
し
一
〇
行
を
書
写
し
情
報
と
し
て
持
ち
帰
っ
た
。
そ
の
後
板
沢
の
史
料

情
報
は
有
馬
成
甫
に
提
供
さ
れ
、
有
馬

は
一
九
五
六
（
昭
和
三
一
）
年
の
蘭
学

資
料
研
究
会
の
第
八
回（
一
月
二
一
日
）

と
第
九
回
（
二
月
一
一
日
）
の
二
回
に

わ
た
り
「
高
島
秋
帆
と
そ
の
時
代
」
の

テ
ー
マ
で
発
表
し
て
い
る
。
有
馬
は
そ

の
成
果
を
『
高
島
秋
帆
』
の
中
で
紹
介

し
、
こ
の
著
書
を
通
じ
て
広
く
知
ら
れ

る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
。
け
れ
ど
も
、
こ

の
史
料
の
全
容
は
こ
れ
ま
で
紹
介
さ
れ

る
こ
と
な
く
、
貴
重
な
史
料
と
考
え
ら

れ
な
が
ら
も
現
在
ま
で
翻
訳
さ
れ
ず
記

載
内
容
が
不
明
の
ま
ま
に
な
っ
て
い

た
。
本
稿
で
は
、
こ
の
史
料
の
翻
訳
を
試
み
、
稿
末
に
掲
載
し
て
秋
帆
の
西
洋

軍
事
技
術
の
研
究
解
明
の
一
助
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
史
料
に
は
、
高
島
流
の
西
洋
軍
事
技
術
的
な
特
性
が
読
み
取
れ
、
同
年

注
文
の
諸
砲
具
に
つ
い
て
四
一
番
ま
で
の
品
目
に
対
し
て
、
三
三
の
質
問
を
設

定
し
て
オ
ラ
ン
ダ
商
館
に
問
合
せ
、
そ
の
回
答
が
付
さ
れ
た
対
問
形
式
に
な
っ

て
い
る
。
そ
の
主
な
内
容
は
、
注
文
の
諸
砲
具
に
対
応
し
た
も
の
で
あ
り
、
ナ

ポ
レ
オ
ン
戦
争
中
に
急
速
に
進
化
し
た
種
々
の
砲
弾
や
装
填
、
製
造
等
に
関
す

る
も
の
で
、
具
体
的
に
は
破
裂
弾
や
拓
榴
弾
に
関
す
る
製
造
、
装
填
、
解
体
や

取
扱
上
の
注
意
点
、
信
管
と
迅
速
火
縄
、
焼
夷
弾
と
光
弾
、
薬
包
製
作
、
薬
莢

の
準
備
な
ど
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
る
（
後
掲
）。
一
八
三
二
（
天
保
三
）
年
の

時
点
で
、
モ
ル
テ
ィ
ー
ル
砲
の
操
作
と
と
も
に
、
同
砲
か
ら
放
つ
種
々
の
砲
弾

に
関
す
る
ハ
ー
ド
と
ソ
フ
ト
の
両
面
に
つ
い
て
知
識
と
技
術
を
習
得
し
て
い
る

点
で
、
基
礎
的
な
レ
ベ
ル
で
は
あ
る
も
の
の
信
管
や
迅
速
火
縄
等
に
関
し
て
は

高
度
な
技
術
を
要
す
る
域
に
ま
で
達
し
て
い
た
。
高
島
流
砲
術
の
徳
丸
原
演
練

ま
で
の
技
術
的
な
到
達
度
か
ら
見
る
と
、
天
保
初
年
の
段
階
で
六
割
程
度
の
達

成
が
な
さ
れ
た
と

筆
者
は
判
断
す
る

も
の
で
あ
る
。
こ

れ
以
降
、
天
保
年

間
に
ホ
ー
ウ
ィ
ッ

ス
ル
砲
や
カ
ノ
ン

砲
の
ハ
ー
ド
と
ソ

フ
ト
、
剣
付
ゲ
ウ

ェ
ー
ル
銃
携
帯
に

よ
る
歩
兵
調
練
な

ど
積
極
的
な
知
識

― ―��



と
技
術
の
習
得
が
進
め
ら
れ
た
こ
と
が
、
現
存
す
る
高
島
流
の
史
料
か
ら
窺
い

知
れ
る
。
秋
帆
に
よ
る
天
保
年
間
の
段
階
的
な
習
得
に
関
す
る
到
達
度
が
如
何

な
る
経
過
で
行
わ
れ
た
の
か
、
今
回
紹
介
の
質
問
応
答
を
基
点
に
高
島
流
砲
術

の
軍
事
技
術
内
容
の
分
析
と
考
察
が
今
後
重
要
に
な
る
も
の
と
理
解
す
る
。
こ

の
こ
と
は
今
後
の
筆
者
の
課
題
と
し
て
お
き
た
い
。

（
二
）
高
島
流
砲
術
の
伝
書
原
本
で
あ
る
蘭
書
の
翻
訳
業
績

高
島
秋
帆
は
、
前
掲
の
質
問
応
答
に
関
連
し
て
輸
入
蘭
兵
書
か
ら
の
知
識
・

技
術
の
吸
収
に
関
し
て
も
業
績
を
残
し
て
い
る
。
高
島
流
砲
術
が
求
め
た
西
洋

軍
事
技
術
の
基
礎
か
ら
応
用
・
発
展
に
関
し
て
、
秋
帆
が
最
も
活
用
し
た
と
さ

れ
る
蘭
書
が
三
冊
あ
り
、
ハ
ー
ド
面
で
は
セ
ッ
セ
レ
ル
の
蘭
書
で
阿
蘭
陀
通
詞

の
名
村
貞
五
郎
元
義
に
よ
り
『
遠
西
火
攻
精
選
』（
一
八
二
三
年
刊
行
）
と
し

て
翻
訳
さ
れ
た
も
の
、
も
う
一
つ
が
ミ
ュ
エ
レ
ン
の
蘭
書
『
砲
術
便
覧
』

（
一
八
〇
七
年
刊
行
）
で
『
高
島
流
砲
術
伝
書
』
と
し
て
翻
訳
さ
れ
た
も
の
、

次
に
ソ
フ
ト
面
で
オ
ラ
ン
ダ
王
国
陸
軍
の
一
八
三
二
年
版
『
歩
兵
操
典
』
で
前

述
の
村
上
定
平
編
に
よ
る
高
島
流
の
『
銃
陣
初
学
鈔
』
の
成
立
に
参
考
に
さ
れ

た
も
の
で
あ
るúÿ

。
こ
れ
ら
の
秋
帆
旧
蔵
蘭
書
は
大
部
分
が
国
立
国
会
図
書
館
所

蔵
の
江
戸
幕
府
旧
蔵
蘭
書
群
の
中
に
あ
る
。
三
冊
の
蘭
書
の
う
ち
、
高
島
流
砲

術
の
創
設
と
伝
書
の
成
立
に
深
く
関
係
す
る
の
は
ミ
ュ
エ
レ
ン
の
蘭
書
『
砲
術

便
覧
』
で
あ
る
。
こ
の
蘭
書
は
基
礎
的
な
砲
術
の
入
門
書
と
し
て
秋
帆
に
と
っ

て
は
他
の
多
く
の
輸
入
蘭
書
が
か
な
り
専
門
的
な
軍
事
技
術
に
関
す
る
内
容
と

な
っ
て
い
る
の
に
対
し
て
異
才
を
放
ち
、
む
し
ろ
砲
術
入
門
書
と
し
て
携
行
本

の
体
裁
を
有
し
て
い
る
。

ミ
ュ
エ
レ
ン
の
『
砲
術
便
覧
』
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
佐
藤
昌
介
や
所
荘
吉

の
研
究
に
よ
り
、
阿
蘭
陀
通
詞
に
よ
っ
て
翻
訳
さ
れ
た
と
す
る
こ
と
が
前
掲
の

「
田
原
記
聞
」
や
庄
司
郡
平
の
「
火
薬
秘
書
」
序
文
な
ど
に
よ
り
知
ら
れ
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
るúĀ

。「
高

島
流
砲
術
伝
書
」（
別
に

「
高
島
流
砲
術
秘
書
」
な

ど
と
称
さ
れ
る
）
三
巻
三

冊
本
の
伝
書
は
、
オ
ラ
ン

ダ
語
の
カ
タ
カ
ナ
表
記
で

綴
ら
れ
た
ま
ま
の
箇
所
も

多
く
、
砲
術
に
精
通
し
て

い
な
い
阿
蘭
陀
通
詞
に
よ

る
翻
訳
と
見
做
さ
れ
、
具

体
的
に
「
長
崎
通
辞
功
者

中
山
作
三
郎
、西
記
志
十
、

此
人
高
嶋
先
生
伝
書
を
読

解
す
」
と
伝
聞
さ
れ
て
き

たû÷

。し
か
し
な
が
ら
、
筆
者

は
所
蔵
史
料
の
中
に
、
ミ

ュ
エ
レ
ン
『
砲
術
便
覧
』

を
原
書
と
し
た
、「
高
島

流
砲
術
伝
書
」
と
は
別
訳

の
史
料
が
あ
る
こ
と
を
確

認
し
たûø

。
写
本
の
こ
の
史

料
は
、
題
箋
及
び
内
題
・

巻
末
題
に
「"

-5
*-3&3*&

譯
文
」
あ
る
い
は
「
ア
ル
チ
ル
レ
リ
ー
」（
以
下
、

写
本
「
ア
ル
チ
ル
レ
リ
ー
」
と
表
記
）
と
記
載
が
見
え
、
調
査
を
進
め
て
き
た

と
こ
ろ
、
か
つ
て
所
荘
吉
か
ら
提
供
さ
れ
た
写
本
の
複
写
史
料
と
同
じ
内
容
で

ʰྲྀౢߴ๒ज़ൿॻʱ̏ ॻͰ͋ΔϛϡΤϨϯhݪຊʢචऀॴଂʣͱͦͷ̏ר ๒ज़ศཡʱ
ʢའॻɺΦϥϯμɾϩοςϧμϜɺ���� ߦץʣͷ൶

― ―��



あ
る
こ
と
が
わ
か
り
、
ま
た
表
題
・
内
容
が
同
じ
写
本
を
も
う
一
つ
松
代
の
真

田
宝
物
館
に
所
蔵
が
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
（
写
真
参
照
）。
筆
者
は
当
初
写
本

「
ア
ル
チ
ル
レ
リ
ー
」
の
内
題
の
も
と
に
「
一
八
百
八
年
」
の
年
記
を
頼
り
に
、

高
島
秋
帆
旧
蔵
本
を
収
蔵
す
る
国
立
国
会
図
書
館
を
は
じ
め
各
地
に
現
存
す
る

蘭
書
を
調
査
し
て
き
た
が
該
当
が
見
当
た
ら
な
い
。
ミ
ュ
エ
レ
ン
の
蘭
書
は
、

一
八
〇
七
年
に
ロ
ッ
テ
ル
ダ
ム
で
刊
行
さ
れ
、
筆
者
が
オ
ラ
ン
ダ
商
館
の
貿
易

文
書
中
か
ら
舶
載
さ
れ
た
時
期
や
冊
数
に
つ
い
て
調
査
を
行
っ
て
き
た
と
こ
ろ
、

一
冊
の
み
の
輸
入
で
あ
っ
た
こ
と
を
確
認
し
たûù

。
一
八
三
七
（
天
保
八
）
年
長
崎

入
港
の
ド
ゥ
・
ト
ゥ
ウ
ェ
ー
・
コ
ル
ネ
リ
ッ
セ
ン
（%

F�5
X
FF�$PSOFMJTTFO

）

号
（
フ
ェ
ン
ス
ト
ラ
船
長7

FFOTUSB

）
に
よ
り
一
冊
の
み
こ
の
時
舶
載
さ
れ

た
限
り
で
、「
送
り
状
」（'BDUVSFO

）
に
は
一
冊
八
フ
ロ
リ
ン
で
取
引
さ
れ

た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
るûú

。
近
年
、
筆
者
が
入
手
し
た
「
遠
西
火
術
範
」
の
題

箋
名
と
内
題
を
も
つ
写
本
一
冊
は
、
写
本
「
ア
ル
チ
ル
レ
リ
ー
」
と
ほ
ぼ
同
様

の
訳
本
で
あ
り
、
目
次
の
章
立
て
項
目
と
序
文
に
「
一
千
八
百
零
八
年
」（
刊

行
年
の
誤
写
）
と
あ
っ
た
こ
と
か
ら
同
一
の
も
の
で
あ
る
と
判
明
し
た
。
そ
れ

と
と
も
に
、
序
文
の
署
名
に
は
「
天
保
己
亥
春
月

書
於
星
臨
堂
之
薬
室

大

塚
同
庵
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、「
遠
西
火
術
範
」（
次
頁
写
真
参
照
）
と
称
さ
れ

た
ミ
ュ
エ
レ
ン
の
蘭
書
原
本
の
翻
訳
者
が
大
塚
同
庵
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
、

写
本
「
ア
ル
チ
ル
レ
リ
ー
」
も
大
塚
の
翻
訳
で
あ
る
こ
と
が
理
解
で
き
たûû

。
す

な
わ
ち
、
ミ
ュ
エ
レ
ン
の
蘭
書
が
阿
蘭
陀
通
詞
に
よ
る
翻
訳
で
成
立
し
た
「
高

島
流
砲
術
伝
書
」
と
は
別
に
、
元
幕
府
勘
定
方
普
請
役
で
そ
の
後
職
を
辞
し
て

長
崎
に
遊
学
し
、
オ
ラ
ン
ダ
語
を
学
修
し
、
医
学
や
兵
学
を
学
ん
だ
大
塚
同
庵

（
八
郎
）
に
よ
る
翻
訳
が
存
在
す
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
こ
と
に
な
る
。
大
塚

の
翻
訳
が
序
文
か
ら
一
八
三
九
（
天
保
一
〇
）
年
春
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
蘭
船

舶
載
か
ら
約
二
年
で
ほ
ぼ
全
訳
し
た
こ
と
も
わ
か
り
、
秋
帆
所
持
の
蘭
書
原
本

を
師
の
秋
帆
の
依
頼
に
よ
っ
て
翻
訳
し
た
も
の
か
ど
う
か
不
明
で
は
あ
る
が
、

い
ず
れ
に
し
て
も
秋
帆
蔵
書
か
ら
の
翻
訳
で
あ
り
、
高
島
流
砲
術
の
関
係
史
料

と
と
も
に
伝
写
さ
れ
流
布
し
た
こ
と
が
窺
い
知
れ
る
の
で
、
大
塚
が
秋
帆
の
蘭

書
翻
訳
に
協
力
し
て
い
た
も
の
と
考
え
て
間
違
い
あ
る
ま
い
。

阿
蘭
陀
通
詞
の
翻
訳
に
よ
り
成
立
し
た
「
高
島
流
砲
術
伝
書
」
は
、
そ
の
成

立
過
程
で
初
め
は
「
火
砲
新
書
」
と
称
し
、「
天
保
一
一
（
一
八
四
〇
―
筆
者
注
）

年
九
月
」の
奥
書
を
有
す
る
も
の
が
最
も
古
い
も
の
と
し
て
確
認
で
き
て
い
る
。

大
塚
の
「
遠
西
火
術
範
」
は
そ
の
一
年
前
の
成
立
で
は
あ
る
が
、
大
塚
の
翻
訳

を
活
用
し
て
い
な
い
点
に
注
目
す
る
必
要
が
あ
る
。
大
塚
の
翻
訳
に
は
三
巻
三

冊
本
と
し
て
形
成
さ
れ
た
伝
書
に
見
ら
れ
た
オ
ラ
ン
ダ
語
カ
タ
カ
ナ
表
記
が
ほ

と
ん
ど
な
く
、
和
訳
語
を
充
て
て
い
る
の
で
阿
蘭
陀
通
詞
の
翻
訳
よ
り
も
は
る

か
に
わ
か
り
や
す
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
。「
高
島
流
砲
術
伝
書
」
は
「
火
砲

新
書
」
の
成
立
後
、
同
年
一
二
月
に
は
「
高
島
流
秘
巻
」
と
称
し
て
高
島
流
の

砲
術
伝
書
と
し
て
の
体
裁
を
整
え
た
も
の
と
し
て
成
立
す
る
が
三
巻
三
冊
本
の

最
初
の
一
冊
目
の
内
容
の
み
で
成
立
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
が
翌

― ―��



「
天
保
一
二
（
一
八
四
一
―
筆
者
注
）
年
六
月
の
日
付
の
あ
る
「
高
島
流
砲
術

秘
書
」
三
巻
三
冊
本
と
し
て
高
島
流
の
砲
術
伝
書
と
し
て
成
立
す
る
と
、
ミ
ュ

エ
レ
ン
の
蘭
書
原
本
が
全
体
九
章
か
ら
編
集
さ
れ
て
い
る
が
、
三
巻
三
冊
本
の

伝
書
は
そ
の
第
二
章
か
ら
第
八
章
の
翻
訳
文
を
秋
帆
が
再
編
し
て
成
立
し
た
も

の
で
あ
るûü

。
そ
れ
に
対
し
て
大
塚
は
蘭
書
原
本
の
第
一
章
か
ら
第
八
章
ま
で
を

翻
訳
し
、
そ
の
章
立
て
の
ま
ま
翻
訳
写
本
と
し
て
成
立
さ
せ
た
。
秋
帆
が
あ
え

て
阿
蘭
陀
通
詞
の
翻
訳
し
た
難
解
な
伝
書
原
稿
の
方
を
用
い
て
三
巻
三
冊
本
を

形
成
し
た
の
は
、
や
は
り
オ
ラ
ン
ダ
語
カ
タ
カ
ナ
表
記
を
含
め
て
西
洋
流
と
し

て
の
砲
術
流
派
の
特
性
を
誇
示
す
る
こ
と
を
目
論
む
と
と
も
に
、
伝
書
を
読
む

こ
と
で
誰
し
も
が
理
解
す
る
こ
と
を
意
図
的
に
不
可
能
な
状
態
と
し
て
編
集
し

た
も
の
と
、
筆
者
は
考
え
る
も
の
で
あ
る
。
今
回
、
秋
帆
蔵
書
の
ミ
ュ
エ
レ
ン

『
砲
術
便
覧
』
を
翻
訳
し
た
大
塚
の
成
果
は
、
一
八
三
二
（
天
保
三
）
年
の
オ

ラ
ン
ダ
商
館
と
の
「
注
文
書
」
に
添
付
さ
れ
た
質
疑
応
答
書
類
に
見
え
る
秋
帆

の
砲
術
習
得
の
内
容
と
も
深
く
か
か
わ
る
の
で
、
写
本
「
ア
ル
チ
ル
レ
リ
ー
」

の
翻
刻
内
容
を
一
部
後
掲
に
紹
介
す
る
こ
と
と
し
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
今

後
の
高
島
流
砲
術
の
形
成
過
程
に
関
す
る
研
究
に
供
す
る
も
の
と
な
れ
ば
幸
い

と
考
え
る
。

お
わ
り
に

本
稿
で
は
、
こ
れ
ま
で
未
見
の
高
島
流
砲
術
の
形
成
過
程
に
か
か
わ
る
関
係

史
料
の
紹
介
と
考
察
を
通
じ
て
明
ら
か
に
な
っ
た
内
容
を
ま
と
め
て
き
た
。
高

島
流
砲
術
の
軍
事
技
術
的
な
考
察
に
よ
る
研
究
の
重
要
性
が
本
稿
を
通
じ
て
少

し
で
も
提
示
で
き
れ
ば
、
筆
者
に
と
っ
て
は
目
的
が
達
成
で
き
た
こ
と
に
な
る
。

と
り
わ
け
、
高
島
秋
帆
の
西
洋
軍
事
技
術
へ
の
傾
倒
の
端
緒
が
異
国
船
打
払
令

を
背
景
に
し
た
も
の
と
考
察
の
視
点
を
見
出
さ
せ
た
こ
と
は
、
こ
の
時
期
の
オ

― ―��



ラ
ン
ダ
商
館
文
書
を
時
系
列
に
読
み
解
い
て
確
認
で
き
た
成
果
と
い
え
る
。
今

後
も
オ
ラ
ン
ダ
商
館
文
書
に
関
す
る
細
部
の
調
査
と
考
察
を
行
っ
て
、
高
島
秋

帆
と
高
島
流
砲
術
に
関
す
る
実
態
の
解
明
と
歴
史
的
意
義
に
つ
い
て
考
察
し
、

研
究
を
深
め
て
い
き
た
い
。

な
お
、
本
稿
の
作
成
に
あ
た
っ
て
は
、
横
浜
薬
科
大
学
の
𠮷
田
佳
恵
教
授
と

同
大
学
図
書
館
の
司
書
の
皆
様
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
る
。
ま
た
、
本
稿
の
掲

載
の
機
会
を
与
え
て
い
た
だ
い
た
長
崎
市
長
崎
学
研
究
所
並
び
に
お
世
話
に
な

っ
た
徳
永
宏
係
長
に
、
こ
の
場
を
借
り
て
謹
ん
で
御
礼
申
し
上
げ
る
。

（
横
浜
薬
科
大
学
教
授
）

〔
史
料
翻
訳
〕
＊
《
…
》
の
記
載
は
筆
者
註

【
表
紙
】

「
来
る
一
八
三
三
年
の
将
軍
の
た
め
の
注
文
書
」
通
詞
仲
間

「
年
番
譯
司
」（
中
央
に
黒
文
丸
印
）

（
高
島
秋
帆
に
よ
る
注
文
）

「
町
年
寄

高
島
四
郎
太
夫
様
の
誂
」

�
個

ウ
ニ
コ
ー
ル

小
さ
な
種
類
で
各
長
さ
��
～
��
ド
イ
ム

�
斤

サ
フ
ラ
ン

�
斤

阿
片

�
斤

ハ
ル
ポ
イ
ス

中
国
産
の
薫
陸

�
個

正
方
形
の
角
が
鋭
利
で
３
層
ま
た
は
４
層
で
差
渡
し
５
ド
イ
ム
の
居

間
用
収
納
箱

�　
　

花
鳥
の
絵
柄
が
あ
る
��
畳
ま
た
は
８
畳
の
カ
ー
ペ
ッ
ト

��　
　

銃
剣
付
の
戦
闘
用
ゲ
ウ
ェ
ー
ル
銃

��　
　

通
常
使
用
の
中
空
の
臼
砲（
モ
ル
テ
ィ
ー
ル
）適
用
の
破
裂
弾（
ボ
ム
）

�　
　

焼
夷
弾
の
完
成
品

�　
　

眼
科
医
療
器
具

�　
　

外
科
医
の
た
め
の
医
療
器
具

�　
　

ヘ
ル
ニ
ア
バ
ン
ド
（
脱
腸
帯
）

�　
　

止
血
帯

�
個

�
番
及
び
��
番

破
裂
弾
の
完
成
品

�　
　

�
番

金
属
製
半
円
型

�　
　

�
番

破
裂
弾
の
鋳
型

�　
　

�
番

粘
土
製
の
鋳
型

�　
　

�
番

信
管
《
破
裂
弾
用
の
信
管
》

― ―��



�　
　

�
番

管
留
め
《
信
管
を
固
定
す
る
道
具
》

�　
　

�
番

乳
棒

�　
　

�
番

合
薬
匙

�　
　

�
番

木
槌

�　
　

��
番
及
び
��
番

褐
色
の
蜜
蝋

�　
　

��
番
及
び
��
番

固
形
脂
肪

�　
　

��
番
及
び
��
番
、
��
番
及
び
��
番

迅
速
火
縄

�
個

��
番

信
管
備
え
具

�　
　

��
番

合
薬
木
槌

�　
　

��
番

銅
製
漏
斗

�　
　

��
番

異
な
る
サ
イ
ズ
の
粗
い
火
薬
の
製
造

�　
　

��
番

良
質
の
銅
製
の
信
管
抜
管
器

�　
　

��
番

着
脱
式
の
銅
製
ド
リ
ル
の
覆
い

�　
　

��
番

銅
製
の
螺
旋
状
の
錐

�　
　

��
番

銅
製
の
細
密
機
器

�　
　

��
番

細
長
い
フ
レ
ー
ム

�　
　

��
番

長
め
の
粗
い
リ
ネ
ン
の
袋

�　
　

��
番

回
転
式
の
信
管

�　
　

��
番

信
管
台

�　
　

��
番

銅
製
乳
棒

�　
　

��
番

鵞
翅

�　
　

��
番

幅
広
の
シ
ュ
ン
ド
ル
ス
を
巻
く
た
め
の
真
木

�　
　

��
番

木
製
の
シ
ュ
ン
ド
ル
ス
の
型

�　
　

��
番

銅
製
の
漏
斗

�　
　

��
番

銅
製
の
乳
棒

�　
　

��
番

銅
製
の
合
薬
匙

�　
　

��
番
及
び
��
番

シ
ュ
ン
ド
ル
ス
の
薬
莢

�　
　

��
番

通
常
火
縄

�　
　

��
番

中
空
殻

　
　
　
　

こ
れ
ら
１
番
か
ら
��
番
ま
で
は
別
添
の
冊
子
を
挿
入
し
ま
し
た
の

で
そ
ち
ら
を
参
照
く
だ
さ
い
。

１
冊

新
刊
の
数
学
に
関
す
る
本

１　
　

す
べ
て
の
付
属
品
を
備
え
た
最
高
品
質
の
望
遠
鏡

図
面
添
付

〔
オ
ラ
ン
ダ
語
原
文
〕

%
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FJ[FSFOT�WPPS�IFU�BBOTUBBOEF�

KBBS�������b5
�DPMMFHJF��

「
年
番
譯
司
」（
中
央
に
黒
文
丸
印
）
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〃
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�
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��TUVL
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�

　
　
　

〃　
　
　
　
　

〃���X
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FFTUFST
�

#SFVL�CBOE
�

5
PVSOJLFU
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》
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�

/
P��FO����HFQSFQBSFFSEF�CPN

CFO
�

〃��N
FUBMFO�DPRVJMMFT

�

〃��IFU�WPSN
FO�WBO�CPN

CFO
�

〃��LSFO�WBO�LMFJ
�

〃��CVJT
�

〃��CVJ[FO�CMPL
�

〃��LPQFSFO�TUBN
QFS

�

〃������

〃

��DPN
QPTJUJF�MFQFMUKFT

�

〃��IPVUFO�TMBHFSUKFT
�

〃���FO����CSVJOF�IBSTU
�

〃���FO����IBSE�WFT
�

〃���FO������FO����HF[X
JOEF�MPOU

�

〃���CVJ[FO�[FUUFS
�

〃���IPVUFO�IBN
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�

〃���LPQFSFO�USFDIUFS
�
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BUFO

�
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�

〃���PN
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�
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�
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�
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�
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�

〃���IPVUFO�[VOEFS�WPSN
�

〃���LPQFSFO�USFDIUFS
�

〃�������

〃

��TUBN
QFS

�

〃���LPQFS�MFQFMUKF
�

〃���FO����[VOEFS�IVM[FO
�

〃���HFX
POF�MPOU

�

〃���IPMMF�LMPTTFO
����%

F[F�WBO�/
P���UPU����TDIPFGU�N

FO�PQ�IFU�BOEFS
����CPFL�OB�UF�[JFO�

��CPFL
POUMFFTLVOEF�OJFVX

�VJUHFHFWFO
�

TQJFHFM�UIFMFTDPPQ�CFTUF�TPSU�N
FU�BM�[JKO�UPFCFIPPSH�

[PPBMT�BGUFFLFOJOH�

― ―��



【
別
添
冊
子
の
表
紙
】

「
町
年
寄
の
高
島
四
郎
太
夫
様
の
た
め
に
破
裂
弾
《
ボ
ン
ベ
ン
》
と
焼
夷
弾

《
ブ
ラ
ン
ド
コ
ー
ゲ
ル
》
に
関
す
る
一
番
か
ら
四
一
番
ま
で
」

「
年
番
譯
司
」（
中
央
に
黒
文
丸
印
）

【
１
枚
目
】

　
　

（
質
問
）（
第
1
）
破
裂
弾
《
ボ
ン
ベ
ン
》
ま
た
は
拓
榴
弾
《
ガ
ラ
ナ
ー
ド
》

を
準
備
す
る
に
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
理
解
し
て
お
く
必
要
が
あ
る

か
教
え
て
ほ
し
い
。

　
　

（
回
答
）
砲
弾
の
中
空
部
分
ま
た
は
内
部
を
火
薬
（
お
よ
び
必
要
に
応
じ

て
他
の
材
質
）
で
満
た
し
た
あ
と
、
木
製
の
導
火
管
を
穴
か
ら
内
部

に
打
ち
込
み
、
臼
砲
《
あ
る
い
は
迫
撃
砲
、
モ
ル
テ
ィ
ー
ル
砲
》
ま

た
は
榴
弾
砲
《
ホ
ー
ウ
ィ
ツ
ス
ル
砲
》
に
砲
弾
を
装
填
す
る
準
備
が

整
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
砲
弾
は
砂
を
挿
入
し
た
半
球
形
の
鋳
型
を

も
っ
て
製
造
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
（
第
2
）
半
球
形
の
鋳
型
は
二
つ

を
合
わ
せ
た
中
で
半
中
空
の
球
体
と
な
っ
て
造
ら
れ
、
箱
型
の
縁
を

互
い
に
重
ね
合
う
こ
と
で
一
緒
と
な
り
、
球
体
を
形
成
し
ま
す
。
す

な
わ
ち
、
砲
弾
を
鋳
造
す
る
鋳
型
は
二
つ
の
部
分
で
構
成
さ
れ
て
い

ま
す
。
最
初
に
、
半
分
の
型
で
砲
弾
の
半
分
の
殻
を
形
成
し
ま
す
。

そ
し
て
そ
れ
ら
鋳
型
に
は
成
形
砂
と
粉
砕
し
た
木
炭
を
振
り
か
け
、

そ
の
後
、
前
半
球
の
鋳
型
に
後
半
球
の
鋳
型
を
合
わ
せ
ま
す
。
ど
ち

ら
か
の
半
分
の
箱
に
は
砂
で
満
た
さ
れ
て
お
り
、
し
っ
か
り
と
突
き

固
め
ら
れ
て
い
る
状
態
と
な
り
ま
す
。
半
分
の
鋳
型
を
分
解
し
、
砲

弾
殻
を
砂
か
ら
取
り
出
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
半
分
の
鋳
型
に
半
球
の
く

ぼ
み
を
残
し
ま
す
。
こ
れ
を
結
合
す
る
と
、砲
弾
全
体
が
形
成
さ
れ
、

そ
こ
に
設
け
ら
れ
た
挿
入
口
を
通
し
て
充
填
さ
れ
ま
す
。

　
　
　
　
　
（
第
3
）
破
裂
弾
と
拓
榴
弾
の
製
造
は
同
じ
方
法
で
行
わ
れ
ま
す

が
、
こ
の
違
い
は
、
作
業
工
程
で
（
第
4
）
粘
土
槨
が
鉄
の
棒
上
で

作
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。（
恐
ら
く
、
こ
の
槨
も
砂
で
で

き
て
い
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
ま
だ
導
入
さ
れ
て
い
ま

せ
ん
）
こ
れ
は
炉
で
乾
燥
さ
れ
、
型
に
固
定
さ
れ
ま
す
。
槨
は
破
裂

弾
ま
た
は
拓
榴
弾
の
内
部
形
状
の
サ
イ
ズ
と
同
じ
形
状
で
あ
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
に
対
し
て
、
鉄
の
棒
の
周
り
に
作
業
用
の
粘
土

の
一
部
が
管
の
穴
を
形
成
す
る
た
め
の
リ
ベ
ッ
ト
で
固
定
さ
れ
て
い

ま
す
。
破
裂
弾
ま
た
は
拓
榴
弾
が
注
が
れ
た
後
に
管
の
穴
を
形
成
す

る
た
め
に
、
槨
は
鉄
の
棒
で
焼
か
れ
、
取
り
出
さ
れ
ま
す
。
さ
ら
に
、

砲
弾
に
つ
い
て
述
べ
た
よ
う
に
、
継
ぎ
目
は
打
ち
の
め
さ
れ
ま
す
。

そ
の
間
に
ど
れ
ほ
ど
の
精
巧
さ
を
も
っ
て
し
て
も
、
特
定
の
方
法
で

完
璧
な
丸
い
砲
弾
を
作
る
こ
と
は
ま
だ
不
可
能
で
す
。
肉
眼
で
見
る

と
、
完
全
に
丸
い
形
で
あ
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
そ
の
間
、
同
じ
丸

形
か
ら
著
し
く
逸
脱
し
て
い
る
も
の
は
不
採
用
で
す
。

　
　
　
　
　

破
裂
弾
や
拓
榴
弾
を
使
っ
て
発
火
さ
せ
た
い
時
は
、
溶
解
し
た
材

質
を
装
填
し
ま
す
。
そ
の
場
合
、
砲
弾
に
は
、
い
く
つ
か
の
部
品
を

挿
入
し
ま
す
。
破
裂
弾
や
拓
榴
弾
は
、
爆
発
に
よ
り
燃
え
か
す
は
払

わ
れ
、
砲
弾
の
落
下
の
際
に
可
燃
物
に
着
火
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。

　
　
　
　

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

　
　
　
　

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

　
　

（
質
問
）
あ
な
た
が
い
っ
た
方
法
で
、破
裂
弾
と
拓
榴
弾
を
製
造
す
る
際
、

組
成
の
管
が
同
様
に
穴
に
挿
入
さ
れ
、
そ
れ
が
破
裂
弾
ま
た
は
拓
榴

弾
の
詰
め
物
に
点
火
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
こ
の
こ
と
が
良
く

理
解
で
き
な
い
た
め
、
こ
こ
で
は
私
は
特
に
（
第
5
）
信
管
《
ボ
ム
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用
信
管
》
に
つ
い
て
よ
り
詳
細
な
説
明
を
切
望
し
ま
す
。

　
　

（
回
答
）
こ
れ
ら
の
信
管
は
丸
い
ト
ネ
リ
コ
《
モ
ク
セ
イ
科
に
分
類
さ
れ

る
落
葉
樹
の
こ
と
》
の
木
片
で
あ
り
、
他
の
管
か
ら
数
ド
イ
ム
（
使

用
す
る
破
裂
弾
ま
た
は
拓
榴
弾
の
口
径
に
応
じ
て
、
厚
さ
も
同
様
に

調
整
さ
れ
ま
す
）《
ド
イ
ム
は
長
さ
の
単
位
で
約
一
セ
ン
チ
相
当
》

に
小
口
ま
た
は
受
け
皿
に
配
置
さ
れ
、
下
に
向
か
っ
て
先
細
り
に
な

っ
て
い
ま
す
。
確
か
に
、
信
管
は
完
全
に
錐
で
中
が
空
洞
状
態
で
開

け
ら
れ
て
い
る
の
で
、
そ
こ
に
こ
の
棒
状
の
も
の
が
挿
入
で
き
る
よ

う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
　

（
質
問
）
信
管
を
準
備
す
る
た
め
に
ど
の
よ
う
な
道
具
と
材
料
が
必
要
で

す
か
？

　
　

（
回
答
）
こ
れ
に
必
要
な
道
具
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
　
　
　
　

高
さ
が
約
三
フ
ィ
ー
ト
、
直
径
が
一
〇
～
一
二
ド
イ
ム
と
目
視
で

き
る
形
状
の
（
第
6
）
管
留
め
《
ボ
イ
ン
セ
ン
・
ブ
ロ
ッ
ク
》。
上

面
に
は
、
口
径
の
管
状
の
木
材
を
約
２
ド
イ
ム
ま
で
収
納
す
る
の
に

十
分
な
幅
と
深
さ
の
穴
が
開
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　

家
庭
用
の
長
さ
の
も
の
の
ほ
か
、
そ
の
約
三
分
の
一
の
長
さ
と
三

分
の
二
の
長
さ
の
三
つ
の
真
鍮
製
の
（
第
7
）
乳
棒
《
ス
タ
ン
ペ
ル
、

シ
ュ
ン
ド
ル
ス
の
製
作
に
用
い
る
器
具
の
一
つ
》。
上
記
で
指
定
さ

れ
た
そ
の
錐
の
太
さ
の
も
の
。

　
　
　
　
　
（
第
8
）
銅
製
の
合
薬
匙
《
レ
ー
ペ
ル
チ
ェ
》。

　
　
　
　
　
（
第
9
）
木
槌
は
、
長
さ
約
四
ド
イ
ム
で
打
ち
出
部
分
が
二
ド
イ

ム
の
円
筒
形
で
、
持
ち
手
の
部
分
に
ハ
ン
ド
ル
が
付
い
て
い
る
も
の
。

　
　
　
　
　

材
料
に
つ
い
て
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
　
　
　
　

硝
石
《
サ
ル
ペ
ー
ト
ル
》、
硫
黄
《
ツ
ワ
ー
フ
ル
》、
粉
製
合
薬

《
メ
ー
ル
ピ
ュ
ー
フ
ェ
ル
》、
瀝
青
《
ピ
ッ
ク
、
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
の
よ

う
な
粘
性
体
》、（
第
10
）
褐
色
の
蜜
蝋
《
ブ
ロ
ン
・
ハ
ル
ス
ト
》
と

（
第
11
）
固
形
脂
肪
、（
第
12
）
迅
速
火
縄
《
ゲ
ズ
ウ
イ
ン
ド
・
ロ
ン

ト
》、
鋸
屑
《
ザ
ー
ク
・
メ
ー
ル
、
硝
石
の
水
溶
液
に
浸
し
て
焼
夷

弾
に
使
用
》、
筆
記
具
、
灰
色
の
麻
《
グ
ラ
ウ
ン
・
リ
ネ
ン
》
と
撚

糸
《
ビ
ン
ド
ガ
ー
レ
ン
》。

　
　

（
質
問
）
ボ
ム
用
の
信
管
の
充
填
は
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
ま
す
か
。

　
　

（
回
答
）
管
状
の
木
材
と
穿
孔
（
信
管
孔
と
も
呼
ば
れ
る
）
が
十
分
に
広

く
滑
ら
か
に
加
工
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
、
そ
し
て
木
材
が
す
べ
て

の
点
で
良
好
な
状
態
で
あ
る
か
、
乳
棒
が
そ
の
中
で
自
由
に
動
く
こ

と
を
確
認
し
て
か
ら
、
い
く
つ
か
の
窄
孔
の
う
ち
の
一
つ
の
孔
に
乳

棒
を
使
っ
て
組
成
物
を
注
い
で
い
き
ま
す
。
次
に
、
七
回
の
打
撃
を

三
セ
ッ
ト
行
い
、
三
セ
ッ
ト
ご
と
に
乳
棒
を
わ
ず
か
に
下
向
き
に
横

た
わ
ら
せ
て
回
転
さ
せ
ま
す
。
信
管
が
四
分
の
一
ド
イ
ム
以
内
に
充

填
さ
れ
る
ま
で
、
こ
れ
を
続
け
ま
す
（
充
填
に
応
じ
て
乳
棒
を
変
化

さ
せ
ま
す
）。
そ
の
後
、
小
さ
な
迅
速
火
縄
が
信
管
の
上
部
に
藁
紐

に
入
れ
ら
れ
て
所
定
の
位
置
に
打
ち
込
ま
れ
、
口
薬
の
粉
末
で
加
工

さ
れ
ま
す
（
半
分
に
折
れ
た
状
態
で
、破
裂
弾
用
の
信
管
に
は
二
つ
、

他
の
信
管
に
は
一
つ
で
対
応
）
乳
棒
を
使
っ
て
端
を
ジ
ク
ザ
ク
に
し

て
容
器
の
周
り
に
置
い
て
、
そ
の
上
に
さ
ら
に
口
薬
の
粉
末
を
撒
き

散
ら
し
、
そ
の
あ
と
で
信
管
を
蓋
と
接
着
剤
で
固
め
ま
す
。

　
　

（
質
問
）
信
管
は
ど
の
よ
う
に
装
着
さ
れ
ま
す
か
。

　
　

（
回
答
）
一
般
的
な
筆
記
用
紙
と
迅
速
火
縄
を
容
器
の
丸
い
部
分
の
上
に

置
き
、
こ
こ
で
は
ま
た
遥
か
に
大
き
な
灰
色
の
リ
ネ
ン
の
上
に
、
残

り
の
リ
ネ
ン
部
分
を
下
向
き
に
折
り
、
端
か
ら
約
二
分
の
一
ド
イ
ム

下
の
方
に
結
び
、
よ
り
糸
で
固
定
し
ま
す
。
五
回
半
ほ
ど
巻
き
付
け

た
あ
と
、
ナ
イ
フ
で
丸
く
余
分
な
布
を
切
り
ま
す
。
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（
回
答
）
上
端
と
同
じ
よ
う
に
、
接
着
剤
が
ま
だ
乾
か
な
い
う
ち
に
、
容

器
に
瀝
青
三
分
、
褐
色
の
蜜
蝋
二
分
（
第
13
）
茶
色
の
松
脂
と
（
第

14
）
半
分
の
固
形
脂
肪
か
ら
な
る
溶
融
組
成
物
に
浸
し
、
口
薬
を
乾

か
し
ま
す
。

　
　

（
質
問
）
破
裂
弾
や
拓
榴
弾
の
（
第
15
）
準
備
を
ど
の
よ
う
に
進
め
る
の

か
、
も
う
少
し
説
明
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　

（
回
答
）
ま
ず
、
破
裂
弾
や
拓
榴
弾
を
注
意
深
く
扱
い
、
適
切
な
ス
ク
レ

ー
パ
ー
（
削
り
取
る
へ
ら
状
の
道
具
）
で
内
部
を
掃
除
し
ま
す
。
次

に
、
そ
の
準
備
の
た
め
の
道
具
と
材
料
を
ま
と
め
て
み
ま
し
た
。
以

下
の
も
の
で
構
成
さ
れ
ま
す
。

　
　
　
　
　

破
裂
弾
ま
た
は
拓
榴
弾
の
窄
孔
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
砲
弾
が
そ

の
中
に
い
く
ら
か
固
定
で
き
る
よ
う
に
、
く
り
抜
か
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
（
第
16
）
信
管
備
え
具
（
信
管
を
打
ち
込
む
の
に
使
用
す
る
道
具
）

は
、
信
管
よ
り
も
厚
く
、
信
管
の
頭
を
収
容
で
き
る
サ
イ
ズ
に
片
側

が
く
り
抜
か
れ
た
丸
い
木
片
で
す
。

　
　
　
　
　
（
第
17
）
合
薬
木
槌
。

　
　
　
　
　
（
第
18
）
破
裂
弾
や
拓
榴
弾
の
信
管
の
穴
に
挿
入
さ
れ
る
銅
製
の

漏
斗
。

　
　
　
　
　
（
第
19
）
異
な
る
サ
イ
ズ
の
粗
い
火
薬
の
製
造
。

　
　
　
　
　

細
か
な
作
業
と
ハ
ン
ド
グ
リ
ー
ス
。

　
　

（
質
問
）
破
裂
弾
や
拓
榴
弾
に
は
ど
れ
く
ら
い
の
火
薬
を
満
た
し
ま
す

か
。

　
　

（
回
答
）
五
〇
ポ
ン
ド
の
破
裂
弾
に
は
四
ポ
ン
ド
の
火
薬
を
一
六
ポ
ン
ド

の
拓
榴
弾
（
そ
の
口
径
の
迫
撃
砲
と
榴
弾
砲
に
使
用
）
に
は
〇
・
五

ポ
ン
ド
の
火
薬
を
、
鉄
製
の
二
四
ポ
ン
ド
の
拓
榴
弾
の
場
合
は
鉛

一
八
ポ
ン
ド
を
、
そ
れ
ぞ
れ
運
用
し
ま
す
。

　
　

（
質
問
）
破
裂
弾
や
拓
榴
弾
を
装
填
す
る
手
順
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

　
　

（
回
答
）
洗
浄
し
た
内
部
に
破
裂
弾
ま
た
は
拓
榴
弾
を
窄
孔
に
配
置
し
、

火
薬
計
量
を
経
て
、
銅
製
の
漏
斗
を
使
用
し
て
必
要
な
量
の
火
薬
を

同
じ
中
に
注
ぎ
ま
す
。
ブ
リ
キ
製
の
缶
が
信
管
の
穴
に
取
り
付
け
ら

れ
、
丸
み
が
あ
り
、
ま
わ
り
に
グ
リ
ー
ス
を
塗
っ
て
浸
透
し
や
す
く

し
、
下
か
ら
斜
め
に
カ
ッ
ト
し
て
缶
の
穴
に
戻
し
た
後
、
調
整
器
を

そ
の
上
に
置
き
、
ハ
ン
マ
ー
を
使
っ
て
、
か
な
り
強
い
打
撃
を
数
回

に
わ
た
っ
て
行
い
ま
す
。
破
裂
弾
ま
た
は
拓
榴
弾
に
打
ち
込
ま
れ
、

頭
の
部
分
が
約
四
分
の
三
ド
イ
ム
突
き
出
る
ま
で
、
打
撃
が
強
す
ぎ

な
い
よ
う
に
注
意
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ブ
リ
キ
製
の
缶
の
組
成

物
は
厚
い
で
す
が
壊
れ
や
す
い
状
態
な
の
で
注
意
を
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
し
か
し
そ
の
一
方
で
、
缶
が
そ
の
穴
を
完
全
に
覆
い
隠
す

よ
う
に
注
意
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
（
火
薬
が
外
部
の
火
に
よ
っ
て

点
火
し
な
い
よ
う
に
）。
そ
れ
に
よ
っ
て
何
を
す
べ
き
か
で
す
。
缶

が
薄
す
ぎ
る
場
合
は
、
い
く
ら
か
の
作
業
を
施
し
て
覆
う
こ
と
が
で

き
ま
す
。
榴
弾
砲
に
よ
っ
て
拓
榴
弾
を
使
用
す
る
場
合
は
、
さ
ら
に

別
の
方
法
で
缶
の
閉
鎖
を
促
進
で
き
ま
す
。

　
　

（
質
問
）
で
は
、
そ
の
こ
と
は
ど
の
よ
う
に
行
う
の
で
す
か
。

　
　

（
回
答
）
拓
榴
弾
の
窄
孔
を
行
う
の
と
同
時
に
信
管
を
準
備
す
る
必
要
が

あ
る
場
合
は
、
拓
榴
弾
に
打
ち
込
ま
れ
る
ま
で
信
管
を
そ
の
ま
ま
使

用
し
ま
す
が
、
そ
の
後
、
拓
榴
弾
の
上
部
を
含
む
信
管
の
頭
部
を
、

凝
固
剤
を
入
れ
、
次
に
お
が
く
ず
を
入
れ
て
浸
し
ま
す
。
そ
れ
で
も

信
管
の
穴
に
わ
ず
か
な
開
口
部
が
認
め
ら
れ
る
場
合
は
、
凝
固
剤
に

よ
り
補
修
し
ま
す
。
そ
の
間
、
こ
の
処
理
は
一
般
的
に
最
も
相
応
し

い
対
応
で
あ
り
、
拓
榴
弾
に
挿
入
さ
れ
た
信
管
が
す
で
に
凝
固
剤
で

固
定
さ
れ
た
と
し
て
も
、
十
分
な
時
間
が
な
い
場
合
は
二
度
目
の
凝
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固
剤
に
よ
る
固
定
を
進
め
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

　
　

（
質
問
）
そ
の
場
合
、
破
裂
弾
や
拓
榴
弾
の
暴
発
と
い
う
大
き
な
危
険
に

さ
ら
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　
　

（
回
答
）
は
い
、
い
か
な
る
場
合
で
も
必
要
な
慎
重
さ
を
も
っ
て
し
て
も

危
険
を
回
避
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
そ
の
た
め
の
最
適
な
道

具
が
あ
り
ま
す
。

　
　

（
質
問
）
そ
れ
は
ど
の
よ
う
な
道
具
で
す
か
。

　
　

（
回
答
）（
第
20
）
良
質
の
銅
製
の
信
管
抜
管
器
、（
第
21
）
着
脱
式
の
銅

製
ド
リ
ル
の
覆
い
、（
第
22
）
銅
製
の
螺
旋
状
の
錐
。
こ
れ
ら
は
破

裂
弾
や
拓
榴
弾
の
口
径
に
応
じ
て
、
両
方
と
も
覆
い
は
異
な
り
ま
す

が
、
同
じ
目
盛
り
表
示
と
螺
旋
状
の
錐
を
備
え
た
抜
管
器
で
す
。

　
　

（
質
問
）
解
体
は
ど
の
よ
う
に
行
い
ま
す
か
。

　
　

（
回
答
）
破
裂
弾
ま
た
は
拓
榴
弾
は
、
抜
管
器
と
樽
の
下
に
置
き
、
信
管

と
同
じ
サ
イ
ズ
の
挟
み
具
を
用
意
し
ま
す
。
そ
の
後
、
挟
み
具
を
十

分
に
接
続
し
た
ら
ナ
ッ
ト
を
ゆ
っ
く
り
と
回
し
ま
す
。
次
に
、
固
定

横
方
向
の
部
品
で
、
吊
り
下
げ
ピ
ン
の
針
を
通
す
こ
と
で
、
信
管
の

着
火
口
を
閉
じ
て
、
挟
む
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
よ
う
に
し
ま
す
。

そ
の
後
、
ゆ
っ
く
り
と
落
ち
着
い
て
挟
み
具
を
引
き
抜
い
て
い
く
と

信
管
が
追
従
し
て
、
破
裂
弾
ま
た
は
拓
榴
弾
か
ら
取
り
除
く
こ
と
が

で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
信
管
が
き
つ
過
ぎ
て
突
出
部
分
が
外
れ
ず
処

理
で
き
な
く
な
っ
た
場
合
は
、
銅
製
の
組
成
物
を
使
っ
て
信
管
を
抜

き
取
る
必
要
が
あ
り
ま
す
（
事
故
を
避
け
る
た
め
に
水
中
で
こ
れ
を

行
い
ま
す
）
ド
リ
ル
で
穴
を
開
け
、
銅
製
の
錐
の
一
つ
を
信
管
に
ね

じ
込
み
、
収
ま
る
深
さ
ま
で
入
れ
ま
す
。
引
き
抜
き
用
の
挟
み
具
で
、

ね
じ
込
み
錐
を
つ
か
み
、
破
裂
弾
ま
た
は
拓
榴
弾
か
ら
信
管
の
壊
れ

た
部
分
と
と
も
に
取
り
出
し
ま
す
。
次
に
、
火
薬
が
発
射
体
か
ら
注

ぎ
出
さ
れ
、
発
射
体
は
（
第
23
）
銅
製
の
精
密
機
器
で
内
部
を
洗
い

ま
す
。

　
　

（
質
問
）（
第
24
）
迅
速
火
縄
に
は
ど
の
よ
う
な
材
料
が
必
要
で
す
か
。

　
　

（
回
答
）
か
つ
て
は
、
芯
に
巻
く
厚
さ
の
増
減
に
応
じ
て
、
二
本
、
三
本
、

ま
た
は
四
本
の
糸
で
構
成
さ
れ
た
滑
ら
か
で
均
一
な
綿
糸
、
次
に
口

薬
と
ブ
ラ
ン
デ
ー
ま
た
は
ジ
ェ
ネ
バ
ー
を
用
い
ま
す
。
後
者
は
ア
ラ

ビ
ア
語
の
も
の
で
す
が
、
こ
れ
は
ブ
ラ
ン
デ
ー
に
ゴ
ム
を
加
え
て
溶

か
し
た
も
の
で
す
。

　
　

（
質
問
）（
第
25
）
迅
速
火
縄
は
ど
の
よ
う
に
準
備
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

　
　

（
回
答
）
一
つ
は
、
カ
バ
ー
の
綿
糸
を
互
い
に
ゆ
る
く
重
ね
て
、
薄
い
層

に
配
置
す
る
こ
と
か
ら
始
め
ま
す
。
そ
の
後
、
口
薬
の
粉
末
層
で
覆

わ
れ
、
幅
の
広
い
と
こ
ろ
に
ブ
ラ
ン
デ
ー
と
溶
け
た
ゴ
ム
を
ま
ず
注

ぎ
ま
す
。
口
薬
の
粉
末
が
濃
い
ペ
ー
ス
ト
状
に
な
る
ま
で
、
糸
が
壊

れ
な
い
よ
う
綿
糸
を
煮
て
処
理
し
、
そ
し
て
再
び
綿
布
と
、
ま
た
ブ

ラ
ン
デ
ー
と
ゴ
ム
で
湿
ら
せ
た
口
薬
の
粉
末
層
で
覆
い
、
以
前
と
同

じ
よ
う
に
機
能
さ
せ
、
そ
し
て
、
同
じ
方
法
で
複
数
の
仕
込
み
を
続

け
ま
す
。
洗
面
器
に
十
分
な
量
の
層
が
で
き
た
後
、
七
時
間
あ
る
い

は
八
時
間
浸
し
ま
す
が
、
時
々
、
す
べ
て
を
ゆ
っ
く
り
と
か
き
混
ぜ

ま
す
。
か
き
混
ぜ
て
よ
く
練
ら
れ
た
布
を
芯
に
巻
き
付
け
て
親
指
の

間
に
置
い
た
ま
ま
に
し
ま
す
。
前
面
に
形
を
与
え
、
余
分
な
口
薬
の

粉
末
を
払
い
落
と
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
し
て
、
糸
が
乾
い
た
ら
、

最
初
の
部
分
を
角
切
り
し
て
、
湿
気
の
な
い
場
所
に
置
き
ま
す
。

　
　

（
質
問
）
焼
夷
弾
と
光
弾
は
ど
の
よ
う
に
製
作
し
ま
す
か
。

　
　

（
回
答
）（
第
26
）
細
長
い
フ
レ
ー
ム
は
数
本
の
鉄
片
で
で
き
て
お
り
、

そ
の
上
に
（
第
27
）
長
め
の
粗
い
リ
ネ
ン
の
袋
を
被
せ
ま
す
。
こ
の

袋
は
、
上
部
で
閉
じ
て
結
ぶ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
形
状
よ
り
も
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わ
ず
か
に
長
く
な
っ
て
い
ま
す
。
袋
に
は
、
砲
弾
を
吊
る
す
こ
と
が

で
き
る
よ
う
二
つ
の
係
累
が
あ
り
ま
す
（
こ
れ
は
二
九
ド
イ
ム
の
砲

弾
の
場
合
で
あ
り
、
二
〇
ド
イ
ム
と
一
五
ド
イ
ム
の
砲
弾
の
場
合
は

係
累
は
一
つ
だ
け
で
す
）。
焼
夷
弾
が
充
填
さ
れ
る
組
成
は
二
番
目

に
記
載
さ
れ
て
お
り
、
松
脂
の
一
部
で
増
や
す
だ
け
で
済
み
ま
す
。

　
　

（
質
問
）（
第
28
）
迅
速
火
縄
と
は
何
で
す
か
。

　
　

（
回
答
）
迅
速
火
縄
は
、
通
常
浸
し
た
綿
糸
で
製
作
さ
れ
、
口
薬
の
粉
末

と
ブ
ラ
ン
デ
ー
状
の
液
体
に
浸
し
、
そ
し
て
乾
燥
さ
せ
ま
す
。
そ
の

火
縄
は
、
あ
る
物
体
を
着
火
す
る
の
に
使
用
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
は
非

常
に
迅
速
に
行
わ
れ
る
た
め
、
迅
速
火
縄
の
名
称
が
付
け
ら
れ
て
い

ま
す
。

　
　

（
質
問
）
ど
の
よ
う
な
材
料
を
用
い
て
製
作
し
ま
す
か
。

　
　

（
回
答
）
ま
ず
普
通
の
筆
記
用
紙
。
紙
片
は
、
そ
れ
ぞ
れ
長
さ
五
と
二
分

の
一
ド
イ
ム
の
大
き
さ
に
カ
ッ
ト
さ
れ
て
い
ま
す
。
広
い
幅
で
、
紙

片
は
二
四
枚
か
ら
な
り
ま
す
。
信
管
の
頭
ま
で
の
紙
片
は
、
幅
が
一

と
二
分
の
一
行
で
、
薬
莢
の
紙
片
と
同
じ
長
さ
で
す
。
こ
れ
ら
の
用

紙
一
枚
で
紙
片
���
枚
を
切
り
取
り
ま
す
。

　
　
　
　
　

さ
ら
に
、（
第
29
）
回
転
式
の
信
管
。
二
と
四
分
の
三
の
太
さ
の

も
の
が
約
五
ド
イ
ム
敷
設
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　

銅
製
ま
た
は
重
い
木
製
か
ら
な
る
（
第
30
）
信
管
台
。
そ
の
台
上

に
は
鋼
の
針
が
立
て
ら
れ
て
お
り
、
高
さ
一
と
四
分
の
三
ド
イ
ム
、

底
部
が
太
く
、
線
が
先
細
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　

ネ
ジ
式
信
管
よ
り
わ
ず
か
に
薄
い
（
第
31
）
銅
製
の
乳
棒
。
こ
れ

は
、
指
定
さ
れ
た
針
に
正
し
く
設
置
さ
れ
て
穴
を
明
け
る
も
の
で
す
。

　
　
　
　
　

木
槌
。
高
さ
は
四
ド
イ
ム
、
底
部
は
一
ド
イ
ム
の
円
錐
形
を
し
て

お
り
、
端
に
は
細
い
ハ
ン
ド
ル
が
付
い
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　

ス
プ
ー
ン
と
し
て
機
能
す
る
、
斜
め
に
カ
ッ
ト
さ
れ
た
（
第
32
）

鵞
翅
。

　
　
　
　
　

半
分
粗
い
火
薬
の
詰
め
物
。
一
ポ
ン
ド
か
ら
二
五
〇
の
量
。

　
　
　
　
　

ブ
ラ
ン
デ
ー
ま
た
は
ジ
ェ
ネ
バ
ー
で
湿
ら
せ
た
口
薬
の
粉
末
。
偽

装
す
る
た
め
の
粗
悪
な
ガ
ー
ゼ
。

　
　
　
　
　

親
指
ほ
ど
の
糸
束
。
糸
の
束
で
あ
り
、
織
布
の
切
断
後
、
リ
ネ
ン

織
り
ミ
ル
の
縦
糸
を
作
成
。

　
　
　
　
　

で
ん
ぷ
ん
と
ゴ
ム
液
。

　
　
　
　
　

紙
と
紐
。
そ
れ
で
パ
ッ
ケ
ー
ジ
を
作
成
し
ま
す
。

　
　

（
質
問
）
信
管
と
薬
莢
の
巻
き
付
け
は
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
ま
す
か
。

　
　

（
回
答
）
細
長
い
紙
片
を
水
平
に
並
べ
て
、
半
分
に
で
ん
ぷ
ん
を
ブ
ラ
シ

で
ふ
り
か
け
ま
す
。
次
に
、
半
分
油
を
塗
っ
た
紙
片
を
滑
ら
か
な
ボ

ー
ド
に
置
き
、
巻
軸
を
乾
燥
し
た
紙
片
の
真
ん
中
に
置
き
ま
す
。
そ

の
後
、
紙
は
自
由
に
回
転
で
き
る
よ
う
周
り
に
固
定
し
、
残
り
の
部

分
を
指
で
強
く
折
り
、
巻
軸
か
ら
ス
ラ
イ
ド
さ
せ
て
外
し
、
乾
か
す

た
め
に
脇
に
置
い
て
お
き
ま
す
。

　
　

（
質
問
）
先
頭
に
被
せ
る
キ
ャ
ッ
プ
は
ど
の
よ
う
に
作
成
し
ま
す
か
。

　
　

（
回
答
）
薬
莢
が
乾
い
た
後
、紙
片
の
片
側
を
で
ん
ぷ
ん
で
す
べ
て
塗
り
、

薬
莢
の
一
方
の
端
を
完
全
に
巻
き
上
げ
て
、
薬
莢
の
周
り
に
隆
起
ま

た
は
隆
起
し
た
先
端
部
を
作
り
ま
す
。

　
　

（
質
問
）
火
管
（
小
型
の
信
管
）
を
準
備
す
る
た
め
に
他
に
何
を
し
ま
す

か
。

　
　

（
回
答
）
薬
莢
は
窄
孔
の
鋼
針
の
周
り
に
配
置
さ
れ
、
ピ
ン
シ
ャ
フ
ト
を

使
用
し
て
、
粗
い
火
薬
を
小
さ
な
接
着
具
で
入
れ
ま
す
。
次
に
、
挿

入
後
に
、
薬
莢
の
針
の
上
に
乳
棒
を
置
き
ま
す
。
七
回
の
打
撃
を
三

セ
ッ
ト
行
い
、
三
セ
ッ
ト
ご
と
に
乳
棒
を
わ
ず
か
に
下
向
き
に
横
た
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わ
ら
せ
て
回
転
さ
せ
ま
す
。
信
管
が
一
と
二
分
の
一
ド
イ
ム
以
内
に

充
填
さ
れ
る
ま
で
、
こ
れ
を
続
け
ま
す
（
充
填
に
応
じ
て
乳
棒
を
変

化
さ
せ
ま
す
）。
次
に
、
満
た
さ
れ
て
い
な
い
部
分
は
、
湿
ら
せ
た

口
薬
の
粉
末
で
完
全
に
満
た
さ
れ
る
だ
け
で
な
く
、
同
じ
も
の
の
先

細
り
の
キ
ャ
ッ
プ
も
追
加
さ
れ
ま
す
。
こ
の
後
、
擬
装
を
行
い
ま
す
。

つ
ま
り
、
詰
め
物
を
し
た
キ
ャ
ッ
プ
を
絹
の
ガ
ー
ゼ
布
（
大
き
な
布

か
ら
二
四
〇
個
を
切
り
取
っ
た
サ
イ
ズ
）
で
覆
い
、
太
鼓
用
の
束
を

使
用
し
て
三
つ
の
半
木
で
固
定
し
ま
す
。
そ
れ
が
得
ら
れ
な
い
場
合

は
、
白
い
木
目
糸
を
使
用
し
ま
す
。

　
　
　
　
　

こ
の
よ
う
に
し
て
作
ら
れ
た
パ
イ
プ
は
、
一
〇
個
ず
つ
、
二
列
に

並
べ
ら
れ
、
キ
ャ
ッ
プ
が
上
に
被
さ
り
、
薄
い
紐
で
包
ま
れ
て
い
ま

す
。
一
片
の
紙
で
覆
わ
れ
た
後
、
そ
の
う
ち
の
五
つ
は
筆
記
用
紙
か

ら
切
り
取
ら
れ
ま
す
。
つ
ま
り
、
幅
三
つ
、
長
さ
二
つ
で
す
。

　
　

（
質
問
）
そ
の
よ
う
な
シ
ュ
ン
ド
ル
ス
（
伝
火
速
度
の
速
い
火
縄
の
一
つ
）

の
作
り
方
を
教
え
て
い
た
だ
き
た
い
。
そ
も
そ
も
そ
れ
に
必
要
な
も

の
は
何
か
ま
ず
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
　

（
回
答
）
ま
ず
、
紙
に
薬
包
入
れ
の
形
を
書
き
ま
す
。
各
紙
片
は
、
幅
五

ド
イ
ム
と
三
分
の
一
ド
イ
ム
、
高
さ
一
一
ド
イ
ム
の
三
つ
を
生
成
し

ま
す
。
そ
の
際
、
紙
葉
の
幅
広
の
片
は
細
長
い
片
に
す
る
た
め
、
約

一
ド
イ
ム
と
二
分
の
一
ド
イ
ム
を
切
り
落
と
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

　
　
　
　
　
（
第
33
）
幅
広
の
シ
ュ
ン
ド
ル
ス
を
巻
く
た
め
の
真
木
は
、
太
さ

四
と
二
分
の
一
ド
イ
ム
で
長
さ
一
四
ド
イ
ム
の
も
の
で
、
持
ち
手
の

ハ
ン
ド
ル
部
分
は
カ
ウ
ン
ト
し
ま
せ
ん
。

　
　
　
　
　
（
第
34
）
木
製
の
シ
ュ
ン
ド
ル
ス
の
型
。

　
　
　
　
　
（
第
35
）
銅
製
の
漏
斗
。
管
が
非
常
に
細
い
の
で
薬
莢
に
挿
入
で

き
ま
す
。

　
　
　
　
　
（
第
36
）
銅
製
の
乳
棒
。
三
本
の
線
の
太
さ
。

　
　
　
　
　
（
第
37
）
銅
製
の
合
薬
匙
と
装
填
用
具
。

　
　
　
　
　

で
ん
ぷ
ん
と
ブ
ラ
シ
が
入
っ
た
容
器
。

　
　
　
　
　

シ
ュ
ン
ド
ル
ス
の
製
法
。
硝
酸
カ
リ
ウ
ム
九
、
硫
黄
五
、
口
薬

一
二
か
ら
な
る
。
三
八
〇
個
の
シ
ュ
ン
ド
ル
ス
を
製
作
す
る
に
は
、

約
二
六
ポ
ン
ド
が
必
要
で
す
。

　
　
　
　
　

変
質
し
た
も
の
の
み
の
口
薬
の
粉
。

　
　
　
　
　

未
精
製
で
品
質
を
保
っ
て
い
る
亜
麻
仁
油
。
指
で
つ
ま
ん
で
一
緒

に
擦
る
と
、
く
っ
付
く
の
に
十
分
な
粘
着
性
が
あ
る
こ
と
。

　
　
　
　
　

変
質
し
た
紙
。
通
常
は
青
い
紙
で
あ
り
、
一
枚
か
ら
八
〇
枚
ま
で

切
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
　
　
　
　

包
装
紙
。
八
分
の
一
紙
片
の
サ
イ
ズ
。

　
　
　
　
　

太
鼓
用
の
束
、
あ
る
い
は
濡
れ
た
灰
色
の
糸
。

　
　
　
　
　

糸
を
巻
き
付
け
て
縛
る
だ
け
で
す
。
一
二
〇
〇
個
は
一
ポ
ン
ド

で
十
分
で
す
。

　
　

（
質
問
）（
第
38
）シ
ュ
ン
ド
ル
ス
の
容
器
は
ど
の
よ
う
に
製
作
す
る
の
か
。

　
　

（
回
答
）
前
と
同
じ
よ
う
に
カ
ッ
ト
さ
れ
た
い
く
つ
か
の
紙
の
細
長
片
が

概
ね
四
分
の
一
ド
イ
ム
に
膨
ら
む
よ
う
に
、
上
下
に
重
ね
ら
れ
て
い

ま
す
。
す
ぐ
に
重
ね
ら
れ
、
縦
に
突
き
出
て
紙
片
の
突
き
出
た
端
は

で
ん
ぷ
ん
で
覆
わ
れ
、
そ
の
後
乾
い
た
回
転
部
が
縦
に
置
か
れ
、
紙

の
細
長
片
の
周
囲
に
し
っ
か
り
と
巻
き
ま
す
。
回
転
部
の
端
に
向
か

っ
て
汚
れ
た
部
分
を
し
っ
か
り
と
折
り
畳
み
、
台
の
上
で
回
転
部
を

し
っ
か
り
閉
鎖
す
る
よ
う
押
し
当
て
ま
す
。

　
　

（
質
問
）
薬
莢
を
埋
め
る
ま
で
は
ど
の
よ
う
に
進
め
ま
す
か
。

　
　

（
回
答
）
上
記
の
組
成
物
の
部
分
を
研
磨
台
の
上
で
別
々
に
こ
す
り
、
篩
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に
か
け
、
よ
く
混
ぜ
合
わ
せ
た
後
、
そ
れ
ら
を
未
沸
騰
の
亜
麻
仁
油

で
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
し
ま
す
。
次
に
、
薬
莢
を
金
型
に
設
置
し
ま
す
。

漏
斗
を
そ
の
上
に
置
き
、
合
薬
匙
一
杯
の
組
成
物
を
薬
莢
に
続
け
て

注
ぎ
、
乳
棒
で
常
に
下
に
押
し
て
い
き
ま
す
。
粉
が
固
く
な
る
ほ
ど

に
強
く
押
し
、
紙
に
損
傷
を
与
え
な
い
よ
う
に
し
ま
す
。
こ
の
作
業

で
は
、
薬
莢
が
約
四
分
の
一
ド
イ
ム
ま
で
満
た
さ
れ
た
ら
、
金
型
か

ら
取
り
出
し
擬
装
さ
れ
る
ま
で
取
り
組
み
ま
す
。

　
　

（
質
問
）（
第
39
）
擬
装
し
て
全
体
を
製
作
し
た
ら
、
最
後
は
ど
の
よ
う

に
処
置
し
ま
す
か
。

　
　

（
回
答
）
シ
ュ
ン
ド
ル
ス
の
薬
莢
は
、
ま
だ
空
の
部
分
が
口
薬
の
粉
で
補

わ
れ
て
い
ま
す
。
次
に
、擬
装
し
た
紙
を
太
鼓
用
の
束
や
灰
色
の
糸
、

ま
た
は
細
い
紐
で
結
び
ま
す
。
作
成
さ
れ
た
シ
ユ
ン
ド
ル
ス
は
、
一

枚
の
紙
片
で
一
打
ず
つ
一
緒
に
結
束
さ
れ
ま
す
。

　
　

（
質
問
）
前
に
焼
夷
弾
と
光
弾
の
製
作
方
法
に
つ
い
て
教
示
し
て
い
た
だ

い
た
の
で
す
が
、
そ
れ
ら
砲
弾
の
詰
め
物
に
使
わ
れ
て
い
る
組
成
物

を
知
り
た
い
の
で
す
が
。

　
　

（
回
答
）
そ
れ
ら
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
　
　
　
　
　

a
焼
夷
弾
に
は
、

　
　
　
　
　
　
　

二
七
個
の
部
品
で
火
薬
を
覆
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　

硝
石
三
分

　
　
　
　
　
　
　

硫
黄
二
分

　
　
　
　
　
　
　

黄
色
い
の
蜜
蝋
一
分

　
　
　
　
　
　
　

瀝
青
一
〇
分

　
　
　
　
　
　
　

細
工
四
分
の
一

　
　
　
　
　
　

ｂ
光
弾
に
は
、

　
　
　
　
　
　
　

硝
石
一
〇
分

　
　
　
　
　
　
　

硫
黄
四
分

　
　
　
　
　
　
　

口
薬
二
分

　
　
　
　
　
　
　

松
脂
三
分

　
　
　
　
　
　
　

蜜
蝋
二
分

　
　
　
　
　
　
　

ア
ン
チ
モ
ニ
ー
一
分

　
　

（
質
問
）
す
で
に
最
初
の
段
階
で
教
授
を
受
け
た
火
術
以
外
に
、
よ
り
高

度
な
火
術
の
内
容
を
付
け
加
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
か
。

　
　

（
回
答
）
鉄
製
の
焼
夷
弾
、
ゲ
ス
モ
ル
テ
ン
ト
イ
グ
（
火
薬
の
製
法
の
一

つ
）、
破
裂
弾
ま
た
は
拓
榴
弾
の
信
管
、
瀝
青
の
花
冠
、
一
般
的
な

火
縄
（
火
索
）。

　
　

（
質
問
）
金
属
製
の
焼
夷
弾
に
は
如
何
な
る
組
成
物
を
詰
め
込
ん
で
使
用

さ
れ
て
い
ま
す
か
。

　
　

（
回
答
）
ブ
リ
キ
缶
に
は
次
の
も
の
を
詰
め
込
み
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　

四
ポ
ン
ド
の
硝
石
。

　
　
　
　
　
　
　

二
ポ
ン
ド
の
硫
黄
。

　
　
　
　
　
　
　

一
ポ
ン
ド
と
四
分
の
一
の
口
薬
。

　
　
　
　
　
　
　

六
の
鉛
樹
脂
。

　
　
　
　
　
　
　

二
分
の
一
ポ
ン
ド
の
瀝
青
。

　
　
　
　
　
　
　

六
の
鉛
錫
の
黄
色
い
樹
脂
。

　
　
　
　
　
　
　

二
分
の
一
ポ
ン
ド
の
ベ
ネ
チ
ア
製
テ
レ
ピ
ン
油
。

　
　
　
　
　
　
　

二
分
の
一
ポ
ン
ド
の
ラ
ワ
ン
デ
ル
の
油
。

　
　

（
質
問
）
そ
の
充
填
作
業
は
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
ま
す
か
。

　
　

（
回
答
）
前
述
の
可
燃
性
物
質
を
や
か
ん
で
一
緒
に
溶
か
し
、
最
初
に
瀝

青
、
樹
脂
、
蜜
蝋
、
ベ
ネ
チ
ア
製
テ
レ
ピ
ン
油
、
ラ
ワ
ン
デ
ル
の
油
、

硫
黄
、
硝
石
、
次
に
口
薬
の
粉
末
を
溶
か
し
ま
す
。
そ
の
後
、
焼
夷

弾
（（
第
40
）
鉄
製
の
中
空
弾
で
あ
る
）
は
、
燃
焼
穴
（
燃
孔
）
を

― ―��



通
し
て
組
成
物
を
満
た
し
、
燃
焼
穴
自
体
を
完
全
に
鉄
で
塞
ぐ
こ
と

で
、
中
に
挿
入
し
た
組
成
物
が
し
っ
か
り
と
機
能
し
ま
す
。
組
成
物

の
充
填
に
は
、
厚
さ
二
分
の
一
ド
イ
ム
、
長
さ
六
ド
イ
ム
の
木
製
の

ピ
ン
を
使
っ
て
、
深
さ
約
一
ド
イ
ム
と
四
分
の
三
ド
イ
ム
の
窪
み
の

火
索
穴
か
ら
押
し
込
み
ま
す
。
組
成
物
が
完
全
に
安
定
し
て
ど
の
窪

み
も
満
た
さ
れ
た
あ
と
に
、
ゲ
ズ
イ
ン
ド
ロ
ン
ト
（
迅
速
火
縄
）
の

一
部
分
を
穴
に
注
意
深
く
差
し
込
み
、
火
索
が
そ
の
口
薬
の
粉
末
で

埋
も
れ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
し
ま
す
。
そ
の
上
に
一
片
の
カ
ル
ド

ー
ス
パ
ピ
ー
ル
（
紙
製
の
砲
術
用
火
薬
袋
）
を
置
き
、
次
に
穴
を
強

力
な
ア
ラ
ビ
ア
ゴ
ム
液
を
入
れ
て
灰
色
の
リ
ネ
ン
で
覆
い
、
火
索
の

損
傷
や
発
火
か
ら
保
護
す
る
よ
う
に
し
ま
す
。

　
　

（
質
問
）
こ
れ
ら
の
焼
夷
弾
を
発
射
し
た
り
、
投
射
す
る
と
ど
の
よ
う
な

状
況
を
観
測
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
か
。

　
　

（
回
答
）
そ
れ
ら
は
、
砲
弾
と
同
様
に
中
空
殻
（
第
41
）
が
投
げ
放
た
れ

ま
す
。
火
索
穴
を
上
向
き
に
し
て
、
充
填
し
た
物
が
触
れ
て
発
火
し

な
い
よ
う
に
し
ま
す
。
砲
弾
は
ブ
リ
キ
製
の
細
片
で
よ
り
広
く
釘
付

け
さ
れ
て
い
ま
す
。
ど
の
細
片
も
穴
を
覆
わ
な
い
よ
う
に
注
意
深
く

配
置
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
砲
弾
を
装
填
す
る
前
に
、
火
索
穴
の

上
に
被
せ
た
補
布
を
取
り
除
き
ま
す
。

　
　

（
質
問
）
火
術
に
お
い
て
、
ゲ
ス
モ
ル
テ
ン
ト
イ
グ
と
呼
ば
れ
る
も
の
は

何
か
。

　
　

（
回
答
）
硫
黄
（
ゆ
っ
く
り
と
溶
け
る
）
と
、
粉
砕
し
た
硝
石
、
ア
ン
チ

モ
ニ
ー
、
砕
い
た
火
薬
、
テ
レ
ビ
ン
油
ま
た
は
そ
の
他
の
可
燃
性
油

と
の
混
合
物
。
こ
れ
を
注
意
深
く
か
き
混
ぜ
、
組
成
物
が
冷
た
く

固
ま
っ
た
ら
、
粉
々
に
砕
き
ま
す
。

　
　

（
質
問
）
破
裂
弾
や
拓
榴
弾
を
解
体
す
る
こ
と
は
、
そ
れ
ほ
ど
危
険
で
は

あ
り
ま
せ
ん
か
。

　
　

（
回
答
）
は
い
、
適
切
な
道
具
が
な
い
場
合
、
慎
重
さ
だ
け
で
は
こ
れ
は

達
成
で
き
ま
せ
ん
。

　
　

（
質
問
）
そ
れ
は
ど
の
よ
う
な
道
具
類
が
必
要
な
の
で
し
ょ
う
か
。

　
　

（
回
答
）
そ
の
目
的
の
た
め
に
開
発
さ
れ
た
新
し
い
モ
デ
ル
に
よ
る
と
、

良
質
の
銅
製
で
裏
打
ち
さ
れ
た
導
火
信
管
。
上
部
に
銅
製
カ
バ
ー
の

着
い
た
大
き
な
穴
を
空
け
る
た
め
の
セ
ン
タ
ー
錐
。
解
体
す
る
た
め

に
破
裂
弾
ま
た
は
拓
榴
弾
の
口
径
に
応
じ
て
、
両
方
と
も
厚
さ
が
異

な
る
い
く
つ
か
の
銅
製
の
螺
旋
錐
。

　
　

（
質
問
）
解
体
作
業
は
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
ま
す
か
。

　
　

（
回
答
）
破
裂
弾
ま
た
は
拓
榴
弾
は
、
そ
れ
自
体
の
挟
み
具
で
外
側
の
引

き
金
と
導
管
の
下
に
信
管
が
備
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
後
、
挟
み

具
が
十
分
に
ぴ
っ
た
り
合
っ
た
ら
ナ
ッ
ト
を
ゆ
っ
く
り
と
回
し
ま

す
。
取
り
付
け
ら
れ
た
ピ
ン
は
、横
方
向
に
固
定
さ
れ
て
い
る
た
め
、

信
管
部
を
閉
じ
た
り
絞
っ
た
り
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。そ
の
後
、

挟
み
具
を
引
き
抜
い
て
静
か
に
作
業
す
る
と
、
信
管
に
た
ど
り
つ
き
、

破
裂
弾
ま
た
は
拓
榴
弾
か
ら
取
り
出
し
ま
す
。
た
だ
し
、
信
管
が
き

つ
過
ぎ
て
突
出
部
分
が
危
険
回
避
さ
れ
て
役
に
立
た
な
く
な
る
場
合

が
あ
る
の
で
、
信
管
の
上
部
は
銅
製
で
構
成
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す

（
こ
れ
は
事
故
を
避
け
る
た
め
に
水
の
中
で
作
業
を
行
い
ま
す
）。
事

故
を
避
け
る
た
め
の
深
さ
の
水
堀
を
用
意
し
ま
す
。
暖
炉
の
挟
み
具

で
、
破
裂
弾
ま
た
は
拓
榴
弾
に
ね
じ
込
ま
れ
た
信
管
を
取
り
外
し
ま

す
。
最
後
に
、
中
断
し
た
信
管
を
発
射
体
か
ら
抜
き
去
り
、
続
け
て

銅
製
の
精
密
機
器
で
発
射
体
の
内
部
を
洗
浄
し
ま
す
。
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FFS�EBBS�BBO�IFFGU�EBO�
N

PFU�EF�DPN
QPTJUJF�VJU�CVJT�EPPS�N

FEEFM�EFS�LPQFSFO�
CPWFO�	IFUHFFO�N

FO�PN
�POHFMVLLFO�UF�WFSN

JKEFO�POEFS�
X
BUFS�EPFU
�VJUHFCPPSE�FO�WFSWPMHFOT�X

PSEFO�JO�[PPEBOJHF�
FFOF�EJFQUF�BMT�N

FO�EJF�LBO�LSJKHFO��N
FU�EF�UBOH�WBO�EFO�

USFLLFS�HSJKQU�N
FO�BMT�EBO�EF�JOHFESBBJEF�EFS�CVJT�VJU�EF�

CPN
CF�PG�EF�HSFOBBE�.

FO�TUPSU��WFSWPMHFOT�IFU�CVJTLSVJE�
VJU�IFU�QSPKFDUJFM�FO�N

BBLU�EJU�MBBUTUF�N
FU�FFOF�LPQFSFO�

LSBCCFS�JOX
FOEJH�TDIPPO�

　
　

※
こ
こ
に
紹
介
し
た
注
文
書
に
添
付
さ
れ
た
書
類
は
、
一
八
三
二
（
天
保

三
）
年
に
輸
入
さ
れ
た
モ
ル
テ
ィ
ー
ル
砲
と
そ
の
付
属
品
・
消
耗
品
を

実
際
に
見
な
が
ら
、
様
々
取
扱
い
等
の
質
問
に
対
す
る
回
答
を
ま
と
め

た
も
の
で
あ
る
。
回
答
内
容
を
見
る
限
り
、
恐
ら
く
同
年
入
港
蘭
船
に

乗
船
し
て
来
日
し
た
砲
術
長
が
対
応
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
実
物

を
介
し
た
問
答
で
あ
る
た
め
、
文
意
が
不
明
な
箇
所
も
あ
る
が
、
当
時

の
高
島
流
の
砲
術
史
料
を
参
考
に
翻
訳
を
試
み
た
。
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【
表
紙
】

「
Ａ
Ｌ
Ｔ
Ｉ
Ｌ
Ｒ
Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ｅ
譯
文

完
」（
題
箋
直
書
）

【
一
丁
表
】

Ａ
Ｌ
Ｔ
Ｉ
Ｌ
Ｒ
Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ｅ
譯
文　
　
　
　

千
八
百
八
年

　
　

銃
砲
之
起
原

第
一

火
藥
ヲ
發
命
セ
シ
事
ハ
何
時
ヲ
初
ト
云
カ
タ
シ
或
説
ニ
云
硝
石
硫
黄

／

木

炭
ヲ
合
劑
シ
テ
火
藥
ト
名
ツ
ケ
シ
事
ハ
既
ニ
千
四
百
年
代
ノ
前
ニ
有
也
古

／

人
ノ
厄
勤
祭
亜
火
ト
名
ツ
ケ
シ
者
ハ
此
劑
ニ
瀝
青
及
華
両
斯
ヲ
加
ル
也

／

此
ヲ
土
器
ニ
入
球
状
ニ
造
リ
テ
抛
器
ニ
テ
是
ニ
火
點
シ
拠
ケ
タ
ル
モ
ノ
也
又
或

説

／

ニ
厄
勤
祭
亜
火
ハ
ナ
プ
タŉ
火
酒
之
類
油
瀝
青
硫
黄
等
以
製
ス
此

ヲ
金
ニ
テ

／

製
ス
ル
管
ニ
入
テ
敵
ニ
向
テ
射
出
ス
此
ニ
テ
敵
軍
舶
ナ
ト
ヲ

焼
ニ
用
フ
ト
或
云

／

火
薬
ノ
始
ハ
亜
刺
比
亜
人
及
百
尓
亜
人
ニ
於
テ
求
ム

ヘ
シ
又
或
云
志
那
人
ハ
既
ニ

／

八
百
五
十
年
ノ
比
ニ
火
薬
ヲ
知
リ
タ
リ
ト

然
ト
モ
此
諸
説
何
レ
カ
是
ナ
リ
ト
セ
ン

／
〔
以
下
略
〕

【
四
丁
表
】

矛
此
ニ
火
薬
ノ
初
ヨ
リ
今
ニ
至
造
ノ
事
ヲ
盡
ク
書
記
ス
ヘ
キ
モ
ノ
ナ
レ
モ
ト
モ

此

／

短
簡
ノ
書
ニ
之
ヲ
戴
ス
ヘ
キ
ニ
非
レ
ハ
此
ニ
ハ
之
ヲ
記
ス
ル
ニ
及
ハ

ス
人
此
ヲ
覧
ン

／

ト
欲
セ
ハň

（
よ
ご
れ
）
ゴ
ツ
ト
シ
リ
ー
ドŉ
ノ
書

千
七
百
九
十
七
年
ノ
刻
ヲ
見
ヨ

／
〔
以
下
略
〕

　
　

大
砲
及
砲
車

第
二

ア
ル
チ
ル
レ
リ
ー
火
術
ハ
諸
火
器
ノ
用
法
并
ニ
其
便
宜
勝
利
ノ
多
キ
ヲ
知
ル
ノ

術

／

ナ
ル
火
器
ト
ハ
總
テ
火
藥
ヲ
以
テ
放
射
ス
ヘ
ク
セ
ル
器
ヲ
云
此
二
三

種
ア
リ
即ň

カ
ノ
ンŉ

／

ň

モ
ル
チ
ー
ルŉ

ň

ホ
ウ
イ
ツ
セ
ルŉ

是
也

／

ň

カ
ノ
ンŉ

ノ
体
ハ
圓
錐
状
ニ
テ
銕
丸
ヲ
射
ヘ
ク
シ
タ
ル
モ
ノ
ナ
リ
其
体
圓
キ

柱
ノ
如
ク

／

シ
テ
其
中
ヲ
空
ニ
シ
其
空
ナ
ル
所
ヲň

シ
イ
ルŉ

ト
名
ツ
ク

ň

カ
ノ
ンŉ

ノň

シ
イ
ー
ルŉ

ノ
底
ハ
最

／

厚
ク
ス
ヘ
シ
火
藥
此
所
ニ
テ

最
強
キ
ガ
故
也

／
〔
以
下
略
〕

【
一
◯
丁
裏
】

ヲ
容
易
ニ
左
右
ス
ベ
カ
ラ
シ
ム

／

砲
車
ニ
良
ト
ス
ル
ハ
其
製
堅
固
ナ
ル
ヘ

シ

／
（
空
白
）
ハ
速
度
ニ
合
ス
ヘ
シ
（
空
白
）
ハň

カ
ツ
ペ
ンŉ

ノ
上
ニ

合
ス
ヘ
シ
砲
ハ
両
懎
ノ
間
ニ
安
ス
ヘ
シ

／

凡
砲
車
ハ
緊
要
ノ
處
其
堅
固
ノ

為
ニ
銕
ニ
テ
装
フ
ヘ
シ
◯
陣
砲
ノ
砲
車
ハ
運

／

用
ニ
便
ナ
ル
為
ニ
砲
臺
ノ

車
ヨ
リ
軽
キ
コ
ト
ヲ
要
ス
◯
車
ニ
用
フ
ル
在
ハ
檞
木
ノ

／

良
ニ
シ
テ
乾
モ

ノ
ヲ
用
フ

／

　
　

弾
丸

第
三

弾
ヲ
鋳
ハ
銕
ハ
砲
筒
ヲ
鋳
ル
ニ
用
フ
ル
如
キ
良
性
粘
力
ア
ル
ヲ
用
フ
ベ
シ
弾
ニ

磨

／

キ
タ
ル
ト
磨
カ
サ
ル
ト
ノ
二
ツ
ア
リ
磨
カ
ズ
鋳
マ
ゝ
ノ
弾
ハ
之
ヲ
用

フ
ル
コ
ト
ナ
シ

／

弾
ノ
型
模
ハ
半
圓
ヲ
両
合
セ
ル
ヨ
リ
外
ナ
ラ
ス
故
ニ
其

縫
目
ア
リ
此
縫
目

／

【
一
一
丁
表
】

多
少
ニ
砲
筒
ニ
害
ア
リ
故
ニ
弾
ヲ
磨
ス
ル
ノ
模
ヲ
以
テ
此
ヲ
磨
ス
ヘ
シ
其
模
ハ

／

銕
ヲ
以
テ
作
ル
弾
ノ
直
径
四
分
一
ノ
凹
ヲ
ナ
シ
又
槌
ニ
モ
其
如
キ
凹
ヲ
作

リ
之
ニ
テ

／

其
弾
ヲ
槌
テ
圓
滑
ナ
ル
ニ
至
ル
カ
ク
シ
タ
ル
ヲ
磨
ク
ル
弾
ト

名
ツ
ク

／

　
　

弾
ノ｢

ス
ベ
ー
ル
ロ
イ
ム
テ｣

又
遊
所

膅
内
ノ
径
ト
弾
ノ
径
ト
ノ
差
ヲň

ス
ヘ
ー
ル
ロ
イ
ム
テŉ

又ň

ウ
イ
ン
ドŉ

ト

名
ツ
ク
此
間
ハ

／

一ň

リ
ニ
イŉ

過
テ
一ň

リ
ニ
イŉ

半
ヨ
リ
多
カ
ル
ヘ

カ
ラ
ス
若
此
ヨ
リ
過
ル
者
ハ
射
ニ
密

／

覗
ヲ
得
ス
且
弾
ノ
軒
輊
ノ
為
二
膅

内
ヲ
損
シ
遽
ニ
筒
ノ
敞
ヲ
ナ
ス
◯
磨
シ
タ
ル

／

弾
其
縫
目
ヲ
銷
ス
ル
ヲ
以

― ―��



テ
不
磨
ノ
弾
ヨ
ル
小
ナ
ル
也
。
弾
ノ
径
ノ
度
ニ
適
ス
ル
ハ

／

要
ト
ス
ル
處

ニ
シ
テ
之
ヲ
檢
査
ス
ル
ニ
二
ノň

マ
ルŉ

〔
弾
ヲ
測
ル
書
〕
ヲ
用
フ
銕
或
ハ
銅

ニ
テ

／

製
ス
ル
輪
環
ニ
柄
ヲ
着
タ
ル
也
其
一ň

マ
ルŉ

ハ
弾
ヨ
リ
少
シ
ク

小
ナ
ル
径
ト
シ

／
〔
以
下
略
〕

【
一
三
丁
裏
】

　
　

火
藥

第
四　
　

　
　
　

火
藥
ノ
具
有
質

火
藥
ハ
硝
石
硫
黄
木
炭
ノ
和
剤
ニ
成
ル
火
藥
ノ
徳
ハ
此
具
有
質
ノ
質
ト
均

／

平
ト
和
合
ト
ニ
カ
ゝ
レ
リ
ト
ス
次
ニ
各
々
之
ヲ
説

／

硝
石
火
藥
第
一
ノ
具

ニ
シ
テ
火
ニ
劇
シ
ク
然
迸
発
ス
ル
コ
ト
其
處
ニ
気
状
張
力
ア
ル

／

流
動
質

ノ
解
發
ス
ル
ニ
生
ス
此
處
然
ト
シ
テ
解
発
ス
ル
ハ
火
薬
ノ
本
性
功
ト

／

ス

硝
石
ノ
自
然
性
ハ
此
ヲ
水
ニ
解
セ
ハ
速
ニ
其
水
ヲ
幾
何
温
ニ
ス
此
ヲ
中

／

等
ノ
煖
解
鎔
シ
又
之
ヲ
冷
セ
ハ
三
禕
状
ノ
晶
ヲ
結
フ
其
味
ハ
好
カ
ラ
ス
鹹

／

苦
舌
ニ
清
冷
ヲ
覚
シ
ム
◯
硝
石
ハ
植
物
動
物
ノ
腐
敗
之
交
ル
土
ヨ
リ
之
ヲ

／

取
ル
廐
窖
古
キ
塀
ノ
湿
リ
タ
ル
大
陽
ノ
照
サ
ゝ
ル
一
處
ニ
生
ス
此
力
其
處
ニ
白

粉
或

／
〔
以
下
略
〕

【
二
一
丁
裏
】

煙
ス
ル
コ
ト
ヲ
禁
ス
ル
ナ
リ

／

　
　

銃
士

第
五

　
　
　

銃
士
ノ
勤

第
二
篇
ニ
云
如
ク
三
等
ノ
別
ア
リ
即
城
砲
陣
砲
舶
砲
是
ナ
リ
此
三
等
ヲ
用
フ

／

ル
又
各
法
ア
リ
其
勤
シ
異
ニ
ス
城
砲
ハ
其
置
処
ヲ
変
ス
ル
コ
ト
ナ
ク
敵
ヲ

射
ル
モ
ノ

／

也
。
陣
棒
ハ
是
ニ
反
シ
陣
軍
ノ
行
ニ
従
フ
故
ニ
陣
砲
ハ
城
砲

ヨ
リ
其
製
ヲ
軽

／

ク
シ
而
シ
テ
反
テ
銃
士
ヲ
多
ク
ス
ル
是
其
自
然
ノ
勢
ナ

リ
◯
城
砲
ノ
二
十
四
或

／

十
八
或
十
二
MC
ニ
ハ
即
下
士
一
人
銃
夫
五
人
ヲ

用
フ
即ň

カ
ノ
ニ
ー
ルŉ

一
人
放
熕
手
ハ
此

／

ヲ
歩
兵
夫
ヨ
リ
取
用
ス
六

MC
ニ
ハ
下
士
人
銃
夫
四
人
内
ニň

カ
ノ
ニ
ー
ルŉ

一
人
ア
ル
ヘ
シ

／

陣
砲

ハ
此
ニ
十
一
人
ヲ
用
フ
其
内
少
ク
モň

カ
ノ
ニ
ー
ルŉ

五
六
人
ヲ
要
ス
〇
城
砲

／【
二
二
丁
表
】

モ
陣
砲
モ
其
國
ノ
軍
法
ニ
之
ヲ
指
揮
ス
ル
ナ
リ
◯
舶
砲
ノ
指
揮
ハň

キ
ン
ス
ベ

ル
ゲ
ンŉ

／
〔
以
下
略
〕

　
　

ウ
エ
ル
プ
ゲ
ス
コ
ー
ト

第
六

　
　
　

｢

モ
ル
チ
ー
ル｣

及｢

ボ
ム
べ｣

ň

モ
ル
チ
ー
ルŉ

ハ
内
空
ノ
銕
弾
ヲ
射
出
ス
器
也ň

モ
ル
チ
ー
ルŉ

ノ
内
膅
ハ

圓
柱
状
ヲ

／

ナ
ス
砲
筒
ト
異
ナ
リ
此
ヲ
膅
ト
室
ト
分
ツ
室
ハ
膅
ノ
底
ニ
シ

テ
此
ニ
火
薬
ヲ

／

填
ス
ル
處
ト
ス
其
室
ノ
形
ハ
火
術
家
久
ク
其
便
宜
ノ
形

ヲ
争
論
シ
圓
柱
状

／

【
二
九
丁
裏
】

錐
状
ノ
直
ナ
ル
或
ハ
曲
ナ
ルň

パ
ラ
ゴ
リ
セŉ

状
弾
丸
状
矢
箭
状
ノ
諸
形
ヲ
作

ル
然

／

ト
モ
之
ヲ
用
テ
皆
不
便
ア
リ
唯
桂
状
及
圓
錐
状
ヲ
其
中
ニ
最
好
ト

セ
リ

／

ň

モ
ル
チ
ー
ルŉ

圓
柱
状
ノ
室
ヲ
以
テ
膅
ニ
底
シ
其
半
球
ノ
形
径

リň

ボ
ン
ベŉ

ノ
径
ニ
同
シ

／

ク
相
適
シ
又
一
ハ
其
室
圓
錐
状
ヲ
短
ク
シ

タ
ル
状
ニ
シ
テ
室
其
膅
ニ
續
キ
他
ヨ
リ

／

違
フ
ト
雖
モ
目
ニ
タ
ゝ
ヌ
ヤ
ウ

ニ
相
接
ス
此
製
ハň

ボ
ン
ベŉ

膅
ノ
周
方
ニ
相
シ
テ
餘
地
ナ
ク

／

此
ニ
因

テ
火
藥
ニ
火
ヲ
傳
ヘ
其
流
動
質
融
觧
シ
張
力
ヲ
起
シ
テň

ボ
ン
ベŉ

ニ

／

逼
リ
其
上
ニ
漏
ル
ゝ
コ
ト
ナ
シ
他
ノň

モ
ル
チ
ー
ルŉ

ニ
ハ
動
モ
ス
レ
ハ
其
氣

ヲ
泄
ス
コ
ト
ア
ル
也

／

且
此
室
ノ
製
ハ
旦ň

ボ
ン
ベŉ

ノ
径
ニ
少
シ
減
ス

― ―��



ル
モ
同
シ
ク
善
射
出
ス
ノ
利
ア
リ

／

圓
柱
状
ノ
室
ア
ルň

モ
ル
チ
ー
ルŉ

ハ
其
藥
少
ク
シ
テ
能
遠
距
ニ
至
ル
之
ニ
反
シ
テ

／

其
藥
ヲ
大
量
ニ
ス
ル
モ

亦
別
ニ
異
ル
效
ヲ
見
ス
○ň

ボ
ム
ベŉ

ハ
内
空
ノ
銕
弾
ニ
シ
テ

／
〔
以
下
略
〕

【
三
◯
丁
裏
】

具
填
タ
ル
モ
ノ
百
五
十
MC
ノ
重
ト
ス
千ň

ド
イ
ムŉ

ハ
火
薬
八
MC
ヲ
容
ル
其
重

百
MC
ト

／

シ
八ň

ド
イ
ムŉ

ニň

リ
テ
シŉ

四
MC
ノ
藥
ヲ
容
重
四
十
MC
ト

ス
◯
昔
ハ
拂
郎
察
ニ
甚
タ

／

大
ナ
ルň

カ
リ
ベ
ルŉ

ノň

モ
ル
チ
ー
ルŉ

ア
リ
然
ト
モ
具ň

ボ
ム
ベŉ

及ň

モ
ル
チ
ー
ルŉ

ノ
大
量
大
重
ナ
ル　
　

／

之
ヲ
用
ル
ニ
便
ナ
ラ
ス
ト
シ
テ
廢
セ
シ
ナ
リ
◯
近
比
我
等
ニ
七
十
五
MC

ň

ス

テ
ー
ンŉ

ノň

モ
ル
チ

／

―
ルŉ

ヲ
製
ス
然
ト
モ
是
モ
今
ハ
多
ク
作
ラ
ス

◯ň

モ
ル
チ
ー
ルŉ

ハň

ア
ホ
イ
トŉ
ノ
上
ニ
戴
セň

ス

／

ツ
ー
ルŉ

ノ

上
ニ
安
ス
此ň

ス
ツ
ー
ルŉ

古
ハ
木
ヲ
用
ヒ
今
ハ
銕
ニ
テ
鋳
製
ス

／

　
　

ボ
ム
ベ
ヲ
填
ル
法

ň

ボ
ム
ベŉ

ハ
預
メ
其
漏
孔
ア
リ
ヤ
銹
ハ
ヨ
リ
磨
落
セ
ル
ヤ
ヲ
意
ヲ
注
キ
而
メ

此
ニ

／

客
ル
ヘ
キ
量
ノ
藥
ヲ
漏
斗
ニ
テ
之
ニ
填
入
シ
次
ニ
管
ヲ
取
テ
具
下

ヲň

フ
ロ
イ
トŉ

様

／

用
シ
ト
ス
ル
長
サ
ニ
切
ル
是
其
落
ル
時
或
ハ
落
ル

後
直
ニ
弾
ノ
迸
ル
ヤ
ウ
ニ
ス
隊

／

【
三
一
丁
表
】

群
中
ニ
射
ル
ハ
其
地
ヲ
違
ル
ニ
三
尺
ニ
シ
テ
迸
ル
モ
人
ヲ
シ
テ
之
ヲ
避
ル
ニ
及

ハ
サ
ラ
シ
ム
ル

／

ニ
亦
利
ア
リ
ト
ス
カ
ク
管
ヲ
切
テň

ボ
ム
ベŉ
ノ
眼
ノ

内
ニ
入
ヘ
キ
為
ニ
少
ク
之
ヲ
物
ニ

／

テ
巻
キ
之
ヲ
眼
ニ
挿
入
ス
其
管
ニ
木

嘴
ヲ
置
管
ヲ
直
ニ
打
破
レ
ヌ
ヤ
ウ
ニ

／

シ
其
觜
用
フ
木
槌
ニ
テ
打
込
管
端

ヲ
一ň

ド
イ
ムŉ

長
サ
ヲ
外
ニ
留
ム
次
ニ
其
眼
ノ

／

周
ヲ
溶
シ
タ
ル
瀝
青

ニ
テ
塗
塞
ク
ナ
リ

／

ň

ボ
ム
ベŉ

ニ
漏
孔
ア
ル
管
ヲ
入
タ
ル
眼
ノ
周
ニ
気

眼
ア
ル
ト
キ
ハ
之
ヲ
射
ト
ス
ルň

ボ
ム
ベŉ

未

／

タň

モ
ル
チ
ー
ルŉ

ヲ

出
サ
ル
内
ニ
燃
出
サ
ン
ト
ス
ル
故
ニ
其
隙
孔
氣
眼
ナ
キ
ヤ
ウ
ニ
吟

／

味
ス

ル
コ
ト
尤
モ
肝
要
ノ
コ
ト
ト
ス
◯ň

ハ
ン
ド
グ
レ
ナ
ー
デ
ンŉ

ヲ
製
ス
ル
モ
前

ノ
如
ク
唯
其

／

全
ク
瀝
青
ニ
投
シ
テ
之
ヲ
鋸
屑
或
ハ
麦
糠
ノ
中
ニ
轉
ハ
ス

ヲ
異
ト
ス

／

ň

ホ
ン
ベŉ

ニ
〔
此
製
下
篇
ニ
見
ユ
〕
ヲ
填
ス
ル
ニ
其
剤
ヲ

ň

ボ
ム
ベŉ

ノ
眼
ヨ
リ
入
ベ
キ
ヤ
ウ
ニ
作
ル
ヘ
シ

／
〔
以
下
略
〕

【
三
四
丁
表
】

ヲ
用
フ
ヘ
シ
石ň

モ
ル
チ
ー
ルŉ

ハ
四
十
五
度
ノ
度
ニ
過
ル
コ
ト
ナ
シ
常
ニ
此

弧
度
ヲ
則
ト
ス

／

其
人
ハ
凡
五
十
MC
石
ノň

モ
ル
チ
ー
ルŉ

ニ
同
ク
放
士

三
人
助
士
四
人
ヲ
以
テ
ス
石ň

モ
ル
チ
ルŉ

／

トň

ス
ヒ
ー
ゲ
ル
ガ
ラ
ラ

ナ
ー
デ
ンŉ

ハ
唯
圍
城
砦
ノ
防
禦
ニ
用
フ
圍
城
ニ
ハ
敵
ノ
寄
セ

／

湟
ニ
近

来
ル
ヲ
射
及ň

ブ
レ
タŉ

總
掛
リ
ヲ
射
ニ
尤
モ
功
ア
リ
ト
ス
又
城
ヲ
攻

／

テ
其
戌
卒
ヲ
驅
逐
ス
ル
ニ
用
ヒ
テ
亦
功
ア
リ
◯
石
及ň

カ
ラ
ナ
ー
デ
ンŉ

ト
之

ヲ
射
テ

／

散
亂
スň

レ
ナ
ンŉ

ハ
之
ヲ
放
ニ
其
向
ヲ
子
細
ニ
判
意
ス
ル
度

其
距
ハ
大
抵
三
百
七

／

十
五
歩
ヲ
概
ト
ス

／

　
　

モ
ル
チ
ー
ル
弧
度
及
薬
量

ň

ボ
ン
ベŉ

ノ
距
度
ハ
弧
ヲ
畫
ス
ル
コ
ト
ハ
明
ナ
リ
凡
氣
虚
ノ
内
ニ
投
ス
ル
体

ハ
其
飛
行

／

ス
ル
カ
ト
体
重
ト
ニ
由
テň

パ
ラ
ボ
ルŉ

ヲ
畫
ス
度
學
家
ニ

此
ニ
由
テ
其
力
ト
弧

／
〔
以
下
略
〕

【
三
五
丁
表
】

与
フ
其
説
ニ
従
フ
ニ
距
度
十
五
度
ヲ
以
テ
ス
ル
ハ
四
十
九
度
ノ
半
ス
ル
ヘ
シ

四
十
五
度

／

ハ
最
遠
シ
上
下
諸
用
共
ニ
四
十
五
度
ヲ
ナ
ス
其
藥
量
ハ
同
様

ナ
リ
ト
然
ト
モ
良

／

工
ハ
是
レ
ヲ
是
ト
セ
ス
唯
下
角
四
十
五
度
ガ
上
ノ
其

通
リ
ナ
ル
ヨ
リ
大
ナ
ル
距
度
ヲ
ナ
ス

／

最
遠
距
ハ
四
十
五
度
ノ
内
ニ
於
テ

セ
ス
ソ
レ
ヨ
リ
少
ナ
ル
角
ニ
テ
四
十
三
度
之
ヲ
得
ル

／

此
ヨ
リ
術
者
及
良

工
カň
ボ
ム
ベŉ

ヲ
射
ル
ノ
法
ヲ
得
タ
リ
ト
ス
然
ト
モ
諸
家
ハ
之
ヲ
議
ス

／

ň

ボ
ム
ベŉ
ヲ
切
圓
錐
法
ノ
各
種
別
ア
リ
理
学
家
ノ
其
常
則
ヲ
論
ス
然
ト
モ
手

術
家

／

ニ
其
要
ナ
ク
予
此
ニ
之
ヲ
論
セ
ス
唯ň

ボ
ム
ベŉ

ヲ
射
ノ
式
ニ
就

― ―��



テ
之
ガ
如
何
ナ
ル
ヲ
逑
フ

／

試
射
ニ
凡
五
十
MC
及
十
六
MC

ň

ス
テ
ー
ンŉ

距
度
一
号
ノ
表
ノ
如
シ
〔
別
帋
ニ
論
ス
〕
◯
射
ノ

／

適
合
セ
ン
ト
ス
ル
ハ

其
的
ヲ
離
ル
ゝ
何
ノ
距
ノ
処
ヲ
知
ル
ヘ
シ
此
ニ
時
ヲ
得
ハ
之
ヲ
測
リ
定

／

ム
ヘ
シ
否
ハ
之
ヲ
察
ス
ル
ヲ
要
ス
◯
其
的
ヲ
距
ル
ヲ
知
テ
弧
度
ヲ
定
ム
四
十
五

度
ニ
同

／

【
三
五
丁
裏
】

量
ノ
藥
ヲ
以
テ
シ
テ
最
遠
距
ト
ス
此
ハ
變
ス
ル
コ
ト
ハ
鮮
シ
ト
ス
◯
薬
庫
ヲ
破

リ

／

域
耬
ヲ
崩
ス
等
ハ
五
十
度
ヨ
リ
六
十
度
ノ
弧
ヲ
ナ
ス
但ň

モ
ル
チ
ー

ルŉ

ハ
ヤ
ハ
リ
凡
五
十
MC

／
ň

ス
テ
ー
ンŉ

ヲ
用
フ
群
隊
ヲ
射
ニ
ハ
弧

三
十
ヨ
リ
四
十
五
度
ヲ
宜
ト
ス
是
其
弧
甚
大
ナ
レ
ハ

／

ň

ボ
ム
ベŉ

甚
深

ク
埋
レ
テ
切
少
シ
三
十
度
ノ
弧
ニ
ハň
モ
ル
チ
ー
ルŉ

凡
十
六
MC

ň

ス
テ
ー

ンŉ

ヲ
用
ヘ
シ

／

如
此
小
距
ヲ
射
ハň
ホ
ー
イ
ツ
セ
ルŉ

ヲ
用
フ
ル
ヲ
好

ト
ス
六
十
度
ノ
弧
ノ
大
ナ
ル
ハ
射
易
力

／

ラ
ス
若
小
距
ニ
ハ
其
藥
量
ヲ
小

ニ
ス
ヘ
シ
其
臺
床
ヲ
甚
ク
填
ス
ル
コ
ト
ア
レ
ハ
ナ
リ

／

其
弧
度
ヲ
定
メ
次

ニ
其
藥
量
ヲ
選
シ
其ň

ボ
ム
ベŉ

ガ
藥
量
ニ
テ
距
度
ヲ
生
シ

／

其
距
度
ノ

遠
キ
ハ
少
ヲ
与
ヘ
反
テ
少
キ
ハ
多
ヲ
与
フ
◯
弧
度
同
シ
ク
薬
量
一
ニ
シ
テ

／

其
距
ニ
各
種
ノ
異
ア
ル
ニ
驚
ク
ベ
カ
ラ
ス
之
ヲ
精
考
ス
ル
ニ
是
次
ノ
数
場
ノ
理

ニ
係

／

レ
リ
ト
ス
◯
一
ニ
天
氣
ノ
變
ニ
距
度
ノ
差
ヲ
将
来
セ
ル
コ
ト
ア
リ

湿
氣
ノ
時
ハ

／

【
三
六
丁
表
】

啻
ニ
薬
力
ノ
減
ス
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ス
零
圍
ノ
濃
秱
ナ
ル
氣
甚
シ
クň

ボ
ム
ベŉ
ヲ

支

／

障
ス
ル
稀
薄
ノ
氣
ヨ
リ
甚
シ
ト
ス
二
ニ
雰
圍
氣
ノ
暖
質
ノ
度
ニ
差
等

／

ア
リ
テ
又
同
シ
ク
距
度
ニ
變
ヲ
生
ス
人
ノ
考
ニ
朝
ハ
距
度
晝
ヨ
リ
小
ナ
リ

ト
ス

／

氣
ノ
大
陽
ノ
烈
ニ
由
テ
稀
薄
ト
ナ
ル
殊
ニ
夏
ニ
於
テ
尤
モ
著
シ
ト

ス
三
ニ
風
ノ

／

多
少
ニ
係
ル
四
ニ
藥
ノ
良
ト
不
良
ニ
係
ル
桶
ニ
入
タ
ル
薬

ハ
他
ヨ
リ
良
ト
ス
五
ニň

モ
ル
チ
ー
ルŉ

／

其
臺
其
床
ニ
子
細
ス
ヘ
シ
六

ニň

ボ
ム
ベŉ

ノ
製
ニ
子
細
ス
ヘ
シ
銕
ノ
甚
厚
キ
カ
七
ニň

ス

／

ペ
ー
ル

リ
ユ
イ
ム
テŉ

ノ
不
同
此
ニ
量
之
不
等
ヲ
生
ス
ル
等
◯
砲
臺
上
ニň

ボ
ム
ベŉ

ヲ
射
ム
ト

／

セ
ハ
先ň

ボ
ム
ベŉ

ノ
重
サ
大
サ
ノ
同
等
ナ
ル
ヲ
選
シň

ボ

ム
ベŉ

ヲ
墳
シ
管
ヲ
好
程
ニ
切
リ
置
ベ

／

シ
又
各
桶
ノ
藥
ヲ
一
処
ニ
交
セ

置
ベ
シ
時
ト
シ
テ
其
中
ナ
ル
者
未
ナ
ル
者
ヨ
リ
好
ホ
ド
ノ
不

／

同
ア
レ
ハ

也
◯ň

モ
ル
チ
ー
ル
バ
ツ
テ
レ
イŉ

ハ
府
城
ヲ
焼
ク
ノ
用
ト
シ
覗
所
大
ナ
レ
ハ

細
カ
ニ
此
ニ

／

【
三
六
丁
裏
】

達
ス
ル
モ
意
ヲ
用
ヒ
テ
可
也
之
ニ
反
シ
テ
舶
ヲ
射
ハ
其
覗
ヲ
細
ニ
ス
ヘ
シ
覗
ヲ

失
フ
時
ハ
之
ヲ

／

射
テ
モ
亦
功
ナ
キ
ヲ
致
ス
カ
故
也

／

　
　

｢

モ
ル
チ
ー
ル
バ
ツ
テ
レ
イ｣

ニ
備
フ
ヘ
キ
具

ň

モ
ル
チ
ー
ルŉ

砲
臺
ニ
ハ

／
（
空
行
）
／

其
他
填
タ
ルň

ボ
ム
ベ
ンŉ

及
其
ノ
覆
モ
ノ
◯
若ň

ボ
ン
ベŉ

ヲ
砲
臺
上
ニ
填
ス
ヘ
キ
ト
キ
ハ
空ň

ボ
ム
ヘ
」

／

一
木
槌
一ň

タ
ツ
プŉ

ア
ル
モ
ノ
管
ヲ
打
ニ
用
一
漏
斗
管
ヲ
巻
具

／

　
　

管
ノ
長
サ
ヲ
定
ム
ル
法

一
号
ノ
表
ニ
各
距
度
ニ
管
ノ
長
サ
ノ
度
ヲ
定
ム
◯
否
ハ
管
ノ
長
ハ
次
法
ニ
定
ム

／

秒
時
擺
子
細
キ
絲
ノ
端
ニň

ミ
エ
ス
ケ
トŉ

弾
ヲ
固
着
シ
其
絲
ノ
長
サ
ハ

懸
ヌ
ル
心
ヨ
リ
弾

／

【
三
七
丁
表
】

丸
中
心
マ
テň

レ
イ
ン
ラ
ン
ドŉ

ノň

ド
イ
ムŉ

三
十
八
ト
ス
此
ヲ
振
ニ
小
弧

重
度
ホ
ド
ニ
ス
即
秒

／

時
ヲ
現
ス
ト
ス
此
ヲ
以
テň

ボ
ム
ベŉ

幾
何
秒
ニ

幾
何
歩
ヲ
行
ヲ
験
シ
而
同
時
ニ
管
幾

／

何
ド
イ
ムŉ

ヲ
焼
テ
火
藥
ニ
入
ヲ

験
シ
又
幾
何
秒
ニ
幾
何
高
ニ
焼
ヲ
験
ス
ヘ
シ
如

／

此
幾
何
秒
ニ
幾
何
ヲ
行

ヲ
知
テ
其
管
ヲ
切
定
ム
但
管
ヲ
静
止
シ
焼
ハ
放
タ
ル

／

時
ヨ
リ
徐
ナ
ル
ヲ

注
意
ス
ヘ
シ
◯
管
ハň

フ
ロ
イ
トŉ

様
ニ
切
ヘ
シ
其
藥
ノ
上
面
ニ
棒
ル

／

ヤ
ウ
ニ
又
管
ノ
長
キ
ト
キ
ボ
ム
ベ
ヲ
底
ニ
當
テ
塞
サ
ル
為
ニ
ス
◯
凡
五
十

― ―��



MC
ň

ス
テ
ト
ンŉ

／

ň

モ
ル
チ
ー
ルŉ

ハ
三
十
一
秒
管
ノ
長
七ň

ド
イ
ムŉ

ヨ
リ
短
キ
コ
ト
ナ
ン
如
此
其
距
ノ
遠
ハ
管

／

モ
亦
長
カ
ル
ヘ
シ
次
ノ
如
ク

之
ヲ
算
ス
譬
ハ
ボ
ム
ベ
十
八
秒
ヲ
其
射
ノ
道
ト
ス

／

レ
ハ

／

【
三
七
丁
裏
】

然
ト
モ
管
ニ
射
ル
内
ニ
速
ニ
焼
ハ
（
空
白
）
ド
イ
ム
ヲ
取
ヘ
シ

／

　
　

ホ
ー
イ
ツ
セ
ル

ň

ホ
ー
イ
ツ
セ
ルŉ

ň
カ
イ
ンŉ

ň

モ
ル
チ
ー
ルŉ

ノ
間
ノ
者
ニ
シ
テň

カ
ノ
ー

ンŉ

ヨ
リ
短
クň

モ
ル
チ
ー
ルŉ

ヨ
リ
長

／

シ
◯ň

ホ
ー
イ
ツ
セ
ルŉ

ハ

二
ツ
ア
リ
一
ハ
凡
十
六
MC
石
ニ
シ
テ
砲
臺
ノ
用
ト
シ
一
ツ
ハ
凡
二
十
四

／

MC
銕
ニ
シ
テ
陣
ノ
用
ト
ス
◯ň
ホ
ー
イ
ツ
セ
ルŉ

ハň

モ
ル
チ
ー
ルŉ

ノ
用
ニ

同
ク
内
空
弾
ニ
シ
テň

カ
ウ
エ
ー
トŉ
ト

／

火
薬
ヲ
填
ス
此
ヲň

カ
イ
ン
」

ノ
如
クň

ア
ホ
イ
トŉ

ニ
安
シ
小
弧
ニ
射
ル
此
力
其
地
緩
験

／

ナ
ラ
サ
ル

ト
キ
ハň

カ
ラ
ナ
ー
トŉ

ニň

リ
ュ
ケ
ラ
ンŉ
ス
ヘ
ク
又ň

ド
ロ
イ
ヘ
ンŉ

ヲ

射
テ
功
ア
ル
コ
トň

モ
ル
チ
ー
ルŉ

／

ヨ
リ
利
ト
ス
◯ň

ホ
ー
イ
ツ
セ
ルŉ

ノ
夫
ハ
砲
臺
ニ
テ
ハ
筒
圭
一
人
ト
助
三
人
其
装
薬

／

ト
安
勺
ハň

モ
ル
チ

ー
ルŉ

ノ
法
ノ
如
シ
陣
中
ハ
凡
二
十
四
MC
銕
ヲ
用
テ
其
人
夫ň

ヘ
ル

／

ト

ス
チ
ュ
ケ
ンŉ

ト
同
シ
ク
其
数
ヲ
以
テ
ス
砲
臺
ニ
テ
ハ
此
ニ

ロ
ス
火
薬
ヲ
用

其
距

／

【
三
八
丁
表
】

準
シ
其
量
ヲ
選
用
ス
陣
ト
舶
ト
ニ
テ
ハň

ロ
スŉ

薬
ハ
用
難
シň

カ
ル
ド
ー
ス
」

ノ

／

一
MC
薬
ヲ
容
ヲ
製
シ
用
フ
其
距
ノ
區
別
ニ
ハ
孤
度
ヲ
變
シ
薬
量
ハ
常

／

ニ
同
様
ト
ス
ル
ナ
リ
◯
其
射
ノ
法
ハ
二
等
ノ
表
ヲ
用
フ
〔
別
帋
ト
ス
〕
◯

ň

ブ
リ
キ
ド
ー
スŉ

／

ノň

ホ
イ
ツ
セ
ルŉ

ニ
用
ハň

カ
ノ
ー
ンŉ

ニ
於
テ

大
小
ア
ル
ニ
同

／

ň

ホ
ー
イ
ツ
セ
ルŉ

ガ
ラ
ナ
ー
トŉ

凡
二
四
銕
八
MC
ヲ

以
テ
填
スň

ホ
ー
イ
ツ
セ
ルŉ

ヲ
平
発
ス
ル

／

ノ
距
ハ
千
六
百
歩
最
遠

二
千
歩
ト
ス

／

砲
臺
ノň

ホ
ー
イ
ツ
セ
ルŉ

ハň

モ
ル
チ
ー
ルŉ

ノ
如
シ

／

ň

ホ
ー
イ
ツ
セ
ルŉ

凡
十
六
石
ハ
一
◯
．
六
凡
一
◯
六
五
MC
ノ
重
ト
ス
「
ア

ム
ス
テ
ル
タ
ムŉ

秤
ノ
凡

／

MC
二
四
銕
六
八
◯
MC

／

　
　

｢

イ
ン
ハ
ン
テ
リ
ー
ゲ
ウ
ェ
ー
ル

第
七

　
　
　

ゲ
ウ
ェ
ー
ル
ノ
撰

【
三
八
丁
裏
】

ケ
ウ
ェ
ー
ルŉ

ハ
三
部
ヲ
以
テ
成
即
一
ニň

ロ
ー
プŉ

二
ニň

ス
ロ
トŉ

三
ニ

ň

ロ
ル
フ
ラ
ー
デŉ

四
ニň

バ
ヒ
ネŉ

／

ヲ
加
フň

ケ
ウ
ェ
ー
ル
ノ
好
ト
ス

ル
ハ
總
テ
其
重
サ
兵
卒
ノ
之
ヲ
扱
フ
ニ
難
キ
ホ
ト
其
重
カ
ル

／

ベ
カ
ラ
ス

◯ň

ス
タ
ー
ル
ト
ス
ク
ル
ー
フŉ

ハň

ロ
ー
プŉ

ヲ
閉
ル
モ
ノ
ニ
テ
一
半ň

カ

リ
ベ
リŉ

ノ
長
ナ
ル
ヘ
シ

／
〔
以
下
略
〕

【
三
九
丁
裏
】

　
　

題
言

第
八

ň

エ
ル
ン
ス
トŉ

火
術
ハ
此
石
ヲ
守
襲
フ
ニ
昔
ヨ
リ
用
ヒ
タ
ル
術
ニ
テ
此
製
用

ヲ
火
術
家
ノ
要

／

務
ト
ス
且
秘
術
ノ
如
ク
シ
諸
種
ノ
称
号
ヲ
与
ヘ
之
ヲ
貴

重
セ
シ
也
然
ト
モ
砲
術
ヲ
修
正
シ

／

ň

ハ
ン
ド
ゲ
ウ
ェ
ー
ルŉ

ヲ
多
ク
用

フ
ル
コ
ト
ニ
ナ
リ
テ
ヨ
リ
後
此ň

エ
ル
ン
ス
ト
ヒ
ュ
ー
ル
ウ
ェ
ル
ケ
ンŉ

ハ
多

ク
軍

／
〔
以
下
略
〕

【
四
三
丁
裏
】

Ａ
Ｌ
Ｔ
Ｉ
Ｌ
Ｒ
Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ｅ

終　
　

（
筆
者
所
蔵
）
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高
島
秋
帆
及
び
高
島
流
砲
術
に
関
す
る
研
究
成
果
と
し
て
は
、有
馬
成
甫『
高

島
秋
帆
』	
吉
川
弘
文
館
、一
九
五
八
年


を
は
じ
め
と
し
て
、佐
藤
昌
介
『
洋

学
史
研
究
序
説
』（
岩
波
書
店
、
一
九
六
四
年
）・『
洋
学
史
の
研
究
』（
中
央

公
論
社
、
一
九
八
〇
年
）・『
洋
学
史
論
考
』（
思
文
閣
出
版
、
一
九
九
三
年
）、

岩
崎
鐵
志
「
高
島
流
砲
術
伝
播
の
研
究
」（
吉
田
忠
編
『
東
ア
ジ
ア
の
科
学
』

収
載
、
勁
草
書
房
、
一
九
八
二
年
）、
所
荘
吉
「
砲
術
と
兵
学
」（
中
山
茂
編

『
幕
末
の
洋
学
』
収
載
、ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、一
九
八
四
年
）、石
山
滋
夫
『
評

伝
高
島
秋
帆
』（
葦
書
房
、
一
九
八
六
年
）、
石
田
千
尋
「
鷹
見
泉
石
と
洋
式

砲
」（
古
河
歴
史
博
物
館
『
泉
石
』
一
収
載
、一
九
九
〇
年
）、針
谷
武
志
「
鷹

見
泉
石
と
海
防
問
題
」（
同
上
『
泉
石
』
一
収
載
、
一
九
九
〇
年
）、
石
田
千

尋
『
日
蘭
貿
易
の
構
造
と
展
開
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
九
年
）、
宮
川
雅

一
『
高
島
秋
帆
』（
長
崎
文
献
社
、
二
〇
一
七
年
）、
大
坪
英
治
『
高
島
秋
帆

と
長
崎
』（
ゆ
る
り
書
房
、
二
〇
一
九
年
）、
織
田
毅
「
高
島
秋
帆
の
周
辺
―

系
譜
と
晩
年
の
活
動
を
中
心
に
―
」（
シ
ー
ボ
ル
ト
記
念
館
『
鳴
滝
紀
要
』

第
二
九
号
収
載
、二
〇
一
九
年
）
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。
筆
者
は
こ
れ
ま
で
、

「
下
曾
禰
信
敦
と
高
島
流
砲
術
」（
洋
学
史
学
会
研
究
年
報
『
洋
学
』
一
収
載
、

八
坂
書
房
、
一
九
九
三
年
）、「
天
保
十
二
年
高
島
秋
帆
出
府
に
関
す
る
一
史

料
『
高
島
秋
帆
徳
丸
原
入
費
覚
書
』」（『
洋
学
史
研
究
』
第
一
〇
号
収
載
、

一
九
九
三
年
）、「
幕
末
土
佐
藩
に
お
け
る
西
洋
砲
術
の
導
入
・
伝
習
―
徳
弘

孝
蔵
を
中
心
に
―
」（
日
本
大
学
『
史
叢
』
第
五
〇
号
収
載
、一
九
九
三
年
）、

「
文
化
・
文
政
期
の
長
崎
警
衛
と
西
洋
砲
術
―
長
崎
鉄
砲
方
高
木
道
之
助
を

中
心
に
―
」（『
日
蘭
学
会
会
誌
』
第
一
八
巻
第
二
号
収
載
、
一
九
九
四
年
）、

「『
洋
兵
開
基
』
高
島
秋
帆
の
軍
事
技
術
研
究
」（『
高
島
秋
帆�

西
洋
砲
術
家

の
生
涯
と
徳
丸
原
』
収
載
、
板
橋
区
立
郷
土
資
料
館
、
一
九
九
四
年
）・「
天

保
十
二
年
高
島
秋
帆
の
出
府
と
徳
丸
原
演
練
」（
同
上
）「
高
島
流
砲
術
の『
伝

書
』
に
つ
い
て
」（『
集
論
高
島
秋
帆
』
収
載
、
板
橋
区
立
郷
土
資
料
館
、

一
九
九
五
年
）、「
高
島
流
砲
術
の
形
成
過
程
と
そ
の
展
開
―
高
島
秋
帆
に
よ

る
人
的
交
流
・
物
的
交
流
の
諸
相
―
」（
岩
下
哲
典
・
真
栄
平
房
昭
編
『
近

世
日
本
の
海
外
情
報
』
収
載
、
岩
田
書
院
、
一
九
九
七
年
）、「
高
島
秋
帆
と

徳
丸
原
演
練
」（『
高
島
平
』
収
載
、板
橋
区
立
郷
土
資
料
館
、一
九
九
八
年
）、

「
近
世
後
期
の
日
本
に
お
け
る
洋
式
兵
学
の
導
入
」（『
人
類
に
と
っ
て
戦
い

と
は
２

戦
い
の
シ
ス
テ
ム
と
対
外
戦
略
』
収
載
、
東
洋
書
林
、
一
九
九
九

年
）、「
高
島
流
砲
術
か
ら
三
兵
戦
術
へ
の
展
開
」（『
人
類
に
と
っ
て
戦
い
と

は
４

攻
撃
と
防
衛
の
軌
略
』
収
載
、
東
洋
書
林
、
二
〇
〇
二
年
）、「
天
保

十
四
年
長
崎
入
港
オ
ラ
ン
ダ
船
が
舶
載
し
た
モ
ル
テ
ィ
ー
ル
砲
に
つ
い
て
」

（『
佐
賀
県
立
佐
賀
城
本
丸
歴
史
館
研
究
紀
要
』
第
一
号
、
二
〇
〇
六
年
）、

「
高
島
秋
帆
と
高
島
流
砲
術
の
時
代
―
天
保
一
二
年
徳
丸
原
演
練
の
歴
史
的

意
義
―
」（『
高
島
平
の
歴
史
と
高
島
秋
帆
』
収
載
、
板
橋
区
立
郷
土
資
料
館
、

二
〇
二
〇
年
）
な
ど
を
公
表
し
た
。

�

注
１
有
馬
前
掲
書
、
四
六
～
四
九
頁
。

�

注
１
の
筆
者
拙
稿
参
照
。

�

オ
ラ
ン
ダ
の
ハ
ー
グ
国
立
中
央
文
書
館
所
蔵
の
日
本
関
係
文
書
「
一
八
一
九

年
公
務
日
記
」（%

BHSFHJTUFS�EF�"
P������

）（/
'+�����

）。
日
蘭
学
会
編

『
長
崎
オ
ラ
ン
ダ
商
館
日
記
』
八
（
雄
松
堂
書
店
、
一
九
九
七
年
）
八
頁
。

�
「
先
祖
書

壱
冊

高
島
四
郎
太
夫
」（
国
立
公
文
書
館
所
蔵
）。

�

注
１
の
筆
者
拙
稿
「
文
化
・
文
政
期
の
長
崎
警
衛
と
西
洋
砲
術
―
長
崎
鉄
砲

方
高
木
道
之
助
を
中
心
に
―
」（『
日
蘭
学
会
会
誌
』
第
一
八
巻
第
二
号
収
載
、

一
九
九
四
年
）
で
紹
介
し
た
。

�

オ
ラ
ン
ダ
の
ハ
ー
グ
国
立
中
央
文
書
館
所
蔵
の
日
本
関
係
文
書
「
一
八
一
九

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

― ―��



年
と
一
八
二
〇
年
の
公
務
日
記
」（%

BHSFHJTUFS�EF�"
P������FO������

）

（/
'+�����

）。
日
蘭
学
会
編
『
長
崎
オ
ラ
ン
ダ
商
館
日
記
』
九
（
雄
松
堂
書

店
、
一
九
九
八
年
）
六
〇
～
六
二
頁
。

̔

九
州
大
学
記
録
資
料
館
所
蔵
。
他
に
長
崎
歴
史
文
化
博
物
館
や
『
甲
子
夜
話
』

等
に
も
同
様
の
記
録
が
見
え
る
。

�

オ
ラ
ン
ダ
の
ハ
ー
グ
国
立
中
央
文
書
館
所
蔵
の
日
本
関
係
文
書
「
一
八
二
三

年
日
本
公
務
日
記
」（+BQBO�%

BHSFHJTUFS������

）（/
'+�����

）。
日
蘭
学

会
編
『
長
崎
オ
ラ
ン
ダ
商
館
日
記
』
十
（
雄
松
堂
書
店
、
一
九
九
九
年
）

二
四
八
～
二
五
〇
頁
。

��+PIBO�'SFEFSJL�WBO�0
WFSN

FFS�'JTTDIFS��┆┭┮┨┶┥┫┩ⓤ┸┳┸ⓤ┨┩ⓤ┏
┩┲┲┭┷ⓤ

┺┥┲ⓤ┬┩┸ⓤ┎┥┴┥┲┷┧┬┩ⓤ┖
┭┮┯�"

N
TUFSEBN

������

（『
日
本
国
の
知
識
へ
の

寄
与
』）、『
日
本
風
俗
備
考
』
２
（
平
凡
社
東
洋
文
庫
、一
九
七
八
年
）
の
「
Ⅵ

兵
学
と
武
器
」
一
二
～
二
三
頁
。

��
『
続
長
崎
實
録
大
成
』	

長
崎
文
献
社
、
一
九
七
四
年

四
七
五
頁
、
薮
田
貫
・

若
木
太
一
編
著
『
長
崎
聖
堂
祭
酒
日
記
』（
関
西
大
学
出
版
部
、二
〇
一
〇
年
）

一
七
一
頁
、『
西
洋
流
奥
儀
大
鑑
』（
筆
者
所
蔵
）
参
照
。

��

注
９
の
二
七
四
頁
。

��

西
澤
勇
志
智
『
新
兵
器
化
学
花
火
の
研
究
（
増
補
第
三
版
）』（
内
田
老
鶴
圃
、

一
九
三
八
年
）
の
ほ
か
、
内
海
孝
「
感
染
症
の
近
代
史
」（
山
川
出
版
社
、

二
〇
一
六
年
）、
新
井
充
監
修
『
花
火
の
事
典
』（
東
京
堂
書
店
、
二
〇
一
六

年
）、
福
澤
徹
三
『
花
火
』（
法
政
大
学
出
版
局
、
二
〇
一
九
年
）
な
ど
を
参

照
。

��
「
視
聴
草
」
初
集
之
五
（
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
所
蔵
）。

��

注
��
『
西
洋
流
奥
儀
大
鑑
』（
筆
者
所
蔵
）、
注
��
西
澤
前
掲
附
録
一
～
三
頁
。

花
火
絵
図
は
高
島
家
の
影
響
を
受
け
て
高
木
内
蔵
丞
打
ち
揚
げ
の
「
文
政

十
三
年
八
月
三
日
於
佃
島
沖
海
上
炮
術
昼
夜
合
図
之
覚
」（
肥
前
島
原
松
平

文
庫
所
蔵
）
が
彩
色
保
存
良
好
の
た
め
掲
載
（
な
お
、
同
史
料
は
『
近
世
日

欧
交
流
史
研
究
』
第
一
号
（
二
〇
一
二
年
）
に
筆
者
が
全
翻
刻
掲
載
）。
同

時
期
の
「
高
嶋
家
よ
り
伝
授
の
花
火
」（
筆
者
所
蔵
）
ほ
か
。「
天
保
八
年
御

石
火
矢
方

諸
控
」（
武
雄
鍋
島
家
文
書
Ⅰ
―
一
六
二
）
に
は
一
八
三
七
（
天

保
）
年
に
佐
賀
武
雄
の
真
手
野
で
行
わ
れ
た
高
島
流
の
砲
術
演
練
に
お
い
て

も
、「
光
雷
鳴
」
や
「
三
光
星
」
等
が
相
図
打
ち
揚
げ
さ
れ
て
い
る
。

��

注
９
の
二
一
〇
～
二
一
九
頁
。
商
館
長
ブ
ロ
ム
ホ
フ
は
、
一
八
二
二
年
一
一

月
二
九
日
の
条
に
長
崎
に
流
行
す
る
感
染
症
に
つ
い
て
詳
述
し
て
お
り
、
翌

年
一
月
一
日
に
は
「
悪
い
病
気
は
、
日
本
人
の
間
で
は
コ
ロ
リ
と
名
付
け
ら

れ
て
い
る
が
、
現
在
ま
っ
た
く
沈
静
化
し
た
。
人
々
の
話
で
は
、
大
坂
で
は

毎
日
七
〇
人
以
上
の
人
が
死
ん
で
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。」
と
記
載
し
て

い
る
。
こ
の
記
事
は
、
日
本
最
初
の
コ
レ
ラ
感
染
を
伝
え
る
オ
ラ
ン
ダ
商
館

側
の
記
録
と
し
て
注
目
で
き
る
。

��

オ
ラ
ン
ダ
の
ハ
ー
グ
国
立
中
央
文
書
館
所
蔵
の
日
本
関
係
文
書
「
一
八
二
四

年
日
本
公
務
日
記
」（+BQBO�"

P

＝�������%
BHSFHJTUFS�

）（/
'+�����

）。

��

注
��
参
照
。

��

注
１
の
「
文
化
・
文
政
期
の
長
崎
警
衛
と
西
洋
砲
術
―
長
崎
鉄
砲
方
高
木
道

之
助
を
中
心
に
―
」（『
日
蘭
学
会
会
誌
』
第
一
八
巻
第
二
号
収
載
、

一
九
九
四
年
）
参
照
。

��

オ
ラ
ン
ダ
の
ハ
ー
グ
国
立
中
央
文
書
館
所
蔵
の
日
本
関
係
文
書「
一
八
一
八
年

～
一
八
二
四
年
の
注
文
書
」（%

F�&JTDI�WBO�;JKOF�,
JK[SFMJKL�.

BKFTUJKE�
WPPS`U�"

BOTUBOEF�"
P

＝������ô����

）（/
'+������ô����

）。

��

注
��
参
照
。

��

オ
ラ
ン
ダ
の
ハ
ー
グ
国
立
中
央
文
書
館
所
蔵
の
日
本
関
係
文
書
「
公
務
日
記
」

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

― ―��



（%
BH�3FHJTUFS�������

）（/
'+�����

）。

��

オ
ラ
ン
ダ
の
ハ
ー
グ
国
立
中
央
文
書
館
所
蔵
の
日
本
関
係
文
書
「
一
八
一
八
年

～
一
八
二
六
年
の
注
文
書
」（%

F�&JTDI�WBO�;JKOF�,
JK[SFMJKL�.

BKFTUJKE�
WPPS`U�"

BOTUBOEF�"
P

＝������

）（/
'+�����

）。

��

オ
ラ
ン
ダ
の
ハ
ー
グ
国
立
中
央
文
書
館
所
蔵
の
日
本
関
係
文
書
「
一
八
三
二

年
の
送
り
状
及
び
乗
船
員
名
簿
」（������0

QHFHFWFOF�'BDUVSFO�FO�
.

POTUFSSPMMFO�

）（/
'+������

）、「
天
保
七
申
年
御
取
締
被
仰
出
候
以
来

同
十
三
寅
年
正
月
十
九
日
分
迄

御
内
用
方
諸
書
留
」（
長
崎
歴
史
文
化
博

物
館
所
蔵
）
参
照
。

��

注
１
の
石
田
千
尋
「
鷹
見
泉
石
と
洋
式
砲
」（
古
河
歴
史
博
物
館
『
泉
石
』

一
収
載
、一
九
九
〇
年
）
及
び
前
掲
論
文
を
加
筆
修
正
し
た
論
文
が
同
著
『
日

蘭
貿
易
の
構
造
と
展
開
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
九
年
）
に
収
載
さ
れ
て

い
る
。

��
～
����

注
��
参
照
。

��

拙
稿
「
江
戸
滞
在
中
の
オ
ラ
ン
ダ
商
館
長
ド
ゥ
・
ス
テ
ュ
ル
レ
ル
と
シ
ー
ボ

ル
ト
の
関
係
（
一
）
―
ド
ゥ
・
ス
テ
ュ
ル
レ
ル
「
江
戸
参
府
日
記
」
に
基
づ

く
諸
考
察
を
中
心
に
―
」（
長
崎
市
シ
ー
ボ
ル
ト
記
念
館
『
鳴
滝
紀
要
』
第

三
〇
号
収
載
、
二
〇
二
〇
年
）
及
び
「
江
戸
滞
在
中
の
オ
ラ
ン
ダ
商
館
長
ド

ゥ
・
ス
テ
ュ
ル
レ
ル
と
シ
ー
ボ
ル
ト
の
関
係
（
二
）
―
ド
ゥ
・
ス
テ
ュ
ル
レ

ル
「
江
戸
参
府
日
記
」
に
基
づ
く
諸
考
察
を
中
心
に
―
」（
長
崎
市
シ
ー
ボ

ル
ト
記
念
館
『
鳴
滝
紀
要
』
第
三
一
号
収
載
、
二
〇
二
一
年
）
を
参
照
。

��
「
池
部
啓
太
口
書
写
」（
熊
本
大
学
附
属
図
書
館
・
永
青
文
庫
所
蔵
「
池
部
啓

太
御
吟
味
一
巻
」
収
載
）。

��

注
��
参
照
。

��

オ
ラ
ン
ダ
の
ハ
ー
グ
国
立
中
央
文
書
館
所
蔵
の
日
本
関
係
文
書
「
公
務
日
記
」

（+BQBO�%
BH�3FHJTUFS������

）（/
'+�����

）。

��

柴
田
方
庵
筆
録
「
西
征
日
記
」（
財
団
法
人
武
田
科
学
振
興
財
団
杏
雨
書
屋

所
蔵
）。

��

オ
ラ
ン
ダ
の
ハ
ー
グ
国
立
中
央
文
書
館
所
蔵
の
日
本
関
係
文
書「
来
る
一
八
三
三

年
の
将
軍
の
た
め
の
注
文
書
」（%

F�&JTDI�WBO�[JKO�.
BKFTUFJUEFO�

,
FJ[FSFOT�WPPS�IFU�BBOTUBBOEF�KBBS������

）（/
'+�����

）。
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┥┲┨┰┩┭┨┭┲┫ⓤ┭┲ⓤ┨┩ⓤ┅
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┥┶┭┲┩ⓤ
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��

高
島
流
砲
術
の
『
伝
書
』
に
つ
い
て
取
り
扱
っ
た
研
究
書
・
研
究
論
文
に
は
、

有
馬
成
甫
『
高
島
秋
帆
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
五
八
年
）
を
は
じ
め
、
佐

藤
昌
介
『
洋
学
史
の
研
究
』（
中
央
公
論
社
、
一
九
八
〇
年
）、
同
「
国
際
環

境
と
洋
学
の
軍
事
科
学
化
」（
中
山
茂
編
『
幕
末
の
洋
学
』
所
載
、
ミ
ネ
ル

ヴ
ァ
書
房
、
一
九
八
四
年
）、
所
荘
吉
「
砲
術
と
兵
学
」（
中
山
茂
編
前
掲
書

所
載
）、
同
「
高
島
流
砲
術
秘
書
」（
日
蘭
学
会
編
『
洋
学
史
事
典
』
所
載
、

雄
松
堂
書
店
、一
九
八
四
年
）
同
「
砲
術
伝
書
の
再
検
討
（
そ
の
一
）」（『
銃

砲
史
研
究
』
第
一
七
五
号
所
載
、
一
九
八
五
年
）
な
ど
。

��

八
木
剛
助
「
田
原
記
聞
」（
上
田
市
立
博
物
館
所
蔵
）。

��

写
本
「
ア
ル
チ
ル
レ
リ
ー
」（
所
荘
吉
旧
蔵
・
板
橋
区
立
郷
土
資
料
館
所
蔵
）。
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―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
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―
―
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―
―
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―
―
―
―

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

― ―��



��

オ
ラ
ン
ダ
の
ハ
ー
グ
国
立
中
央
文
書
館
所
蔵
の
日
本
関
係
文
書
「
一
八
三
七

年
送
り
状
」（'BDUVSFO�����

）（/
'+������

）。

��

注
��
参
照
。

��

大
塚
同
庵
訳
「
遠
西
火
術
範
」（
筆
者
所
蔵
）。
拙
稿
「
大
塚
同
庵
の
西
洋
軍

事
技
術
研
究
に
関
す
る
考
察
」（『
近
世
日
欧
交
流
史
研
究
』
第
二
号
収
載
、

二
〇
二
二
年
）
参
照
。

��

注
１
「
高
島
流
砲
術
の
『
伝
書
』
に
つ
い
て
」（『
集
論
高
島
秋
帆
』
収
載
、

板
橋
区
立
郷
土
資
料
館
、
一
九
九
五
年
）
参
照
。
今
回
の
「
伝
書
」
に
関
す

る
筆
者
の
見
解
は
最
新
の
も
の
で
あ
る
。
秋
帆
と
大
塚
の
関
係
に
つ
い
て
は

注
��
参
照
の
こ
と
。

―
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―
―
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